




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　私がずっと憧あこがれてきたヴィルヘルム・フロイデンベルク博士の正体は、「竜ドラゴン」。

　竜のことを知りたくて私は研究者になった。

　ヴィル博士のようになりたくて、私は彼かれが所長を務めるルルイエ幻げん獣じゆう研究所に入った。

　──でも。

　彼と結けつ婚こんしたいなんて、一度も思ったことはない。そもそも交際していないし、竜と人では種族も違ちがう。




　婚こん約やく指輪も結婚式も二人の新居も何もかも、私たちには「不要」だと、何度言えばわかっていただけますでしょうか。

　お願いします、お願いですから、どうか穏おん便びんにお引き取りください……。







[image: ]







「この部屋ともついにお別れか……」

　担当していた幻げん獣じゆうの最後の世話と引ひき継つぎを済ませ、私が研究室に着いた時には、すでにそこはもぬけの殻から。しん、と静まり返っていた。

　世界に幻獣の研究をしているところは数あれど、ルルイエ幻獣研究所だけは特別。

　最も古い歴史を持ち、最も優れた成果をあげ、最も多く優ゆう秀しゆうな研究者を輩はい出しゆつしてきた、その道を志こころざす者なら誰だれでも憧あこがれる由ゆい緒しよある名門だ。

　私も幻獣、とりわけ竜りゆうの研究者となるべく、ルルイエを目指し、そして幸運なことにその末まつ席せきに連つらなることができた。

　私が配属された先は、コックス主任研究員を室長とする、コックス研究室。

　ここでは幻獣の擬ぎ態たいを解く「エリクサー」という新薬を開発していたのだけれど、生態系に及ぼす影響と倫理上の課題についてまだ十分に議論がなされていないということで、研究は凍とう結けつ、結局チームも解散することになった。

　先せん輩ぱいたちはすでに辞令を受けて、新たな配属先へと向かったようだ。……ようだ、というのは、彼かれらの私物をまとめた箱がどこにも見当たらないからで。がらんとした部屋の中では、私のそれだけがなんだか悪目立ちしている気がする。

　ルルイエ幻獣研究所に研究員として採用されてから、まだ一年すら経過していない──あと数カ月で一年となる──が、とても密度の濃こい時間だった。

　入所早々配属先の先輩は、みんな私に冷たい態度。

　大好きな幻獣のお世話はさせてもらえたし、雑用ついでにコッソリ書庫に足を運んで息抜きをしたりもしていたけれど、黄ばんだ白衣を強要され噓つきのレッテルを貼られ、水準以下の扱いを受けて辛つらくなかったと言えば噓うそになる。

　そんな日々の中、開発していた新薬のこと、私に執しゆう着ちやくする兄のこと、その兄を好きだった親友──ただし今は関係がこじれている──のミミのこと。あまりにたくさんのことがありすぎて、これを「充じゆう実じつ」と言っていいのか、はたまた「混こん沌とん」と呼ぶべきなのか、自分でもわからない。

　とりわけ一番不可解で一番大変だったのは、ルルイエ幻獣研究所所長にして幻獣研究の権けん威い、ヴィルヘルム・フロイデンベルク博士のことだ。

　彼は私が憧れていた天才研究者で、その正体はまさかの竜。くしくも私がこの道を志すきっかけとなった、幼少の頃ころ出会った白く美しい竜だった。

　個体数が少ない幻獣の中でも、竜はとにかく珍めずらしい。博士にも仲間がおらず、自分のことすらろくに知らなかったそうだ。だから、幻獣の研究を通して、己おのれを学ばんとしたのだという。ある意味、果てしない自分探しのようなもの。

　成長し、大人になった私は、人間の姿に擬態した彼に初対面で求きゆう婚こんされた。もちろん断った。そりゃそうだ、だってまず交際０ゼロ日で結婚なんてあり得ないし、おもむろに脱ぬぎたての白衣を渡わたされたって、変態認にん定ていする以外に嬉うれしいと思う余地などない。

　しかし、そんなことで私の研究者魂だましいは潰ついえたりしない。私には新しい天地ばしよが待っているのだ。……といっても、どこに配属になったのかは、博士に教えてもらう必要があるのだけど。

　誰もいない研究室で私が新たな決意に胸を熱くしていると、靴くつ音おとが聴きこえてきた。

　コツ、コツ、コツ……と、硬こう質しつな床ゆかに響ひびくこのゆったりとした歩調の主ぬしは、多分あの人。

　間もなく扉とびらが開いて入ってきたのは、想像通りの人物だ。

「おはよう。今日も可愛かわいいね、私の妻よ」

「違ちがいます。妻じゃないです」

　長身、長ちよう髪はつ、超ちよう絶ぜつ美形の超天才で、清すが々すがしいほどの変態とくれば、ヴィル博士ただ一人。

　羽は織おっているしわのない白衣も、その中に着込んだストライプのスーツも、隙すきのない彼にはよく似合っている。背筋をピンと伸のばしながら胸を張って威い風ふう堂どう々どう歩く姿は、これまでの実績と研究所所長という肩かた書がきに対する自信の表れのようにも見える。

　博士の正体は竜。そこまではいい。そこまでは理解した。彼の人にん間げん離ばなれした美しさはそもそも人間ではないからで、年ねん齢れい不ふ詳しようで長いこと若々しいままなのは不老不死だからだと、そこまではまだ受け入れられた。

　ただし、結けつ婚こん相手としては断固として拒きよ否ひさせていただきたい。私は純度百パーセント、混じりっけなしの紛まごうことなき人間なので、異種族結婚などどだい無理に決まっている。

　にもかかわらず、私たちはずっと昔に竜式の結婚契けい約やく──これを「血の契約」というそうだ──を結んでしまっているらしい。当時の私はそうと知らず、彼の求めるがままにお互たがいの血を分け合うという儀ぎ式しきを執とり行おこなってしまったので、今となっては後の祭り。

　私と博士はすでに、竜の世界では「番つがい」という扱いになるそうだ。

　博士のことは嫌きらいじゃない、でもいきなり夫ふう婦ふだなんて聞いてない！

　ヴィル博士は、白衣のポケットから生き成なり色いろの封ふう筒とうを取り出した。それがなんなのか、私はすぐにピンと来る。

「あの」

　辞令だ。そうに違いない。

　ください、と手を差し出してみたが、博士は封筒を翻ひるがえし、おちょくるように顔の横でヒラヒラと揺ゆらして見せるだけ。私は椅い子すから立ち上がり手を伸ばしてみたものの、彼がもっと高く掲かかげるので、残念ながら届かない。これではイタチごっこである。

「ティナ、この封筒の中に君の配属先が書いてあるんだが……見たい？」

「もちろんです。早くください」

「式場と辞令、どっちを先に見たいかな？　なんなら婚こん約やく指輪でもいいのだが」

「当然、辞令一いつ択たくです」

　式場？　婚約指輪？　そんなものを選せん択たく肢しとして提示されても、私には意味がないことに、この男はまだ気づかないのだろうか。

　私の答えが想定外だったのか、博士の動きが怯ひるんで止まった。その隙に私は小さく飛とび跳はねて、彼の頭上にある封筒をここぞとばかりに奪うばい取とる。

「わざわざ持ってきてくださってありがとうございます、感謝します～」

　一応のお礼の言葉を口にしながら、私はいそいそと開かい封ふうする。……が、封ふう蠟ろうがしっかりくっついているので、なかなか上う手まくいかない。

　私がまごついている間、博士はそのあたりの椅子に腰こし掛かけて、つまらなさそうに愚ぐ痴ちをこぼす。

「ちょっとくらいは迷って欲ほしいな。私と君はとうの昔に『血の契約』を交わしているのだから、拒こばむ理由もないというのに」

「ヴィル博士、私は先日『その件はなかったことに』とハッキリ申し上げたはずです！」

　手元の辞令を早く確かく認にんしたいのに、気持ちが焦あせるばかりで、封蠟は割れない。そのもどかしさと恥はずかしさが相まって、ごまかすために私は博士を睨にらみつけた。

「それは無理な相談だ。契約を取り消すことはいくら私でもできない」

「そっ、それでもです！」

　血の契約、というなんだか大たい儀ぎそうな名めい称しようからして取り消しがきくようなものではないことくらい、私にだって察しがつく。でも、契約というのはお互いが合意の上で取とり交かわすもののはずなのに、そもそも私は承しよう諾だくなんてしていないし、むしろだまし討うちといえる状じよう況きようだったのだ。ならば無効にしてくれたっていいのでは？　というのが私の主張である。

「ティナは私との結婚のどのあたりに困難を感じている？　何が納なつ得とくできない？」

　そんなもの、一つや二つどころじゃない。私たちは竜と人間。姿は擬態でごまかせても、生きていく環境や寿じゆ命みようの違いも解決できない大問題だ。

「ティナ。何が嫌いや？　……私の正体が竜だということ？」

　懇こん願がんに近い問いかけに、都合の悪いことから目を逸そらそうと、博士に背中を向けてしまったのが間違いだった。すぐ後ろから衣きぬ擦ずれの音がした次の瞬しゆん間かん、彼の声が私の頭上から聞こえてきたのだ。

　トーンを落としたその声は、少し寂さびしそうな印象。まるで私の方が理り不ふ尽じんな我わが儘ままを言っているような錯さつ覚かくさえ感じられて、罪悪感に胸がチクリと痛みだす。

　おまけにこの距きよ離りだ。見事に私の動どう揺ようを誘さそう。

「べ、別に博士が人間じゃないからという訳では」

　冷静を装よそおって弁解するが、実際のところ気が気じゃない。振り返らずともすぐそこに博士が迫せまっているのがわかるし、なんなら彼が喋しやべった時、首筋に触ふれる息の揺らぎまで感じた。今私が動いたら、体と体が接せつ触しよくしてしまうかもしれない。

　身じろぎする音、呼吸の音、体から発する熱まで突とつ然ぜん過か敏びんになったみたいに、博士の存在をことさらに強く意識してしまう。

「愛情表現が足りなかった？」
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　がらんとした広い部屋に、密着──どこも触れてはいないのに──する私と博士。ごく近いところから発せられる艶つやめいた声に、私の背筋がゾクゾクと震ふるえた。しかも、こんなに近くに彼の存在を感じても、恐きよう怖ふや不快などの「負ふ」の感情が生じないことに自分が一番戸と惑まどっている。

　博士の見た目はとてもいい。声もいい。悔くやしいけれどそれは認める。正直言って、かなり好きな部類かもしれない。研究者としての博士も尊敬するし今も昔も憧れの人だし、そんな相手を嫌うはずがない。けど！

「私はまだ働きだして一年も経たっていない新人なんですよ？　こんな状況で結婚なんて考えられません！　その前に、普ふ通つうは恋こい人びとになってから結婚の話が出るものです！　どうしていきなり結婚なんですか！」

　あれこれ細かいことを考えるよりも前の問題。どうして「恋人」という過程を、博士はすっ飛ばそうとするのか。

「ティナの仕事の妨ぼう害がいをするつもりはない。活かつ躍やくしてくれることを期待しているよ。そのうえで仕事と恋れん愛あいは両立できるはずだし、我々はすでに番だから、なんの問題もないはずなのだが」

　博士の手から奪うばったにもかかわらず中身を確認できずにいた封筒を、今度は博士が奪い返した。そして、いともたやすく開封すると、中の書類を改めて渡してくれた。

　目の前に差し出された紙を、恐る恐る受け取る。折り目を伸ばし、私は書かれている文字を目で追った。




　──辞令　ティナ・バロウズ殿どの　本日付けで、貴き殿でんを第八研究室に配属とする──




「第八研究室……？」

「ベオウルフ・トリスタンが主任を務める研究室だ」

　どこかで聞いたことのある名前。私は記き憶おくを探さぐった。

　……そう、たしか、黒妖犬ブラツクドツグの研究論文で、大きな賞を取っていた人だ。研究所内でも昨年度の最さい優ゆう秀しゆう論文賞を受賞していたはず。そんな凄すごい研究者が、私の上司になるというの？

「ヴィル博士、これって──」

「うぐっ！」

　書面から顔を上げ、博士の方を振ふり返かえろうとした時だった。後頭部に何かがゴツンと強く当たり、博士のくぐもったうめき声が聞こえた。

　見れば、博士は鼻を押おさえているではないか。目をパチパチと瞬しばたたかせて、痛みを逃にがそうとしている様子だ。

　いくら近くに立っていたとはいえ、私と博士には身長差があるのだから、急にぶつかることはないはず。そう、たとえば、博士が私に顔を近づけていたりしない限りは。

「……やはり、だまし討ちはよくないな。今度からは正々堂々と君にキスをねだることにするよ」

「私が応じることは未み来らい永えい劫ごうないでしょうけど。……どうぞ、これを使ってください」

　私は博士にハンカチを渡した。彼は小さく「ありがとう」と言って、素す直なおにそれで鼻を覆おおった。博士の右手はすでに血だらけだったので、荷物の中からガーゼを取り出し、しょうがないからきれいに拭ふき取とってあげる。

　よくわからない生理反応だが、博士はなぜか私に触れると鼻血を出してしまうらしい。今回は単に鼻を強くぶつけたことによる出血だと思われるものの、博士の鼻血にすっかり慣れた自分がいることに、複雑な気持ちを抱いだかずにはいられない。

「君も名前くらいは聞いたことがあるだろうが、ベオウルフは優すぐれた研究者だ。だから今回、新たに設けた研究室の主任研究員として抜ばつ擢てきした。君の話にもきちんと耳を傾かたむけるだろうし、噂うわさや告げ口を真まに受うけるような愚おろか者ものでもない。君の力になってくれるはずだ。もちろん、『私の次点で』という意味だが」

　大人しく椅子に座って止血のため鼻を圧迫しながら、博士は補足してくれた。

　ちなみに、「私の話に耳を傾け、噂を間に受けない」というくだりはつまり、コックス研究室の時のように問答無用で雑用係を押しつけられることはもうないと、彼は言いたいのだろう。

　私もそれを望んでいるし、今度こそうまくいくことを願っている。でも、一度あることは二度あると言うし、実はあまり自信がない。不安を全て取り去るというのは、どうしたって難しいのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ」

「……え？」

　向き合って座る私の手に、博士が自分の手を重ねた。

「これ以上君に辛い思いはさせない。前回は長く見守りすぎた。本当なら早々に介かい入にゆうすべきだったといまだに後こう悔かいして……いや、どんな言葉も言い訳にしかならないな。すまない」

　コックス室長たちのアカデミックハラスメントを知っていながら、博士は約半年の間、ずっと様子を静観していた。それは、彼が間に入ることで私の立場がさらに悪化してしまうことを懸け念ねんしてのことであって、見て見ぬふりをされたのではないと、私はちゃんとわかっているつもりだ。

「ちょっと大げさすぎますよ。そんなにご自分を責せめないでください」

　今にして思えば、言うほど嫌なことばかりではなかったし、博士が多た忙ぼうを極きわめていることも知っていた。だから私は、引きずるほど気にしてはいない。何より終わったことなのだ。

　ところが、彼の中ではそうじゃないようだ。

　博士は竜だ。人間とは違う。でも、心がある。こんなに優やさしくて、下へ手たしたら人間なんかよりも相手のことを考えることができる。

　そんな彼を、「竜だから」という理由だけで拒むのは違う気がする。ただ、私は──

「ティナ、私に挽ばん回かいの機会を与あたえてくれ。新たな配属先として、君の希望に敵かなうところを用意した。利益重視から幻獣保護へ、研究所の方針を転てん換かんするにあたって新設した研究室だ。誤解しないでほしいのだが、この人事は断じて君への贔ひい屓きなどではない。研究所としての方向性に悩なやんでいた私を導いてくれた君ならば、有意義な時間を過ごせるだろうと期待してのことだ。元コックス班のメンバーは全員分散させたから、君に何かしてくることもないだろう。安心して研究に没ぼつ頭とうできるはずだ」

　鼻血は止まったようで、赤く染まったハンカチを白衣のポケットに収めながら、博士は私をまっすぐ見つめて言う。

「それから……他にどうしたら、ティナは私を許してくれる？」

「許すも何も、別に怒おこっていませんが……」

　私の方が恐きよう縮しゆくしてしまうくらい、博士は気にしてくれているみたいだ。彼のこういうところが、私は──

「本当に？　じゃあ血の契約のことも受け入れてくれる？」

「それとこれとは話が別です。あと、さっきのハンカチも返してください！」

「無理だ。このハンカチは真空包装で保存し、君から贈おくられたばかりの今の鮮せん度どを保ちつつ、未来への遺産として──」

「正気を疑わざるを得ないっ！」

　本当に、ヴィル博士ときたら……。あわよくば、というみえみえの下心に心底幻げん滅めつだ。研究だけして、あとは黙だまって微笑ほほえんでいればいいものを……！




「引っ越し、手伝おうか？」

「結構です。この箱一つだけですし、私だけでも運べますから」

　彼の相手をしていたら、気づけば始業時間──私は早出していたけれど──がすぐそこまで近づいていた。時計を見ながら「そろそろ行きます」と立ち上がり、自分の私物を詰め込んだ箱を抱かかえる。

「ティナ。新しい配属先での幸運を祈いのる。それと、ベオウルフという男は研究者としては優秀だが、危険だ」

「……危険？」

　博士の言葉に私は身構えた。

　どういうこと？　何が危険なのだろう。頭はいいけど人格が破は綻たんしているとか？　重い罪を犯おかし服ふく役えきしていたとか？

「そうだ、危険な雄オスだ。君はとても魅み力りよく的てきだから、あの狼おおかみに惚ほれられてしまうかもしれない。だからティナ、ベオウルフには絶対に、白衣をあげてはいけないよ」

「は、はくい……」

　鬼き気き迫る彼の様子とは対照的に、私の方は呆れ果てて意識が遠のきそうだった。杞き憂ゆうも杞憂、そんなことあるはずがない。心配して損した。

　ヴィル博士には私が今、無駄に身構え消費してしまったエネルギーの返還を求めたい。そう、ケーキか、ドーナツか、何か甘い食べ物で慰い謝しやしていただきたい。

　危険ってそっちの意味ですかとか、博士の方が狼みたいですよとか、だからなんで白衣に繫つながるんですかとか、白衣を欲しがるのはヴィル博士くらいなものですよとか……。とにかく色々な切り返しが頭を過よぎったが、どれが最も適切なのか残念ながらわからない。

「心配の方向が斜め上すぎます……そもそも白衣は誰かにあげるものではないですし……」

「貸し出しもダメだぞ」

「白衣の役割がブレてる……」

　幻獣を研究する前に白衣について研究することになるのだろうか、などと漠ばく然ぜんと考えながら、私は半年以上過ごした研究室を後にした。
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　次なる私の配属先、第八研究室は、研究棟とう三階の最さい奥おうに位置していた。

　ペンキで白く塗ぬられた扉とびら。まだ研究室が新設されたばかりだからか、正式なネームプレートは用意されておらず、ただ「トリスタン研究室」と走り書きされた紙が、画が鋲びようで雑に固定してあるだけだ。

　トリスタン研究室。……そう、私は今日からその研究室の一員となる。

　たくさんの期待と少しの不安。控ひかえめにノックを三回して、私はその部屋の扉を開いた。

「おっ、来たな、ティナ・バロウズ」

　まず目に入り真っ先に声をかけてくれたのは、派手な装よそおいの若い男性だった。若いといっても私よりは年上で、ヴィル博士と同年齢くらいの見た目──彼かれは二千歳さいを越こしているから、本当に単なる「見た目」の話──である。

　黄こ金がね色いろをもっと焦こがしたような濃のう厚こうな金の髪かみを持ち、彫ほりが深く、顔立ちも濃こい。白衣の下にはヒョウ柄がらのシャツ。おまけに第三ボタンまで開けている。

　見た目で人ひと柄がらを判断しては失礼だけど、大人しい感じの人ではないなというのが率そつ直ちよくな第一印象だった。もしもこの人が新たに私の上司となるベオウルフという人物なら、ヴィル博士が「危険」と言っていたことに、なんだか納なつ得とくしてしまいそうだ。

「ちぃっス、俺おれはベオウルフ・トリスタン。この研究室の主任研究員ってヤツ」

「初めまして。ティナ・バロウズです」

　予感的中。握あく手しゆを求められたので、取り急ぎ私物をその辺の机の上に置き、私も彼の手を取った。

　温かく、肉厚な大きい手。握にぎる力もそこそこ強い。気け圧おされつつ彼の顔を見上げると、長く密生した睫まつ毛げからバチーンと音が聞こえてきそうなウインクをかまされてしまった。……キャラ強い。濃い。加えて、なんかチャラい。

「よっしゃ、これで全員揃そろったな。今日は初日だし、オリエンテーションに充あてたいんスけど、いっスか？　まあ、立ち話もなんだし、何か飲みながら自己紹しよう介かいでも始めましょうかね！」

　どうやらトリスタン研究室は、合計四人となるらしい。ベオウルフ主任──室長ともいう──に、私、それから椅子に腰掛け控えている三十代後半くらいの女性と男性が一人ずつ。どう見たって私が一番下したっ端ぱだ。

　じゃあ私がお茶を淹いれてきます、と給湯室へ向かおうとしたところ、もう一人の女性が手伝いを申し出てくれた。

「私はリリィ。リリィ・フォスターよ。よろしくね」

　ウェーブのかかったふわふわの髪がよく似合う、とても柔やわらかな印象の女性。丸い眼鏡めがねの奥おくからニッコリ微笑ほほえまれると、こちらも自然と笑え顔がおになる。

「勝手に決めるけど、みんなコーヒーでいいわね？　ベオウルフは……え？　ハーブティー？　ノンカフェインの、ですって？　そんなものあるわけないじゃない。あなたは水ね。……よし、ちょっと待ってて」

　おっとりとした印象とは違ちがい、彼かの女じよはテキパキ希望を聞くとさっさと給湯室へ向かう。私は圧あつ倒とうされながら、遅おくれまいとついていった。

「前は給湯室まで行くのが億おつ劫くうで、横おう着ちやくして研究室の実験器具でコーヒーを淹れていたのよ。でも、さすがに転属早々は気が引けちゃうから」

　だらしないようには見えないリリィさんでも、実は面めん倒どうくさがりなのだろうか。私も横着して事務クリップをバレッタ代わりにしているから、親近感を抱いだかずにはいられない。

　コーヒー豆を抽ちゆう出しゆつポットにセットして、水の入ったケトルを火にかけてしまえば、湯が沸わくまではすることがない。

「あの、リリィさん──」

「リリィでいいわ。これからは仲間になるんだもの」

「じゃあ、リリィは──」

「あなたがあの噂うわさのティナ・バロウズね？　一体どんな子なんだろうってずっと興味があったんだけど、な～んだ、普ふ通つうのイイ子じゃないの」

「あ、え、えっと……噂？」

　いっこうに喋しやべる隙すきを与あたえてもらえない。そのうえツッコミどころしかない「私の噂」を話題にされてしまったら、そっちの方に意識が移ってしまうというものだ。むしろ気にするなという方が無理だ。

「コックスたちにボロボロの白衣を着させられて、共同研究は蚊か帳やの外そと。研究所内で問題になるくらいリスキーな研究だったから、蚊帳の外でよかったかもしれないけど……席も用意されず、雑用・無視は当たり前。……って聞いたんだけど、本当なの？　よく耐たえたわね。私があなたの立場だったら、我が慢まんする前に暴力沙ざ汰たを起こしてたわ」

　噂というのは尾ヒレがついて、あっという間に広まるものだ。ずいぶんと詳細な内容だが、どこまで知られているのだろうか。にこやかに微笑みながら物騒な単語を出す彼女に、私の顔は引きつっている。

　それにしても、私にしたアカハラを周囲が把は握あくしている中で働かねばならないというのは、コックス室長たちにとってはさぞやりにくいことだろう。なんだかちょっとだけ、ほんの少しだけだけど、つい同情してしまいそうだ。

　私はこれまで自分のことで手て一いつ杯ぱいで、所属している研究室の外の人とは交流らしい交流をしてこなかった。同室の先輩に対する評価も、誰だれかから聞いたりすることなんてなかった。だからこうしてリリィから教えてもらうのは、なんだかとても新しん鮮せんだ。

　ケトルが音を立てだした。シュンシュンと、注ぎ口から湯ゆ気げが上がっている。火を消して、用意していたポットに注いでいく──リリィが。私はただ、立って見ているだけ。彼女の手て際ぎわに、私は完全に出で遅おくれてしまった。

「……もういいのよ。普通は、そんな辛つらい思いをする必要はないの。耐えるとか耐えないとかの前に、まず、誰だって他人を軽かろんじていいわけがない。今だって、飲み物を用意するのはあなたの仕事と決まっているわけじゃないんだから、誰がしたっていい。私でも、マルコでも、ベオウルフでもいいの。……だから」

　リリィが私の方を振ふり返かえった。

「ティナ、仲良くやりましょうね。そして、いい仕事をしましょう」

　トラウマ、というほどではない。

　でも、他人に傷つけられた過去を消すには、時間も何もかもが足りない。

　だからこそ、リリィの励はげましは私の心によく響ひびいた。

「はいっ！」

　少しだけウルッと来たけれど、湿しめっぽくなるのは嫌いやだったので、元気よく返事をして終わりにした。気持ちを切きり替かえて、ハイここまで。今日からは、新しい世界が待っているのだから。私の研究者人生が、今度こそ始まろうとしている……気がする！




　コーヒーの入ったマグカップ──ベオウルフ室長だけは水──を配り、テーブルを四人で囲んで座すわった。

　お砂糖とミルク、それにちょっとしたお茶ちや菓が子しも用意した。お茶菓子は私が秘蔵していた、とっておきのチョコレート。ロッカーに隠してちまちまコッソリ口にしていたものだったけれど、食べ切らず残しておいてよかった。

「……それじゃ、適当にくつろぎながら聞いてもらっていっスかね。まずは俺から」

　そう言って、ベオウルフ室長の自己紹介が始まった。私は耳を傾かたむけながら、角砂糖をマグカップに入れていく。

「この研究室の主任になった、ベオウルフ・トリスタンっス。これまではアーキン研究室で黒妖犬ブラツクドツグの研究をしてたんスけど、俺の有能ぶりにヴィルヘルム博士が感動して、どーしてもって頼たのんでくるんで、主任になっちゃいました」

　ずいぶんと自信のある物言いだなと驚く一方で、実際に成果を出しているのだから、自信家でもいいのかもしれないとも思う。あのヴィル博士も自信に満みち溢あふれた人だし、この人もこんなことを言ってはいるけど、研究に対しては謙けん虚きよで誠実なのかもしれないし。

　角砂糖をせっせとコーヒーに運びつつ自己紹介を聞いていたのに、変な間があいたまま、続きがなかなか始まらない。違和を感じ顔を上げた時にようやく、皆が私を凝ぎよう視ししていることに気がついた。

「……え？　ななななんですかっ!?」

　一体何が起こっているのか……しかも、「うわあ……」とまで言われ、ますますどぎまぎしてしまう。

「あの？　ベオウルフ室長の自己紹介中ですよ？　なぜみなさん、私を──」

「常じよう軌きを逸いつした甘あま党とうっての、マジだったんスね」

　注目の理由はすぐにわかった。

　私がコーヒーに砂糖を次々入れていく様子を、みなが見守っていたのだ。……いや、その前に、論点はそこじゃない。

「常軌を逸し……!?　どどどどうしてそんなことが噂になってるんですか」

　そう、私が甘党であることが、なぜ噂になる必要があるというの！　私の嗜し好こうなど他人にはどうだっていいはずだし、甘いものは罪深いけど罪はないっ！

　ついでに言うと、とすかさずリリィから補足が入る。

「私が今一番興きよう味み津しん々しんなのは、あなたが博士の恋人っていう話。あなたは知らないかもしれないけど、結構有名人なのよ」

「えっ、こい……びっ、いや、それはそのっ！」
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　否定したい。とてもしたい。けれどいろいろな兼かね合あいから、否定すべきか肯こう定ていすべきか、どうしたらいいのか判断に迷う。

　ベオウルフ室長ともう一人の男性──自己紹介がまだなので、名前がわからない──にすがる思いで目を向けるが、二人とも助たすけ舟ぶねを出してくれそうな感じはない。

「それでどうなの、本当のところは」

　むしろリリィの追い込みが激しい。「ほらほら照れてないで」とか、「そんなに赤くなっちゃったらもう認めてるも同然だけど」とか、私に考える隙を与えないあたり、かなりのやり手だと推察される。今の状じよう況きようから考えると、ベオウルフ室長よりリリィの方が危険に思えるくらいである。

「いっ今はホラ、私の自己紹介の番ではないですし！　しっ室長っ！　続きを！」

　ゴシップの真相をここで語るなど場ば違ちがいにもほどがあるし……というもっともらしい理由づけをして、私は強ごう引いんに話題を室長へと戻もどした。

「じゃあまあ……続けますけど──」

　よし、成功。彼はゴホンと一つ咳せき払ばらいをして、中断していた自己紹介を再開した。

「上の都合でフィールドワーク重視の研究室を増やすことになったから、ここが新設されたらしくて。だから、ここにいるみなさんは野外調査希望ってことでいいんスよね？　調査地候補はこっちで勝手に絞しぼっといたんで、個人研究と調整しつつ、最終的に決定しよーゼ。ってことで、シクヨロ！」

　私が配属されたできたてホヤホヤの新設の研究室は、私がかねてより切望していたフィールドワークの実じつ施しを前提としたところだった。これに喜ばないティナ・バロウズがいようか？　いや、いない！

「ああそれと、俺のことは『室長』とか『主任』とか、そういう堅かた苦くるしいのはいらないんで、『ベオウルフ』で。一応はこの研究室のリーダーなんスけど、上下関係なく仲間として接して欲ほしいんスよね。みんな、アゲアゲでいい仕事をしてやりましょう！」

　なかなか濃い室長だけれど、その考えには素す直なおに好感が持てる。

　──いい仕事をしよう──

　リリィにも言われたこの言葉はきっと、私のことを上でも下でもない同等の「仲間」として見てくれているからこそ生まれる言葉なのだと思う。マグカップに「追い角砂糖」を落としながら、嬉うれしくなって私の頰ほおはユルユルににやけた。

「じゃあ、次は僭せん越えつながらこの私が。マルコ・ミョハネンです。私のことも敬けい称しよう略で呼んでください。事務員として入所して、つい先日まで経理課に勤務していましたが、地理と無線好きが高じてなぜか研究畑へと転属させられてしまいました。趣しゆ味みで書いたモルワイデ図法及およびメルカトル図法による幻げん獣じゆう分布図の四次元的利用法についての論文が──」

　ベオウルフ、リリィと、そして、ようやく名前がわかったマルコ。みんな私より年上で、当然ながら研究成果もあげている。

　かたや私は、胸を張って言えるようなキャリアなど何一つない新人だ。コックス研究室では雑用に忙いそがしくて……という言い訳は、真実だけど格好悪くてとても使えたもんじゃない。

　私の夢は、今も変わらずヴィル博士のような優すぐれた研究者になること。その夢を叶えるには、この研究室で今度こそ、結果を出さなければならないのだ。

　……とここで、ついヴィル博士の名を浮かべてしまったために、リリィから聞いた例の噂を思い出し、冷えかけていた頰の熱が再びボワッと盛り返した。

　──ヴィル博士と私は、恋人関係にある──

　そういう噂があることは前にもミミから教えてもらっていたけれど、初対面の人の口から聞くことで、事実なのだとようやく実感しているところだ。

　博士を恋れん愛あい対象として──果ては結けつ婚こん相手として──検討すると、優やさしいし、たぶん私に一いち途ずだし、仕事には真面目でしこたま稼かせいでいるだろうし、相手としては悪くないのかもしれない。

　だけど彼は竜りゆうだし、言うことなすこと清すが々すがしいほどの変態だし、やっぱり相手としては悪い。

　私は人間で、彼は竜。先に死ぬのは明らかに寿じゆ命みようの短い私。

　私の死後、博士はどうするの？　竜は寂さびしさで死ぬのでしょう？　だったら、博士も私の後を追うの？　そんなの、私は認めたくない──

「──ナ、ティナ！　あなたの番よ！」

　名を呼ばれ、私はそこで我に返った。

　や、やってしまった……マルコの途と中ちゆうからリリィの自己紹介までを、ごっそり聞きき逃のがしてしまった。おまけに、いつの間にか私の番が来ていたようだ。

　何を話すかまったく決めていなかったものの、私は取りあえず立ち上がる。

「私の名前はティナ・バロウズです、昨年の九月に新規採用されました」

　とにかく何かを話さねば、と私はひたすら口を動かした。

「以前の所属はコックス研究室でした。学生時代はコウモリに関する研究をしていて……ええと、将来的には竜の研究に携たずさわりたいです。研究員としてまだめぼしい成果はありませんが、だからこそ、この研究室ではしっかりと経験を積んでいきたいと思います。よろしくお願いします」

　まばらな拍はく手しゆ──聴ちよう衆しゆうは三人しかいないのだからしょうがない──を貰って、私の短い自己紹介は終わった。

「これで全員、マブダチだな！　んじゃあ、次は質問タイムと洒落シヤレ込みマスカルポーネっスかね！」
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　今日からティナは新しい研究室に配属となった。ベオウルフを主任研究員に据すえた、フィールドワークありきの新設チームである。

　長期調査で不在にすることも見み越こし、幻獣の飼育管理の割り当てはしなかった。もっとも、先日私が竜の姿で捕ほ獲かくされた際、ティナが所内を攪かく乱らんさせるために幻獣の檻おりを開放してしまったから、今では以前の六割にまで飼育数を減らしてしまったけれど。

　これについてティナを責めるつもりはない。彼女の勇気ある行動のおかげで、私は救われたのだから。

　ティナをトリスタン班へ加えるか否いなか、実はかなり葛かつ藤とうした。

　彼女には危険なことをして欲しくないし、ずっと私の目と手が届くところにいて欲しいし、むしろ物理的に触ふれていたいし、いっそキスしたい。

　だが、過保護でいてはティナのためにならないのだ。

　ティナは夫であるこの私に憧あこがれて、ルルイエで研究者となり働くことを選んだ。才能は十分にあるのだから、あとはその才能が活いかせる環かん境きようを整えてあげさえすれば、きっと素す晴ばらしい研究者になるだろう。

　愛する者の喜びは、そっくりそのまま私の喜び。だからティナが求めることは全て叶えて支し援えんしたいし、いっそキスしたい。

　ベオウルフは狼おおかみだが、本質は悪い奴やつではない。言こと葉ば遣づかいがおかしいものの研究には熱心で、社交的で、面めん倒どう見もいい男だ。だからティナにとっても、一いつ緒しよにいて損はないかと判断した次し第だいなのだが……やはり心配は尽つきない。

　定時を過ぎ、あらかたの所員が帰った頃、私は件くだんの研究室を訪おとずれた。

　殴なぐり書がきされた「トリスタン研究室」というメモ紙が貼はってある扉の前に立つ。

　ベオウルフは終業の時刻を過ぎても、いつも残業している──帰宅しても暇ひまなのだろう──から、今日もまだいるのではないかと踏んで足を運んでみたわけだ。

　私が扉を叩たたく前に、中から男の声がする。

「開いてますよ、どうぞ」

　ベオウルフは鼻がよくきく。だから私の来訪を、ノックの前に察知したのだろう。

　ワゴンに山積みされた資料を本ほん棚だなに移す作業の途中だったベオウルフは、私に一いち瞥べつをくれることすらしなかった。

「君はいつも残っているな。早く帰りたいとは思わないのかね？　友人とか、趣味とか、他に打ち込めるものが何かないのかね」

「あんたにだけは言われたくないんスけど。博士だっていっつも夜中まで研究所にいるじゃないっスか。そっちこそ他にすることないんスか？」

　可愛くない。まったくもって可愛くない。

　私は研究者であると同時に、この研究所の所長だ。自身の研究と並へい行こうして、施し設せつ長ちようとしての様々な雑務をこなさなければならないのだ。

　つい先日周囲に請こわれてしぶしぶ秘書をつけたのだが、その秘書があれをしろこれをしろとうるさくて、自由な時間が減るはめになった。だから日中だけでは時間が足りず、こうして──

　と、長ったらしい反論を考えたものの、むきになっては図ず星ぼしだということがバレてしまう。それこそベオウルフの思おもう壺つぼなので、ここは年長者としての対応、つまり、気にしていないふりをして流してしまうことにした。

　作り笑いを一いつ瞬しゆんだけしてみせたあとは、咳払い一つでこの話題を終わりにする。

「私が来たのは他でもない。初日の様子を聞きたいのだが」

「ああ、わかります。ティナのことっスね」

「そうだ。当然だ」

　私とティナの関係をベオウルフは知っているから、言い訳などする必要はない。それに、私がティナの夫であることは、できれば世界中へ高らかに宣言したいくらいであって、その関係を恥はじるつもりも毛もう頭とうない。

　作業の手を止めることなく、彼は私の問いに答える。

「なかなか素直で情熱もあるいい子じゃないっスかねえ。俺の研究にも興味を持ってくれちゃったみたいで、さっきまで残ってたんスよ。これから長い時間一緒に過ごすし、話す機会もたくさんあるからって、今日のところは取りあえず帰したんスけどね」

　私は眉み間けんにしわを寄せた。表情をつくろうことすらできなかった。

　素直で情熱がある、という部分はまぁいい。私もそう思っている。それがティナのいいところだ。だが、それ以降は聞き捨てならない発言だ。

　ベオウルフの研究にも興味？　さっきまで残っていた？　加えて、これから長い時間一緒に過ごす？　話す機会もたくさんある……だと!?

「ベオウルフ、君はふざけているのか」

「なぜそうなる!?」

　彼は私の怒いかりが理解できないようだが、私にはなぜ彼が理解できないのかが理解できない。ティナの興味の対象はこの私であるべきだし、これから長い時間彼女と共に過ごすのも、こんなふざけた狼ではなく私でなければならないはず。

「それにしても、博士はああいうのがタイプなんスね。なんか意外だ。あんたの顔面に張り合うには少し物足りないっつーか……少々ぴちぴちギャルすぎません？」

　ぴちぴちギャル……？　人間の世界は物事を形容する単語が目まぐるしく変化するので、私が理解する前に廃すたれていくそれも多い。だから、私の知らない言葉をベオウルフが知っていてもおかしくはない。

　さて、「ぴちぴちギャル」とはどういう意味だろうか。「ぴちぴち」というのは魚などが勢いよく跳はねるさまを表した副詞で、それが「ギャル」、つまり若い女性という意味の名詞に付ふ帯たいしているから……鮮せん魚ぎよの女性…………人魚？

「君が何を言いたいのかまったくわからないが、ティナはすでに私の妻だ。だから君の付け入る隙はない」

「わかってますよ、そんな気恐おそろしくて起こせませんて」

　ベオウルフは薄うすら笑いを浮かべながら、軽々しく言ってのけた。こういうところが、私がこの男を可愛くないと思う点だ。私がどれだけ真しん剣けんに話したとしても、その重大さが正確に伝わったのかそうでないのか、とても読み取りにくいのだ。

　採用面接時はこんなにヘラヘラした奴ではなかったはずだ。いつから変わってしまったのだろう。命に限りがある者にとって、時間の経過とはかくも恐ろしいものなのか。

「いいか、私がティナを君の下につけたのは、それがティナの希望に合がつ致ちすることで、研究所のためにもなると判断したからだ。君と彼女の私的な馴なれ合あいを推すい奨しようする意い図とはない」

　打っても打っても響かない男だが、ティナに関する忠告だけはとにかく響いてもらわないと困る。

「ティナには決して手出しをするな。指一本、触れてはいけない。もしもティナを私から奪うばおうだなどと考えたらどうなるか……言わなくても、わかるな？」

「ハイハイ、わかってますってば！　しつこいな～」

　ベオウルフはうんざりした様子で、右手を頭の横でヒラヒラと振ふってみせた。私がこれほどまでに真剣に釘くぎを刺さしているというのに、目すら合わせようとしないとは。あしらわれたような気さえして、どうしても私は腑ふに落ちない。

「もういいっスか？　仕事の邪じや魔まなんで早く出てって欲しいんスけど」




　二人を同じ研究室へ配属してしまったことを初日にして後こう悔かいしながら、私は追い出されるようにベオウルフの研究室を後にした。そうして所長室に戻ってきたのだが。

　所長室の扉の前には、人ひと影かげがあった。

　猫ねこ背ぜで短たん髪ぱつの男。パンツの丈たけも幅もその体に合っていないから、シルエットが崩くずれてしまっているように見える。

「あっ」

　私の靴くつ音おとに気づいてか、男がおどおどしながら声を発した。

「ルノーか。どうしたんだ」

　この男は開発中だった幻獣擬ぎ態たい解除薬「エリクサー」を投とう与よし、私を竜の姿へと強制的に戻し捕獲した者だ。そして、ティナを悪あし様ざまに扱あつかった男。

　ルノーは採用時から地味だったが、勤勉で努力家という点だけは評価していた。しかし、成果を焦あせり愚ぐ行こうに走った。後輩テイナの台たい頭とうを恐れて足を引っ張ろうとした。

「ヴィ、ヴィルヘルム博士にお話が」

　話程度なら、廊ろう下かで立ってでもできる。しかし、「お話が」と言ったきり押おし黙だまるというのは、きっと何か改まった用件があるに違いない。

「……では、入りなさい」

　仕方なく私は彼を部屋に招き入れた。

　彼の言わんとすることには、あらかたの心当たりがあった。あまり時間を取られたくないので、サクサク終わらせることにしよう。

　秘書を雇こ用ようした関係で、近日中に所長室を改装することになっている。まもなく開始される工事の準備でソファを撤てつ去きよしていたから、座れるところは工事用の脚きや立たつくらい。扉の前で突つっ立たったままのルノーを目で認めながら、私は気にせずそこに腰こし掛かけた。

「それで、ルノー。話とは──」

「辞やめてやるっ！」

　ルノーの訴うつたえは脈みやく絡らくのない大声から始まった。

「お、俺は研究者だ！　なのに……もうたくさんだ、こんな職場辞めてやる！」

　コックス研究室の解散にともない、この男は研究室から庶しよ務む課へ異動とした。

　私の命を危険に曝さらしたうえにティナを傷つけ顎あごでこき使ったにもかかわらず、この程度で済ませてやったのだ。収入は減るだろうが、殺しも解かい雇こもしなかっただけありがたいと思ってもらいたい。

「そうか、わかった。では辞めるがいい」

　辞めると言うから了承しただけの話だが、ルノーには納得できなかったようだ。

「なっ！　……お、おおおお前の正体をバラしてもい──」

「君の口を封ふうじるには、殺す方が簡単で確実なんだ。私はそれでいいのだが、優しいティナが気に病やむかもしれなくてね。だから研究所にいさせてやることにしたのだが……辞めるというなら私は引き止めはしない。退所後ならば君がどこで野の垂たれ死じんでもティナの耳には入らないから、私の好きにできるし」

　私の秘密を握ったことで私を操あやつれると驕おごるのは、思い上がりも甚はなはだしい。有利なのは圧あつ倒とう的てきにこちらの方だ。

「もちろん辞表は書いてきたんだろうな？　のちのち問題とならぬよう、きちんと受理する必要があるのだが」

　手を差し出したが、ルノーに動く気配はない。むしろ苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をして、私のことを睨にらんでいる。

「その表情はどういうことかな。もしかして、今の部署は嫌だから研究職に戻して欲しい。本当は辞めたくないし、殺されたくもない。……そういうことが言いたいのかな？」

　そうだとしても、ルノーは素直に認められないだろう。己おのれの要求の理り不ふ尽じんさを、わからないほど愚かでもないはずだ。

「ティナの悪評を真に受けた理由、ティナを冷れい遇ぐうした理由、新薬を盗ぬすんだ理由、また、盗んだ罪をティナに着せて私を一人で捕獲したと嘯うそぶいた理由。これら全てについて、百人中百人が納得できるように説明できるのであれば、君の要望に応じよう。しかし、そうでないのなら、君に拒きよ否ひする権利はない」

　脂あぶら汗あせを流しながら歯を食いしばり黙り込むルノーに、私は休む隙を与えなかった。当然だ、こちらは超ちよう多た忙ぼうの身。こんな茶番、早く片付けたくて仕方がないのだ。

「いいか、私は竜だが、ここの所長だ。君の生死をどうするかという問題と、進退に関する問題を混同してもらっては困る。君に研究員としての価値がないと判断した以上──」

「価値がない!?」

　読み通りルノーが逆上した。ある意味御ぎよしやすい男だ。

「君は今回の異動をどう考える？　私を騙だまし捕とらえた報復だと思うか？　それとも、ティナにしたことに対する仕返しだと思うか？」

「それは当然両方なんじゃ──」

　私は首を振る。

「正解はどちらも違う。単純に君の問題だ。君に研究者としての才がなかったという話」

　情報の根こん拠きよや裏付けを把は握あくすること、己の頭で考えること、事実は事実として認めること。

　これらは全て、研究者としての基本だ。

　だが、この男にはそれができなかったのだ。

「う、うるさいっ！　こ、この……下等生物が!!」

　ルノーは返答に窮きゆうするあまり、わかりやすい悪口で私に攻こう撃げきをしかけてきた。

「下等とは、何をもってそのように断ずる？」

「え？　何を……って──」

「私は確かにヒトではないが、言語による意思疎そ通つうが可能だし、君らと同程度の知能もある。運動能力は、空を高速で飛べる私の方が高いな。……それで？　私のどこが、『下等』だと？」

　人間の中には、人類が最も知的な生命体だと信じてやまない者がいるが、そのくらいで私は腹を立てたりしない。根拠なく私を侮ぶ辱じよくできてしまう彼のことを、哀あわれに思う程度である。

「ああ、個体数ならヒトには敵かなわないね。だが、その代わり私は不老不死」

　私を下等だと言う君は、何か一つでも私に優まさる部分があるのかな？　と質問してみたかったが、己より弱い相手をいたぶるのは趣味ではない。

「私のことを下等だと思いたいなら思えばいいし、ばらしたいならばらすがいい。君は自由だ。私は己の身とこの研究所を守るために動くが、君の意思には干かん渉しようしない」

　圧倒的有利な立場にいる私に、怒りに任せて迫せまっても無意味だ。いくら私の弱みを握ろうが、脅おどしにすらならない。何か頼みごとがあるのなら、礼を尽くすのが常識のはず。

「余談だが、今回事務職から研究職へ転属した者もいる。彼は研究職を希望していたわけではなかったが、趣味で書いたという論文があまりにも優れていたので、私自らが頼み込んでこの人事を受け入れてもらったんだ。君も今後もし研究職に戻りたいなら、その彼と同じような気き概がいを見せて欲しいものだね。……話はそれだけか？」

「え？　いや、……」

「終わったなら、出て行ってくれないか？　私は今、以前にも増して忙しくて、自分の研究がおろそかになっているんだ。終業後くらいしか己に割さける時間がないから、できれば君にはとっとと退室してもらいたい。不老不死の身であっても、私には時間が惜おしいんだよ」

　終しゆう始し一いつ貫かんして毅き然ぜんとした態度を崩さない私にルノーは肩かた透すかしを食らったのか、「はあ」と気の抜ぬけた返事をして、とぼとぼと部屋を出て行った。

　おそらく、ああいう男は辞めたりしない。それに、正直ルノーには備品管理や他部署との折せつ衝しようなどの方が、研究職よりも合っているような気がする。

　もしも本当に研究者に戻りたいのなら、それ相応の覚悟を見せてくれるだろう。先ほどの言葉で考えを改めてくれたならいいのだが。
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　野外調査に行く先は、現在選定中である。

　共同研究のデータ収集ができて、かつ、個人研究の役にも立ちそうな場所はどこか、経験豊富なベオウルフとリリィの二人があれこれ検討しているところだ。

　ちなみに、リリィの専門は植物幻げん獣じゆうなのだそうだ。「幻獣」と一口に言っても様々な種類が存在しており、マンドラゴラや走るサボテンなどがこの植物幻獣に該がい当とうする。彼女は樹木医から植物幻獣研究者へ転身した秀才だから、研究者としての年数は浅くとも、確かな見識を持っているのだ。

　まだまだ新人の私は先輩の助手的意味合いが強いので、彼かれらの指示に従って文ぶん献けんを探したりデータを集めたり、それなりに忙しく奔ほん走そうしている。

　やっていることはコックス研究室の時と変わらないかもしれない。けれど、モチベーションも研究室の雰ふん囲い気きも、以前とはまったく違ちがって今の方が断然快適。それに、近いうちに行ける調査も、とても楽しみで仕方がないのだ。

「ベオウルフ、昨日頼たのまれた文献のリストを作成しておきました。各書しよ籍せきの引用箇か所しよには付ふ箋せんを貼はっているので、お手すきの時にでもご確かく認にんをお願いしますね」

「おおっ、できる女だねえ～アリが十匹ぴき！　仕事が早くて助かるよ」

　このように、部下ならやって当然の仕事も、報告のたびに必ずお礼の言葉が貰もらえる。些さ末まつなことかもしれないが、こういう細かい一つ一つが私のやる気を刺し激げきするのだ。

　……ん？　蟻あり？　十匹？　不可解だけど、文脈的にお礼の言葉だと思おう。

「ティナ・バロウズはやればなんだってできる子なので、どんどん任せてください！」

「言うねぇ～！　じゃあオニイサン、めちゃんこ仕事振ふっちゃおっかな～！」

　白衣の袖そでを捲まくり上あげて軽口を叩たたいてみれば、ベオウルフも嫌いやな顔一つせず死語を駆く使しして乗っかってくれた。仕事はもちろん真面目に取り組む。けれどその合間、小さな笑いが起こったりするこの和なごやかな雰囲気が、私には心地よくてたまらない。

　だがその空気を、思わぬ来訪者が変えた。

「ティナ・バロウズ……いるか？」

「ええっ？　ル、ルノー……さん!?」

　小さなメガネを鷲わし鼻ばなにのせた、猫ねこ背ぜでちょっと陰いん気きな男。

　ルノーさんはヴィル博士に開発中の擬エ態リ解ク除サ薬ーを投とう与よし、竜りゆうとして捕ほ獲かくしようとした前科がある──もちろんこれは、限られた者しか知らない──。私を小こ間ま使づかいみたいに扱あつかったことは置いておいても、博士に対する仕打ちだけはどうしても許す気になれない。

　しかし、そんな彼が今さら私になんの用があるのか。それに加えて彼は白衣を着ていないし、ネームタグは事務職の色。……なぜ？

　扉とびらを開けただけで入室はせず、私に向かってルノーさんは控ひかえめに手招きをしている。

「ちょっとだけ……いいか？」

「え？　あ、はい……」

　何か私に話があるらしい。変なことじゃなければいいんだけど……。

　とにかく、流されるまま私は彼についていこうとした。

「ティナ！」

　背後から、私を呼ぶ声が聞こえた。声の主はベオウルフで、振ふり返かえると私の方を険けわしい表情で見つめていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　以前のセクションでのアカハラは、すでに研究所内で噂になっているとリリィに聞いた。だからベオウルフが知っていてもおかしくはない。きっと、私がまたルノーさんに何か嫌がらせをされるのではないかと、心配してくれているのだろう。

　大丈夫です、と返そうとした時、私よりも先にルノーさんが口を開いた。

「ここじゃ君らの邪じや魔まになるから、少し廊ろう下かで話すだけだ」

　以前より何段階も覇は気きを失った様子の彼は、ベオウルフにそう答えると小さくなった背中を私に向けた。私も慌あわてて彼に続く。

　ルノーさんは言った通り、私が一歩廊下に出てしまえば、それ以上移動させようとはしなかった。本当に、扉のすぐ近く。なんなら、研究室の中にいても聞き耳を立てれば聞こえてしまうんじゃないかという距離だ。

「すまなかった」

　そして、ルノーさんは開かい口こう一いち番ばん、信じられない言葉を放った。

「……へ？」

　前後もないので状じよう況きようがつかめず、私は素すっ頓とん狂きような返事をしてしまった。

「俺おれが間ま違ちがってた。色々……」

　ゴニョゴニョと語ご尾びを濁にごしながらも、自分の非を認める言葉はしっかり私の耳に届いた。

「今回の異動で、俺は庶しよ務む課か勤務になった。研究者には向いてないからと……最初は腹が立ったが、頭が冷えた今ならわかる。若い後こう輩はいの芽を摘つもうとしたり、密告を安あん易いに信じたり、博士のことにしたって……。研究者以前に人としても最低な行こう為いだよな」

　ルノーさんが事務に異動となったことも驚きだけれど、やたらしおらしい彼の姿に、以前の傲ごう慢まんな姿を重ね合わせると違い和わ感かんしかないんですけど……？

　私は白衣のポケットに手を突つっ込こみ、入れたままのチョコレートを触さわって心を落ち着かせようと試みる。……チョコレートは、私の体温ですっかり柔やわらかくなっていた。

「本来なら、解かい雇こどころか殺されてもおかしくなかった。にもかかわらず今俺がここにいられるのは、ヴィルヘルム博士が温情をかけてくださったおかげだ。だから、俺は研究者ではなくなったが、この人事を受け入れる」

「そ、そうですか」

「博士が言ったんだ。事務に行っても頑がん張ばり次し第だいで現場に戻もどしてやるって。だから俺は出直そうと思う。何年かかっても、今度こそ、いい研究者になる」

　私は今、何を聞かされているのだろうか。謝罪？　決意表明？　……ええと？

「俺の矜きよう持じにかけて、博士のことは絶対に言わない。だから、……博士と幸せになれよ」

「……んんん？」

　誇ほこらしげに去っていく彼の背中を呆ぼう然ぜんと眺ながめながら、私はその場を動けずにいた。今の話、私が相手である必要、あった？　しかも、最後の……何？　不可解すぎてろくな相あい槌づちすら打てなかった。

「おーい、ティナ？」

「はい」

　廊下に立たち尽つくしたままの私を、ベオウルフが気にかけてやってきた。

「もしかして、聞こえてました？」

「……っスね。悪いけど、全部筒つつ抜ぬけだった」

　めんご、とまた死語を付け加え──ちなみに「めんご」とは謝罪の意味──、私の隣となりで首を傾かしげる。

「それで結局、あのオッサンは何しにやってきたわけ？」

「さあ……よくわからなくて」

「……とりあえず、さっき貰もらったリストと同じ感じで、もう一つ作って欲ほしいんだけど、頼んでもいいっスかね？」

「はい、お任せください」




　切りがいいところまで作業を進めてから、書庫へ行くついでに私は所長室に足を運んだ。

　さっきのルノーさんの意図がわからないままだとなんだか落ち着かなくて、ヴィル博士なら何か知っているのではないかと思ったからだ。それに加えて、私をトリスタン研究室に配属してくれたことに、お礼を言いたかったというのもある。

　超ちよう多た忙ぼうとは言いつつも、なんだかんだといつも私の話を聞いてくれる博士だ。だから今日も、少しくらいなら私のために時間を取ってくれるのではないかと期待した。

　ところが、叩いた扉の先にいたのは、ヴィル博士ではなく知らない女性。

　小麦色の肌はだに焦こげ茶ちやの髪かみ、きりりと伸のびた細い眉まゆとつり上がった鋭するどい目。口はピクリとも笑わない。私が穿はいたことのない脚をばっちり見せる膝ひざ上うえのタイトスカートに、靴くつも私には未経験の、十センチ超のピンヒール。

「どちらさまですか」

　抑よく揚ようのない低い声は、不ふ機き嫌げんなようにも聞き取れる。彼かの女じよの意図かわからないけれど、私はすっかり気け圧おされてしまっていた。

　まずあなたが誰だれですか？　と尋たずねたい気分だったけれど、とっさに言葉が出てこない。

「あの……私はティナ……トリスタン研究室の、ティナ・バロウズという者で……」

「ああ、あなたが」

　どうやら、この女性は私のことを知っているらしい。

　でも、私は知らない。

「それで、なんの御ご用ようでしょうか」

「ヴィ、ヴィル博士に──」

「ヴィルヘルム博士は現在お取り込み中です。急ぎの用件でしたら検討しますが、今週いっぱいは予定外のことに時間を割さけません」

　冷たくあしらわれてしまった。結局私はこの、誰ともわからない人に追い返されてしまうのか──

　そう思った時、部屋の奥おくから声が聞こえた。

「待ちなさいっ！」

　ヒロインのピンチに現れるヒーローみたいな登場をかましてくれたのは、この部屋の主であるヴィル博士。私とこの女性の会話が聞こえたみたいだ。

「ティナ！　ティナじゃないか、どうしたんだ、私に会いにきてくれたのか？」

　博士は扉を大きく開き、私を部屋に迎え入れてくれた。いつもと変わらない彼の姿に、なぜだか深い安あん堵どを覚える。

「ちょっと博士にお話があって……」

「すまないね、今ちょうど改築工事の打ち合わせをしていたところでね。でも大丈夫、もう終わったから君の話を聞いてあげられる」

　部屋の中は閑かん散さんとしていた。博士にケーキをご馳ち走そうしてもらったソファとテーブルは姿を消し、本がぎゅうぎゅうに押おし込まれていた書しよ棚だなはあるものの、今は全てがからっぽになっている。

　そして、私と入いれ違ちがいに作業着姿の男性が二人退室していった。

　女性のことも、工事のことも、私は何も聞いていない。博士は所長でもあるのだから、彼のもとで働く私があれこれ報告を受ける理由がないのは当然だ。でも、なんだか少し、胸がざわざわしてしまう。

　私が戸と惑まどっている間に、女性が再び淡たん々たんと告げる。

「博士、いけません。次は雑誌と新聞社の取材が三件ほど入っています」

「……じゃあ、ティナとは昼休きゆう憩けいの時間にでも」

「幻獣学会から依い頼らいのあった論文査さ読どくがまだ終わっていません。期限は明日ですので、昼休憩を充あてていただかないと間に合いません」

「午後は──」

「幻獣医学会及び応用幻獣学会の学会誌への寄き稿こう作成があります」

「リスケは──」

「不可能です。どれも納のう期きが迫せまっています」

　二人のやりとりを聞くに、博士の予定はこの女性が全て把は握あくしているようだ。

「博士？　あの……」

　この女性は誰ですか？　改築工事をするんですか？　なんのために？

　たかだか一被ひ用よう者しやが口を出すことではない。だから質問をためらってしまった。しかし博士は私がおろおろと戸惑っているのに気づき、こちらの気持ちを察してくれた。

「そうか、ティナは初対面だったね。紹しよう介かいするよ、この女性はメルジーナだ。数日前に私の秘書として雇やとい入いれた。今回の工事は秘書を設けたことを機に、所長室と隣りん接せつする形で彼女が控えるスペースを用意しようと考えてね」

　メルジーナさんはヴィル博士の紹介を受けて、「どうも」と一言だけ口にした。普段から口数が少ないだけなのか、私のことをよく思っていないのか。今の段階ではわからない。

「これまで秘書などつけずにやってきたのだ、今後も不要だと訴うつたえたのだが、幹部連中が強ごう引いんにね……。メルジーナは非常に几き帳ちよう面めんで私の予定もしっかり管理してくれるが、とにかく厳しい。私はここの所長だというのに、笑え顔がおもなく慈じ悲ひもなく、当たりがとても強いんだ」

「ヴィルヘルム博士が余よ裕ゆうを持って業務をこなしてくださっていたら、私も厳しく申しませんが」

「ほら、キツいだろう？」

　そう言って苦笑いする博士に、私は「はあ」としか返せない。

「それでティナ、話とはなんだ？　メルジーナが許してくれそうにないので、可能なら今、この場で聞いてしまいたい」

「えーと……」

　二人きりじゃないと駄目というわけではないけれど、彼女にあれこれ聞かれてしまうのは気が進まない。ちょっと込み入った件というか、なんというか……。

　メルジーナさんの様子をチラチラ窺い、決めきれない私を見て、博士はまたしても察してくれた。

「ティナ、夜の予定は空あいているかな？」

「夜、ですか？」

「君さえよければ夕食をご馳ち走そうしよう。デザートが絶品だという店を知っているんだ。終業後なら、メルジーナにもうるさく言われないからね」

　彼女の前で話すことに気き後おくれしていたのは私なのに、自分がうるさく言われるのが嫌だからと、博士は損な役回りをさりげなく買って出てくれた。

　何事もなかったかのようにお茶目な笑顔を見せる博士。彼の自然なフォローを嬉しく思う一方で、どうして嬉しく思ってしまうのかとか、メルジーナさんに対する優ゆう越えつ感かんみたいなものを抱いだいてしまう理由とか、そこの部分を深く考えることは今の段階ではできなかった。自分の気持ちと向き合うことに、怖おじ気けづいてしまったのかもしれない。

「きょ、今日は……食べようと思ってたチョコレートを、誤あやまって溶とかしてしまって……」

　脈絡のないことを語りだす私に対し、博士は少し驚おどろいたあと、目を細めて笑ってくれた。

「わかったわかった、チョコレートのデザートも用意しよう」

　白か黒か、クリアな答えでなくても決して咎とがめない彼の心遣いが、今の私にはとても心ここ地ちよかった。
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　博士と夕食を一緒に……ということになったにもかかわらず、私は資料の文字を追うのに必死で、終業時刻を過ぎていたことに気づいたのは、彼が研究室まで迎むかえにきてくれたからだった。

　でも、私たちが二人でいるところを目もく撃げきされたら最後、あの噂うわさ──ヴィル博士と私が恋こい人びと同士だという──が事実認定されて広まってしまうだろうに、博士は気に…………しないだろうな。本当は今すぐ「ティナは俺の妻」と触ふれ回まわりたいに決まっている。

　急いで片付けを済ませて、私は研究室を後にした。作業の間中ベオウルフたちが何か言いたげにニヤニヤしていたし、なんなら「ごちそうさまです」とまで言われたので、私は何度そんなんじゃないと必死になって否定したことか。

　ほら、部下が上司に相談ごとを持ちかけるのはよくあることだし、仕事が終わって職場の人と食事に出かけることも、特段珍めずらしいことなんかじゃないし。私と博士もそういうのであって、それ以上でも以下でもない。だから妙な勘かんぐりはやめて欲しい。

　研究所を出て少しだけ歩き、辻馬車キヤリツジに乗って中心街へ。窓のカーテンはなんとなく閉めた。私たちが二人でいるところを、誰かに見られて誤解されてはいけないから。そう、私たちは単なる上司と部下なのだし！

　彼に連れられ向かった先は、大通りに面したレストラン。有名ブティックが立ち並ぶ一角にある、これまた落ち着いた外観の、高級そうなレストランだ。

　ギャルソンに案内され、私たちは一番奥の席につく。石を生かした内装は夏だというのにひんやりと涼すずしく、じっとり背中を湿しめらせる汗あせがすうっと引いていくようだ。

「さてティナ、君に苦手なものはある？　なければ、私が適当に頼んでしまうけど」

「特にないので、お願いします。博士の方が食べられないものがたくさんあると思うので」

　今の博士は人の姿だが、これは単に人間に擬態しているだけ。本来は今の何倍もある背丈の、巨きよ大だいで美しい竜なのだ。見た目は人間、でもその本質は動物に近いみたい。

　犬いぬや猫ねこのようにチョコレートが食べられないし、玉ねぎもブドウもアルコールだって駄だ目めなのだ。

「博士は気にならないんですか？」

　注文が済んだのを機に、私は博士にどうしても気になっていたことを質問する。

「なんのことかな。今日のティナが普ふ段だんより一層輝かがやいて見えるということ？」

「全っ然違います。視線です、視線！」

「確かに、君が私を見つめてくれている視線は気になる。このまま独ひとり占じめしていたい」

　誰が。誰がそんなことを。うっとりとされても違うものは違うのに。

「ですから、周囲の人の、博士に対する視線ですっ！」

　博士の思考回路に少しだけ苛いらつかされながら、私は彼に顔を近づけ小さな声でこっそりと告げた。

「周囲の？　私の視界には君しか入っていないのだが」

「今後そのくだりは省はぶいてくださいね。私が言いたいのは、外を歩いていた時からずっと、博士が大勢の人の注目を集めているということです。今だって──」

　店中の客が博士のことをジロジロ見ている。私の言葉で彼が周囲に目をやった途と端たん、みんな何事もなかったように、視線を逸そらしてしまったけれど。

　ヴィル博士はその辺のモデルよりもよっぽど美しいので、街を歩けば他人の目をこれでもかと惹ひいてしまう。研究所では博士のことを知らない人はいないから、新入所員や来訪者以外は彼に会っても「所長」に対する単なる会え釈しやくで済ませてしまう。

　それが常識だと勘かん違ちがいしかけていたけれど、今のこの反応の方がよく考えれば当たり前なのかもしれない。

　それと同時に、私の脳のう裏りに不安が過よぎる。私は彼と一いつ緒しよにいて、果たして釣つり合あいが取れているのだろうか。私は彼と一緒にいるに値あたいする人物なのだろうか。

　髪なんかさっきまで事務クリップでまとめていたし、服だって新調する余裕がなくて同じものをずっと着ている。靴も鞄かばんだってそうだ。髪色は地味な真っ黒で、顔のパーツも華はなやかとは言えない。

「今だって……何？」

　彼の言葉に我に返った。そうだった、私は別に博士のことをなんとも思っていないのだから、釣り合いがどうとか考える必要はこれっぽっちもないのだった。

「いいえ、なんでもありません。博士が気にしていないなら、別に」

　博士は自らの容姿に対する反応に、すでに慣れているのかもしれない。ずっと、もう何百年……もしかしたらもっと長く、この姿でいるのだから。

　または、美び醜しゆうに無む頓とん着ちやくだとか？　その線もあり得る。私は決して美人ではないのにこうまで好いてくれているのは、もしかしたらペアを選ぶ基準が人とはズレているからなのかもしれない。彼の私への執しゆう着ちやく度ときたら、紛まごうことなき立派な変態なのである。

　飲み物が注がれたので、私たちはナプキンを広げた。それと同時に、話も本題へ。

「それで、ティナ。私に話したいこととは？　もしかして、結けつこ──」

「ルノーさんのことです」

「ああ、そう……」

　明らかに博士は落らく胆たんしているが、いちいち励はげますのも面めん倒どうだ。だから放っておくことにする。

「今日、なんの前まえ触ぶれもなくルノーさんが私に会いにきたんです。来た理由も話してることも、もう全然意味がわからなくて。謝罪をされたというのはなんとなく理解できましたが、博士のことは絶対に言わないとか、それが自分の矜持だとか……なぜ急に、改まって？　博士は何かご存知ですか？」

　ヴィル博士は苦笑い。思い当たる節があるのかもしれない。

「そうか、ルノー……そうか、なるほど」

「博士？　全然わからないんですけど？」

　私を置いてけぼりにして、一人納なつ得とくされても困る。

「ルノーさん、何やら晴れ晴れとした様子だったんですけど……何かこう……心を入いれ替かえたみたいな。でも、急じゃありません？　ちょっと気味悪いというか……」

　以前にも、私への態度がひと時の間軟なん化かしたことがあったが、そのきっかけは博士の忠告だったのを思い出す。

「あれだ。私の権力のなせる業わざだよ」

「……は？」

　私は真面目に話しているのに、茶化された。ぼかされた。笑顔でごまかされた。

　ルノーさんのことについて、博士はこれ以上言うつもりがないのかもしれない。しかし私は気になったから、こうして食事にもついてきた訳わけで。

　博士を騙だまして竜の姿に戻したこと。十九年前の竜のように、研究のために博士を捕とらえて飼い殺そうとしたこと。そして、今も博士の秘密を握にぎっているということ。

　私はこんなにも義ぎ憤ふんに駆かられているというのに、当の博士は気にした様子一つない。どうして他人の私ばかり熱くなっているのだろうか。

　なんだか……ばかみたい。

　もういっそ、このままここで中座してしまおうか。

　しかし、そう思ったタイミングで前菜が来てしまったので、立つに立てず皿に向かうことにした。

　納得がいっていないことをヘの字口でアピールしたものの、それよりもまず空腹だったし、ひと口食べてみたマリネがとても美お味いしくて、悩なやみも不満もいつの間にか忘れてしまっていた。

「ほかに話しておきたいことはある？」

　とどめとばかりに博士から質問が投じられれば、私の意識は次へ移る。

「えっと……」

　ルノーさんのことは聞きたいことの一つだった。その他に何か、彼に伝えておきたいこと。

「お礼を……博士にお礼も言わなくちゃと思っていて」

「礼を？」

「はい。素す敵てきな研究室に配属してくださったことを、感謝しているので」

　私に大事なのは過去ではなくて今この時。今、私はとても楽しい。

「念願の野外調査に行けることに、とてもワクワクしています。でも、それだけじゃなくて、研究室のみなさん、本当にいい人ばかりだし研究熱心だし、私を仲間として受け入れてくれるし……特に室長のベオウルフ！　彼は素す晴ばらしい研究──」

「ベオウルフ!?」

　博士が声を上げた。

　彼はベオウルフのことを、「危険な人物」だと言っていた。また、「狼おおかみ」とも。それなのに、あまりにも私に警けい戒かいする様子がないので、業ごうを煮にやしているのかもしれない。

「どうしてだ、ティナ」

「見た目と言葉はちょっと変わっていますけど、指導者メンターとしてはとても──」

「どうしてベオウルフのことは呼び捨てで、私のことはいまだに『博士』がつくんだ！」

「そこですか!?」

　博士が聞きき捨てならないのは、私の予想を大きく裏切り「呼び方が気に入らない」というかなりしょうもないポイントだった。

　飲みかけのグラス──アルコールが飲めないので、中身はミネラルウォーター──をやや乱暴にテーブルに置き、彼は私にまくし立てる。

「不公平だ、私の名も今すぐ呼び捨てなさい！　さあ呼ぶんだ、『ハニー♡』とっ！」

「寝ね言ごとは寝ねてから言ってください」

　呼び捨てよりもはるかに高いハードルを、私に越こえろとでも言うのか。仕事面で期待されるのは望むところだけれども、恋人として期待されても私に応えるつもりはない。

「しかしティナ、ベオウルフは──」

「ベオウルフはさすがと言うほかありません、幻獣全般にとても詳くわしいですね。専攻以外のことでも聞いたら大たい抵ていは答えてくれるのに、豊富な知識を少しもひけらかそうとしないし、私とも目を合わせて会話してくれるし、小さなことも褒ほめて伸ばそうとしてくれているのがよくわかるし。とにかく、とても快適に仕事ができています」

　上下関係はあるものの、みんな同志であり、ライバルでもある仲間たちだ。この関係がとても楽しく、やる気がどんどんみなぎってくる。

　頰ほおを上気させてまで興奮しながら喋る私とは対照的に、ふと気がつけば博士の眉み間けんにしわが寄っているではないか。

「……不快だ」

　そして彼は吐はき捨すてるように言った。

　一体何が、と尋たずねようとしたところ、左手に温ぬくもりを感じた。目を落とすと、博士の手が重ねられている。

「え!?　はか、ヴィル博士──」

「せっかく二人きりになれたんだ、他の男の話はもうやめにしないか？」

「…………まずはその鼻血をなんとかしましょうか」

　格好よくキメたつもりかもしれないが、私に触れたのは完全に悪あく手しゆだったと言わざるを得ない。「触れたら鼻血が出る」という謎反応を、いい加減覚えておいてほしい。

　博士はまっすぐ私を見つめるが、私も負けじと眼がん力りよく強く彼を見る。もちろん、そこに込めるのは「早く鼻血を拭ふいてください」という気持ち。

　しばらく見つめ合っていたけれど、根負けしたのは彼の方。私から手を引きハンカチを鼻に押おし当あてた。

　危なかった。あやうく絆ほだされるところだった。

　……いや、絆されないから！　違うから！　単なる上司に相談がてら、飲みに出かけるのと同じだから！　たまたま行った先がおしゃれな高級レストランだったというだけで、今の状況はデートみたいだとか、そんなこと思ったりしないから！

　とは思うものの、心臓の鼓動が勝手にうるさく盛り上がり、頰がたちまち熱くなる。

「そそそそういえばコックス室長、今はどうしていますか？　研究室が解散になってから、どうなったのかなって」

　気を紛まぎらわす術すべはないかと、私はまったく別の話題にすがることにした。

「コックスは擬エ態リ解ク除サ薬ーの件の責任を取らせ、降格処分とした。だが、その後まもなく退所したから、正直私もよく知らない。ちなみにデンゼルはアーキン研究室に在ざい籍せき中だ」

「……え？　室長、辞やめちゃったんですか!?」

「そうだよ。諭ゆ旨し解かい雇こでもなんでもない、彼の意思によるものだよ」

「でも──」

「さあ、デザートが来たからこの話は終わりにしよう」

　お皿にちょこんとのせられたのは、チョコレート入りのフォンダンでコーティングされた、黒こく曜よう石せきみたいな艶つやを放つ美しいザッハトルテという名のケーキ。スポンジの間にはあんずジャムが二層。飾かざりには封ふう蠟ろう風のチョコプレートと、純白のシャンテリークリームが寄より添そうように盛ってあるだけ。たったこれだけのごくシンプルな見た目なのに、食べる前からその美味しさを私は確信せざるを得ない。

　ぎっしり詰つまった密度の高いスポンジに、黒に近いその色といえば、これぞまさしく私が欲ほつしたチョコレート。それも、絶対濃のう厚こうなやつ。舌にのせた時の味や香りの広がりを想像しただけで、半開きの口くちの端はしからよだれが垂れてしまいそうだ。

「君の希望通り、チョコレートケーキだ。さあ、存分に味わってくれ」

「はい……チョコレート……あの、とても美お味いしそう……食べたい」

　好きなものを形容するのに、語ご彙い力りよくなんて必要ない。わたし、ケーキ、たべたい。きっとそれだけで十分だ。

　博士がどうぞと言ってくれたのを皮切りに、私はフォークで攻こう略りやくを始めた。

　フォンダンはほどよく柔らかく、スポンジはずっしりとしていて切るのに少々力がいる。口に入れるとまず表面のチョコの口当たりのよさに感激し、続いてスポンジのコクに我を忘れそうになる。はあ、おいしい……しあわせ……。

　やはりケーキは別腹だ。まるで胃が無数にあるみたいで、いくらでもいけそうだ。幸せすぎて、二十四時間ぶっ続けで食べたいくらい。

　いや、だめ。それは人としてダメだわ。

　それから、毎回こんなことで懐かい柔じゆうされていては大人としてもダメだ。

　融ゆう点てんを超こえて溶け始めていた顔を、なんとかキリリと引ひき締しめる。そして、頰ほお杖づえをつきながら気分良さげに私を見つめている博士を、キッと睨みつけ居住まいを正させた。

「コックス班のハラスメント、原因は私の兄にあるんです。兄がわざわざ『ウチの妹は手グセが悪くて』と、彼らに吹ふい聴ちようしたとかで」

「知ってるよ」

「そうなんです。私が働き始める少し前に……え？　知ってた？」

　私は驚きに身を乗り出した。私の兄が黒くろ幕まくだということを博士は知らないと思っていたのに、その読みが外れてしまった。

　ヴィル博士は自分のもとに置かれたケーキに視線を落として、言葉を選びながらゆっくり語りだす。

「報告はコックスから受けていた。そのうえで、ティナ本人を見て判断しろと伝えたのだが、彼らは私の言葉を無視して君に辛つらく当たった。ちなみに、コックスの降格は研究内容と開発中の新薬を紛ふん失しつしたことに対する処分としている。だからコックスのことも、研究室の解散についても、君が負い目を感じる必要はないからね」

　博士は私に念ねん押おししてから、「ただ……」と暗い顔で続ける。

「実際は私の読みが甘あまかったというほかない。対応は、きっと他にもあったはず。私が判断を誤ったせいで、君の半年間が無駄になってしまった。……ティナには本当に、申し訳ないことをした。どうやって償つぐなったらいいか」

　いつもは明るい変態博士が、喋りながらみるみる暗く凹へこんでいく。彼の所長としての対応は正しかったと思っているし、忙いそがしい合間を縫ぬって対処したり気にかけてくれたりしたことに、私は感謝しかしていないというのに。

「無駄だったとは思いません」

「……ティナ？」

　私は努つとめて明るく振ふる舞まう。博士の分も補おぎなおうとするように。

「嫌なことはどんな仕事にもある程度つきものだし、たくさんの幻獣と触ふれ合あうこともできて、結果今、こうして毎日が楽しいのだし」

　ね、と微笑ほほえんでみても、彼はなかなか納得しない。

　ヴィル博士の言う「償い」というものが何を指しているのかはわからない。おそらく彼にもその手段など見つかっていないはず。

「だ、だったら、どうしても気になるというのなら……博士のデザートを私に譲ゆずってください。それで許してあげます」

　ケーキを私に譲ることが償い。それでいいと私が言っているのだから、具体案がない以上博士も吞のみやすいだろう。……体質的に博士はチョコレートが駄目だから、どのみち私が彼の分も食べることになっていたかもしれない、というのはこの際だから触ふれないでおく。

　ヴィル博士が固まったまま動かないので、判断を急せかすように「それです、そのケーキです」と控えめに指で指し示した。

　けれども、様子がおかしい。再び動きだしたと思ったら、彼は顔を伏ふせてしまった。俯うつむいて片手で顔を隠かくすので、その表情が読み取れない。でも、肩かたが小刻みに揺ゆれているから、もしかして泣いているのかもしれない。不自然な呼吸音もかすかに聞こえる。

「ヴィル博士？　あの……ヴィルヘルム博士？」

　具合が悪いのだろうか。体に悪いものでも食べて、どこかに異常を来きたしているのか。

　あまりにも長い間その姿勢のまま反応がないので、私は次第に心配になってきた。おろおろしている私を見つけて、スタッフも近寄ってくる。

「……本当に、君には敵かなわない」

　ここでようやく博士が口を開いた。

　大きなため息とともにこちらを向いた博士の顔は、なぜかとても紅こう潮ちようしていた。目は潤うるんでいるというより、血走っている。……なぜ？

「今すぐ思い切り抱きしめたい。愛しているよ。ああティナ、私の想いを受け取って欲しい」

　どうしてここで口く説どきにかかる？

「あの、博士……ギャルソンがすぐそこにいるんですけど……」

「愛してる。ティナ、大好きだ」

「は、博士!?」

　突然始まった愛の告白。事情が吞み込めないけれど、詳しく質ただす気にもなれない。

　そして、困り果てる私を博士はなおもグイグイ攻めてくる。

「本心を述べるならば、今すぐ君を押おし倒たおして口づけを──」

「やめて」

「服を脱ぬがせて裸はだかにして──」

「やめてください」

「白衣だけ着せて──」

「いい加減、恥はじを知ってください！」

　愛の告白だけならまだしも、性せい癖へきについては心の中で考えるだけにして欲しかった。……否いな。やっぱり、考えることもお控えいただきたい。




　博士のケーキも私のお腹なかに収めてから、一緒に店を出た。もちろん支し払はらいは全て博士がしてくれた。席を立つ前にさりげなく私を化け粧しよう室しつに向かわせて、その間に支払いを済ませておくなんて、ずいぶんとエスコートに慣れている。……もしくは、人間のマナーが頭に詰つめ込こんであるのか、どちらかだ。

　入店の時と同じように博士は注目の的となっていたが、当の本人には気にするそぶりなど一いつ切さいなかった。私が何をしてもいつもにこやかに微笑んでいるくせに、突とつ然ぜん話しかけてきた人や、つまずいたかのように装よそおって胸に飛び込んできた人には氷のように冷たくあしらうので、あまりの落差に私はハラハラしてしまった。もしかしたら、博士の心臓には毛か鱗うろこでも生えているのかもしれない。

　季節はすでに夏に近い。太陽に暖められ熱くなった空気が、夜になると次第に冷えて、一息つける涼しさに落ち着く。街灯の明かりをぼんやり眺め、博士の隣を歩いていたレストランからの帰り道。

「不ふ釣つり合あいよ」

　すれ違ちがいざまに吐はかれた言葉。誰に宛あてたものなのか、明確に示されたわけではなかったけれど、絶対に私だと確信した。

　縫い目に一つの乱れもなく、体にぴったり添そうフルオーダーの──おそらく──上品なスーツ。それを身に纏まとっているのは、男性だって見み惚とれるほどの容姿を誇るヴィル博士。

　一方の私は、いつ買ったかも覚えていないクッタリとしたブラウスに、初夏にしては厚すぎる、暗い色のフレアスカート。髪に櫛くしは毎日通しているけれど、手入れといえばそれくらい。お化粧だって、薄くてわからないくらいだ。……正直に言えば、していない日の方が多い。

　不釣り合いだと吐き捨てた女性は、顔こそ見えなかったものの、後ろ姿のとても美しい人だった。髪にはしっかりカールが施ほどこされ、背中がぱっくり開いたドレスに、ヒールの高いエナメルのパンプス。ほんのりと甘いコロンの香りもする。

　見渡せば、ここは高級ブティック街である。流は行やりの服で着き飾かざったマネキンと、負けず劣おとらずのお洒しや落れな買い物客。

　私はずっと仕事に没ぼつ頭とうしていたから、清潔であればなんでもいいかと身なりにはあまり気を遣つかってこなかった。でも、もしかしたら、それでは足りなかったのかもしれない。私は、こんな、場ば違ちがいな──

「ティナ？」

　博士の声で我に返った。気づいたら、彼が私の顔をまじまじと覗のぞき込こんでいた。突然足を止めてしまった私を、心配してくれたみたいだ。

　現実に引ひき戻もどされた一方で、博士みたいな超才さい色しよく兼けん備びな人物とこうして一緒にいるなんて、今の方が夢なんじゃないのかと、異様な浮ふ遊ゆう感かんが消える気配は一向になかった。

「どうかした？」

「私って、場違いだなって……」

「場違い？」

　熱に浮うかされたように、思ったことが口をついて出てしまった。こんなことをヴィル博士に言ったって、何かが変わるわけではない。それに、このなんともいえない焦しよう燥そう感かんみたいなものは、私が自分で解決すべきことのはず。

「ううん、なんでもないです。……今のは忘れてください」

　別に、今後も引き続いて、こうしてヴィル博士と歩く予定なんてない。彼には彼の人生──竜生──があるし、私には私の人生がある。異種族という壁かべもあるけれど、その前にまず寿じゆ命みようの長さが私たちを分かつはず。私はその壁を越えられないし、彼もきっと同じ。

　でも、博士は壁など気にせず、幸せそうに私に愛を囁ささやくのだ。

「ティナ。聞いてくれ。私はティナの見た目や年ねん齢れいに惹かれているわけではない。もちろんその艶つやのある黒くろ髪かみも、控えめだがこぢんまりと整った相そう貌ぼうもとても愛いとおしく思っている」

「褒めているのかけなしているのか、正直とてもわかりにくいです」

　でも本当はわかっている、この人が私をけなすなんて決してしないということを。

「今日はもう夜になってしまったし、今度改めて一緒に買い物に出ようか。ティナは今のままで十分魅み力りよく的てきだ。だが、君が望むのなら、新しい服でもアクセサリーでも、なんでも好きなものを買ってあげよう。心配するな、金ならいくらでもある」

「セリフの最後が成なり金きん系けいの悪役です。お構いなく、私は行きません」

「では代わりに美味しいケーキでも──」

「行きます！　…………あれ？」

　ついていく気なんて本当に本当にないのに。どうしても私は甘いものに釣つられる癖くせが治らない……。
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　結局、夕食を共にしたばかりだというのに、まんまと甘あまいものに釣つられ、週末にはヴィル博士と二人きりで出かけることになってしまった。

　何を着て行くか二時間近く迷ったあげく、結局いつもの出勤服で臨のぞむことにした。相手は単なる上司だし、彼かれおすすめのケーキを食べて帰るだけ。恋こい人びととのデートなんかじゃないのだから、浮うかれた格好をする必要なんてない、と私は判断した。

　待ち合わせ場所は、中心街に近い駅前の噴ふん水すい広ひろ場ば。日中は気温が上がって夏日となることも増えてきたが、噴水の音と水しぶきが周囲の空気に涼りようを与あたえ、とても心ここ地ちよい憩いこいの場ばとなっている。

　時間ちょうどに到とう着ちやくした私はすぐ、ヴィル博士の姿を捜した。……が、捜すほどのこともなかった。見つけた。多分、間違いない。

「ティナ！」

　向こうも私に気づいたようだ。いつもより高めのトーンで名を呼ばれ、推測は確信に変わった。

「ヴィル博士……どうしてそんな格好を？」

　袖そでをまくった白いシャツ。その上に生き成なり色いろのベストとスラックスを合わせ、くだけた感じに着こなしている。……というところまではお洒しや落れ上級者の出いで立たち。サングラスもまだいい。

　私が問題視しているのは、日ひ傘がさだ。

　あまり男性が日傘を用いているところは見たことがないし、慣習もない。彼は身長も高いので、率そつ直ちよくに言うと非常に悪目立ちしている。

「紫し外がい線せんに弱くてね。目も、瞳ひとみの色素が薄うすいから、こうしていないと必要以上にダメージを負ってしまうんだ」

　そう言って、サングラスのフレームを指で少し動かしてみせた。

　でも、彼の言う通り透すけるような白い肌はだとアイスブルーの瞳というのは、太陽と相あい性しようが悪そうだ。

「わかりました、では早く菓か子し店てんに入ってしまいましょう。そうしたら直射日光に曝さらされることもないでしょう？」

　遮さえぎるものもない、陽だまりの広場を待ち合わせ場所に設定せずとも、現地集合にしてしまった方がヴィル博士も楽だったろうに。私はそう思ったが、彼を責せめるより建物の中に入ることを取り急ぎの優先事じ項こうと考えた。

　ところが、ヴィル博士はそれをよしとしてくれない。

「実は私は先ほど昼食を摂とったばかりなんだ。少しだけ私の腹ごなしに付き合ってはもらえないかな？」

「ええっ、そうなんですか!?」

　すぐにおケーキ様とご対面できると思っていた私は、衝しよう撃げきのあまり声を上げた。

　もしも私がもっと冷静だったなら、空腹でも満腹でも、博士は甘いものを食べないということに気づけたかもしれない。けれど、ケーキのことになるとすぐに我を忘れてしまう性格のせいで、頭の片かた隅すみにも思おもい浮うかばなかった。

「ほんの少しで構わない。お目当ての店はこの通りの先にあるから、ほんの少しだけ、散歩に付き合ってくれ」

「まあ……そういうことなら……」

　博士が指し示しているのは、先日一いつ緒しよに行ったブティック街から一つ脇わきに入った路地で、ブティック街ができるよりも前から発展した場所だ。歩ほ廊ろう式しきのアーケードを覆おおうアーチ状の白い屋根と漆しつ喰くいの壁かべが歴史を感じさせてくれる。

　サングラスを外しながら、天井をあおぎ彼は言う。

「ここは約五百年前に開発されたらしい。私がこの地へやってきたよりも前からあるが、いつ訪れても人足が絶えず繁はん盛じようしているみたいだ」

「学生時代に歴史の授業で学びました。家族に連れられ何度かきたこともあります。でも、わざわざ自分から足を運ぶことはほとんどなくて」

　その頃の私は、勉強に没ぼつ頭とうしていた。気分転てん換かんに出かけるとしても、家の近くの森ばかり。ミミとなら数度街に来たことがあるけれど、足あし繁しげく通うようなことにはならなかった。

「そうか。では、いい機会だから何か記念に買うといい。もちろん支し払はらいは私がするから、気き兼がねなく選んでくれ」

「ありがとうございます。でも、お気持ちだけで十分ですから」

「先日も言っただろう？　気にするな、と。金だけはあるから、君は気にせず好きなものを選べばいい」

「だからそのセリフ、成なり金きんの悪役のセリフですってば」

　博士は私になんでも買ってくれると言うけれど、不要なものまで欲ほしいとは思わない。ネックレスもイヤリングも仕事には邪じや魔まになりそうだし、お給金も問題なくもらっていて特に生活に困こん窮きゆうしているわけじゃないから、欲しいものがあればとっくに自分で買っている。

　……と思っていたのに、違ちがった。

　セレクトショップの店頭に並べられたとあるバレッタに、私は目を奪うばわれた。

　手のひらより一回り小さいくらいの、髪飾りにしては大ぶりなものだ。けれど、白銀色の金属の装そう飾しよくはとても華きや奢しやで繊せん細さいなため、あまり大きさを感じない。

　中心に嵌はめられた水色の宝石は、閃せん光こうが走ったように縦に細く美しい猫ねこ目め効果を示していて、まるで竜りゆうの瞳のようだった。

「きれい……」

　バレッタなら髪かみを束ねるのに使えるし、仕事の邪魔にもならない。実用性も兼かね備そなえているこれなら、買ってみてもいいかもしれない。

　私が値札を確かく認にんするため手に取ると、すぐ博士から声がかかる。

「どうしたティナ？　それが気に入ったのか？」

「い、いえ、別になんでもありません」

　このバレッタを買うにしても、彼に貢みつがせるつもりはない。自分で買おうと思ったが、値札を見た途と端たん、購こう入にゆうする気持ちがあっという間に消え去った。

　桁けたが違った。おかしかった。ぼったくりかもしれないし、本物の宝石を使用しているからこその値段なのかもしれない。目め利ききじゃないからどっちなのかわからないけど、多分、後者だ。ここのアーケード街は歴史もあるし、不当価格表示をするような悪徳業者は入れないはずだから。

　当然、博士におねだりする気もなかった。だから笑ってごまかし棚たなに戻もどして終わりにしたかったのだけど、私が元の場所に置いた瞬しゆん間かん、流れるように博士が手に取り店員のところへ持っていくので、止めることすらできなかった。

　そして、間もなく戻ってきたヴィル博士の手には、値札を外されたあのバレッタが……。

「ティナ、後ろを向いて。つけてあげよう」

「えっえっ……えっ!?　ま、待って？　それ、買っちゃったんです──」

「いいから。恥はずかしがらないで。ほら」

　髪を結ゆっていたリボンが半ば強ごう引いんに外されると、髪の間に博士の指が入ってきた。
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　……おかしい。

　……多分、私がおかしい。

　博士が触ふれているのは私の髪で、髪かみの毛けには神経が通っていないから感覚なんてないはずだ。にもかかわらず、彼の指が私の髪を梳すくたびに、毛の流れを優やさしく変えられるたびに、なんともいえない感覚が背筋をつうっと上のぼってくる。

　変な声が出そうになって、私はとっさに口を押おさえた。でも、次の瞬間にはなぜか膝ひざが笑いそうになったりして。

　自分で自分が制せい御ぎよできない。フワフワとモヤモヤを併あわせ持もった不思議な感覚。不快じゃないのもまた不思議。わからないことだらけだ。

　鼓動がどんどん高鳴っていくが、まるでとどまることを知らないみたい。唯ゆい一いつわかることといえば、彼にこうされることを、「もっと」と願う自分がいること。

「うん、いいね。とてもいい。……最高だ」

　金具がパチンとはまった音ののち、背後から変態じみた博士の声が聞こえた。

　その体勢のまま私は自分の後頭部に恐おそる恐おそる手を伸のばす。

「私の髪も腰こしまであるが、バレッタの経験はなかったからね。だが、初めてにしてはなかなか上じよう手ずにつけられたのではないかな」

　両手の感かん触しよくで判断するに、バレッタはちょうどいい位置にとめることができたみたいだ。傾かたむきもなく、上下も間ま違ちがえず。

　合わせ鏡がここにはないから、どんな風になっているのか残念ながら見られない。その代わりに、私は指先で確かめる。

　縁ふちをなぞって銀細工の繊細さを思い知り、中心に固定されたなめらかな宝石に触れ、これが竜の瞳に似ていたと、かつて見み惚とれた竜の記き憶おくとすり合わせる。

　さっきはなんでもない──いらない──と断ったけど、本音を言うと一ひと目め惚ぼれをしてしまっていた。買えるものなら自分で買っていたくらいだから、実はとても嬉うれしいのだ。

「女性の方が似合いそうなデザインだし、今いま更さら返品などできないし、君さえよければ貰もらってくれないか？　その方が、私はもちろんこのバレッタも喜ぶと思うのだが……どうかな？」

　押おしつけがましくなく、恩に着せようとするのでもなく。博士は気き遣づかいの達人だと思う。ここまで言われたら断れないどころか、ありがたく頂いてしまうではないか。

「……喜んで。ヴィル博士、どうもありがとうござ──」

　興奮もそこそこに振ふり向むくと、満面の笑えみで鼻血を垂らす博士がいた。

　ああ、やっぱり……。

　なんだか期待を裏切られたような気持ちに襲おそわれたりしながら、私はハンカチを取り出して彼に渡わたした。あまりにもこういうことが続いてしまうと、私のハンカチの存在意義が「博士の鼻血に対処するため」に変わってきそうだ。次からは二枚、博士の鼻血用と私のエチケット用に持ち歩くことにしよう。




　さて、私の高こう揚よう感かんとヴィル博士の鼻血が落ち着いたところで、私たちは再び歩廊の散策に戻った。

　ところが、私の横を歩くヴィル博士は、バレッタを購入してからというもの、歩行速度をすっかり落としてしまっていた。これまでは博士が私のペースに合わせてくれていたけれど、今ではまるでその逆で、私の方が歩くのが速い。

　さらに、私に視線を固定しながら時折斜ななめ後ろに下がるので、彼に気を向けて歩幅を調節しようとすると、にやつきながらまた私の隣となりに収まるのだ。明らかに不審者。明らかに異常行動である。

「あの……ヴィル博士？　さっきからジロジロ見るの、やめていただけませんか？」

「それは不可能だ」

　清すが々すがしいほどキッパリと言い切るので、私は足を止め博士をねめつける。

「ヴィル博士っ！」

　不可能じゃないでしょう！　と不満を伝えようとしたのだけれど、博士の表情に少しだけ後おくれを取ってしまう。

「よく似合ってる。……ティナ、本当によく似合ってるよ」

　博士はその言葉を二度繰り返すと、恍こう惚こつとした表情でさらりと私の腰を抱だいた。

　あ、博士の睫まつ毛げが頰ほおに影かげを作っている。こんなに色素が薄くても、影はちゃんとできるのね。……じゃなくて！　近い！　近いですっ！　また鼻血、出ちゃう！

　私は緊きん張ちように体を強こわ張ばらせながらも、彼の胸に手を当ててつっぱり、これ以上の接近を阻そ止しする。

「ティナ、キスをしても？」

　ダメです、絶対にダメです！

　そう言わなければと思っていた。

「ど、どこにですか」

　だが残念ながら私の口は、別の言葉を発していた。

　どこにですか？　って、場所によっては許可するみたいな言い回しだ。欠けつ陥かんのある返しだったことに今更ながら後こう悔かいする。そう、今更で、後悔しても遅おそいのである。

「額に」

　当たり前のように言うのは今後はお控ひかえ願いたい。額であっても親しくない限りそんなところにキスを許したりはしない。

「博士はいつも私に触れると鼻血を出すじゃないですか。それなのにキキキ、キスなんて！　しかも、こんな人通りの多いところでなんて！」

「問題ない、ティナ以外は全てカボチャにしか見えないし、全血液量の三分の一までは流出しても命の危険はないと言われている」

「もうそのくだり、いりませんので！」

　同じような会話、以前にもしたような記憶が。

　命を賭としてまでキスするなんて、正直言ってどうかしている。私だってキスをした相手に目の前で死なれたら、衝撃すぎてトラウマになること請うけ合あいだ。

「ティナはどうしたら鼻血を出さなくて済むと思う？」

「私に触れなければいいに決まっているでしょう」

「却きやつ下か」

　実に合理的な案だと思って提案したのに、博士によって直ただちにボツを食らってしまった。

「そうではない。そうではなくて、君への接せつ触しよくをしつつ、出血を抑おさえる方法だ」

「そんなの、私が知るわけないじゃないですか」

　布越しでもダメなのだから、潔いさぎよく諦あきらめたらいいのに。そのしぶとさは仕事で発揮してくださればいいのであって、私に対してはあっさり引いてくれるのが一番なのに。

　冷たくあしらったつもりだけれど、博士は決してめげなかった。

「まだ仮説段階だが、君に触れることに私の体が慣れてしまえば、私も鼻血を出さないようになるのではないかと考えているのだが。どう思う？」

「ど、どう思うって言われても……」

　困った……。

　もう、どこから正したらいいのかわからなくて、私は途と方ほうに暮くれるしかない。

　体が慣れるほど触れるって？　もしかして博士は検証実験を考えている？

　博士の正体は竜なので、人間の姿をしていてもその本質は人間ではない。

　だから思考回路も私たちとは差さ異いが見られ、愛情の伝え方などその違いが顕けん著ちよに表れているいい例だ。

　ところが残念なことに、今までガリ勉だった私は、人間のくせに恋れん愛あい初心者でその手のことにめっぽう弱い。だから、「こういう場合はこう言った方が心証がいい」といったアドバイスセンスもほぼ壊かい滅めつ状態なのだ。

「現に、一回の接触による出血量は、初回接触時の出血量と比ひ較かくすると先週の時点で約二十パーセント減少している」

　ほら、言い訳を考えている間に、また博士のどこかズレた探究心が物事をややこしくしている。しかも今、私はまだ彼と密着させられているので、だからいつヴィル博士の鼻血が噴ふき出だすか、心配で心配で……。

「と、統計を取るには母数が少なすぎ──」

　彼の鼻から赤いものがチラリと見えた。再度の出血を覚かく悟ごしたところでグッと彼が近づいてきて、勢いのまま私の額にキスしてしまった。

　ツッコミ、拒きよ否ひ、鼻血……注意散さん漫まんになったところを狙ねらった、白昼の凶きよう行こうである。

　豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったハトみたいに私が口をパクパクさせて混乱している中、博士はすぐさま腕うでをゆるめて私を解放してくれた。

「このように、接触を短時間に抑えた場合でも、出血を防さまたげることがわかっている」

　出血を防げず鼻血を垂らしているくせに、どうしてここまで堂々と言ってのけることができるのか、私には不思議で仕方がない……。




　博士おすすめという菓子店に到着する頃ころには、すでに私はクタクタだった。

　彼は「腹ごなし」という名目のもと私を散歩に付き合わせたけれど、私のほうは腹ごなし以上にお腹なかが空いて、かなり前からとっくにペコペコ。なんならホールケーキだって食べられそう。

　空腹というのは負ふのカロリーが発生している状態なので、負を打ち消すまではいくらカロリーを摂せつ取しゆしてもエネルギーや脂し肪ぼうにはならない……はずだ。だから、今ならホールケーキにかぶりついたとしても、罪悪感を抱くほどカロリー過多にはならないのだ。

　店頭のショーケースには色とりどりのタルトがずらりと並んでいた。季節の果物がのせられ、そのどれもがシロップの化け粧しようを施ほどこされて、ツヤツヤプルプル魅み力りよくたっぷりに私を誘い惑わせる。

　悩なやみに悩んだ末に選んだのは、白、赤、黒の三層からなる鮮あざやかなタルト。白はチーズ、赤はベリー、そして黒はココアが練り込まれたタルト生き地じの色である。

　チーズクリームの間には真っ赤なフランボワーズのソースが層になって入っていて、上にのったイチゴやブルーベリーたちが、こぼれ落ちる前に召めし上あがって！　と私に向かって囁ささやいている。……ような気がした。

　飲み物も一緒に注文して、席に座すわるとすぐにセットが運ばれてきた。私は見み目め麗うるわしいタルトを前に、声を出さずにはいられない。

「し、死にそう……」

　なんて美しいのだろう……感動のあまり儚はかなくなってしまいそう。しかし、食べるまでは絶対に死ねない……！　食べたって死にはしないのだけれど！

　いただきますと告げたあと、フォークを刺さして切り分けて、慎しん重ちように口へと運んでいく。

「ん、ん、ん……っ！」

　これは！　コクのあるクリームと、それを引き立てる甘あま酸ずっぱいソース。それからサクサクとしたタルト生地の食感。頰がきゅっとなるほど美お味いしい。

　私は正面に座る博士を見た。ハーブティーを飲む彼と目をがっぷり合わせたのち、力強く頷うなずいてみせた。

　この美味しさに、言葉はいらない。ありがとうございます。宇宙……すべての生命……感謝……。

　彼が私を新世界に連れていってくださるというのなら、これからも私は釣られるだろう。むしろ糸を垂らされる前に、釣つり針ばりを出待ちしてもいいかも、と思えてしまうほどだ。

　ヴィル博士は感動に全身を震ふるわせる私を前にして、笑いを嚙かみ殺ころしながら言う。

「ティナ、君は今幸せかな？」

「もちろんです、最高です」

「そうか。それはよかった」

　相変わらず、ヴィル博士は食べない。果物は彼の体によくない成分を含ふくむものが多いうえ、砂糖が苦手なのだそうだ。といっても、彼に幾いく度どとなく甘いものをご馳ち走そうになっている私にとってはすでに当たり前で、彼がいつもお茶──それもノンカフェインの──しか頼たのまないことを、特に何も思わなくなっていた。

「……博士？　どうして今日はそんなに機き嫌げんがいいんです？」

　博士が暗い顔をしているところを私はあまり見たことがない。普ふ段だんから余よ裕ゆうのある笑みを浮かべていることが多いけれど、それにしたって今日は特に晴れやかに見える。

　気候のせい？　夏に向かって増ぞう幅ふくしていくエネルギーに感化されている？　もしくは、単純に能のう天てん気きなの？

　しかし、私の読みはどれも外れた。

「妻が幸せそうにしているのを見て、こちらもそんな気分になってはいけない？」

「つ、妻じゃないで──」

「妻だよ」

　また博士ったら、私のことを「妻」と。何度訂てい正せいを試みても、博士の悪あく癖へきは治らない。

　それどころか、今日は訂正しようとした私の言葉を遮さえぎってまで、私を「妻だ」と主張する。これには少し面食らった。

「私たちはすでに契けい約やくを済ませた番つがいだ。幼い君に説明しないまま締てい結けつしてしまったのは悪かったと思っているが、一度交かわしてしまったものを取り消すことはできないと前にも言ったね。あとは君が諦めて、私のことを真しん剣けんに考えてくれればいいだけなのだが……いつになったら君は私を愛してくれる？」

　あまりにも博士が真剣に私を見つめるので、視線を逸そらすことができず、かといって受けとめることも熱量が違いすぎて難しく、ジリジリと私を炙あぶっていく。

「あ、愛……っこ、心の準備が！　だって、博士はりゅ……その……私とは違うし」

　ここは店の中。どこで誰だれが聞いているかもわからない。だから「竜」という単語を使うことは避さけた。

「確かに君の言う通りだが、今のこの姿は間違いなくヒトだろう？」

　見た目だけの問題？　違う。私にとっては、それだけじゃない。

「問題ない、生せい殖しよく器きも漏もれなくヒトに擬ぎ態たいさせてあるから、性せい行こう為いも問題なく──」

「やめてください生々しい！　しかもそういうことを言っているんじゃありません！」

「ヒトにだって個体差はあるから、私のサイズが君に痛みを与えないかどうかは実じつ践せんしてみないことには──」

「黙だまらっしゃい！」

　ヴィル博士にはいつも茶化されてばかりだ。果たして真面目に話す気はあるのだろうか。わからないまま結局煙けむに巻まかれてしまい、うやむやにされて会話は終わった。

　彼は竜で、私は人間。その違いを、彼は軽く考えているのかもしれない。私にとってはとても大きい問題なのに。

　竜は不老不死だ。一方の私はちっぽけな人間で、その命には限りがある。永遠の時を生きる彼からしてみたら、私なんてほんの一いつ瞬しゆんで消えてしまう泡うた沫かただろう。ヴィル博士はこれまで長い間、散々孤こ独どくを味わってきた。それなのに、寿じゆ命みようを持つ私が彼と共にいたとしても、彼にまた更さらなる孤独を味わわせるだけの気がしてならないのだ。

　それに、たとえ彼が純じゆん粋すいな人間であったとしても、あのヴィルヘルム・フロイデンベルク博士である限り、きっと私は交際も結けつ婚こんも戸と惑まどわないわけにはいかなかった。

　実際の彼は竜であり、あのヴィルヘルム博士であり、中身変態、外見超ちよう絶ぜつ美形男であるけれど……。こんなに盛りだくさんの人を相手に、私がすぐに結論を出せると考える方がどうかしている。




　博士はその後、自宅まで送ってくれた。

「ティナ、残念だがここでお別れだ。次会うのは職場かな」

「はい。お土産みやげに焼き菓子まで……どうもありがとうございました」

「今日のデートは楽しかった？」

「えっ!?　デ、デ、……そん──」

　デートなんかじゃありませんから！

　私はそう否定するつもりだった。けれど、休日に二人で待ち合わせをして、ショッピングをしたり一緒にお茶をしたり、最後は自宅まで送ってもらうという一連の行為を思い返すと、自分でも否定のしようがないほどデートそのものだと気がついた。

「私は楽しかった」

　どう答えたらいいのかまごまごしていると、代わりに博士が私に言った。

「ティナ、私は今日とても楽しかった。君と一日中一緒にいられて、とても幸せだった。そのアクセサリーも竜体の私と同じ色だし、私と一緒にいることをそんなにまで望んでくれているのかと再確認することができた。とにかく、とてもくすぐったいが、とても嬉しい」

「ご、誤解です！　そんなこと、私は一言もっ！」

　自分に都合のいいように事実を曲解してしまうのは、ヴィル博士の常じよう套とうだ。

「ちちち違いますからねっ！　べっ別に私はあなたのことなんか、ちっとも！」

　言い訳をいくら重ねてみても、ヴィル博士の満ち足りた笑え顔がおは変わらない。彼は「そうかそうか」と一人頷いてみせながら、私の言葉など耳に入っていないようで、無敵の状態を保っている。

「今日は最高だった。ティナ、またデートに出かけよう」

「いっ嫌いやです、結構です！　もう二度と博士とは──」

「今の提案は不適切だったから訂正する。ティナ、またケーキを食べに出かけよう」

「はい、喜んで！」

　博士の手のひらの上で、私は転がされてしまっている。

　その事実に気づいたのは、彼から貰ったお土産の焼き菓子を食べ終わった夜九時半。

　時すでに遅し。

　そして夜の間食は太る。
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「手伝おうか？　研究室へ運べばいいんでしょ？」

　野外調査の対象も決まり、計画書も全て審しん査さを通過したので、あとは出発に向けて資材などを手配しながらその日を待つことになった。

　着き替がえやフィールドノートなど、個人で用意するものだけでなく、コンパスや高度計、救急セットなどチームとして必要なものの準備もしなくてはならない。

　私がみんなを代表して研究所の備品室から諸もろ々もろの貸し出しを受けて、研究室に持ち帰ろうとしていたところ、後ろからベオウルフが声をかけてくれた。

「ありがとうございます。助かります」

　私は素す直なおにお礼を言って、いくつか彼かれに任せることにした。

「出発まであと一カ月を切ったわけだけど、どう？　ドキがムネムネ？」

「もちろん、とても楽しみです！　だから準備も抜ぬかりなくしようって」

「それはいいことじゃん？　ティナの研究テーマも早く見つかるといいんスけどねえ。一応、俺おれがあんたのメンターだし、ティナが一日も早く成果を出せば、俺の評価にも繫つながるし？」

　経験の浅い新人はみな、それぞれの研究室で指導や助言を受けながら研究者としてのキャリアを積んでいく。その指導役の上司のことをメンターと呼び、私の場合以前はコックスさんだった。大したアドバイスを貰もらったこともなかったけれど。

「竜の研究がしたいとはいえ、いきなりそれは難しいだろうし……。できれば、他の幻獣の研究を通して、なんらかの関連性を見つけられたらいいなって思ってはいます」

　通信機器の入った箱をかついで横を歩く彼は、うんうん、と明るく頷うなずいた。

「なるほどね。ま、何かあったら俺に相談してくれよな。力になるからさ」

　こうやって気さくに話を聞いてくれて、支援も期待もしてくれて、ベオウルフはなんていい人なんだろう。初めて会った時にはチャラそうとかキャラが濃いとか、第一印象で判断してつい身構えてしまったけれど、そんな必要はなかったと今なら胸を張って言える。

「ところでその髪留め、ヴィルヘルム博士に買ってもらったっしょ？」

「ええっ!?」

　突とつ然ぜん話がバレッタに飛び、私自身も飛とび跳はねるほど驚おどろいた。しかも私が自分で購入したわけではないということを、ベオウルフにすでに見み透すかされてしまっている。

　そう、先日ヴィル博士から贈られたバレッタを、私は今、身につけているのだ。

　お金を支し払はらったのはヴィル博士に間ま違ちがいない。けれど、これは博士が私の思いを汲くんでくれたというだけで。決して私からねだったわけではなく、しかも受け取ってしまった手前突つき返すこともできないし、使わないともったいないし。

　つまり、このバレッタに深い意味があるわけではなくて！

「これはその、店先で見つけて……気に入ってしまって……ええと、まあ、その……そんなとこです」

　どうはぐらかせば怪あやしまれないで済むだろうか？　でも、隠かくしたら逆に疑われるし……という私の葛かつ藤とうが全て伝わりそうな説明をしてしまった。

「……ふう～ん、なるほどねえ～」

　ベオウルフは薄うす目めで私を見下ろしながら、何か言いたげな笑えみを浮うかべている。

「……なんですか、その『ふ～ん』は」

「別に？　べっつに～なんでもないっスけど～？」

　これは明らかに「別になんでもない」の顔ではない。

「なぜ棒読みなんですか」

「棒読みっスかねえ？　ティナの気のせいなんじゃないっスかあ～？」

　その表情や口調からして、絶対に気のせいなんかじゃない。私をおちょくり楽しんでいる。

「ベオウルフ、言いたいことがあるなら──」

「おや、ベオウルフじゃないか。それにティナも」

　彼に突っかかろうとしたところを、背後からの別の声に中断させられた。振ふり返かえると、そこにいたのはヴィル博士。

　今まさに、博士に買ってもらったバレッタの話をしていたところだ。ベオウルフと話している最中必死に我が慢まんしていた恥はずかしさみたいなものが堪こらえきれず一気に溢あふれ、頰ほおが燃え上がるのを感じた。感づかれまいと私はあわてて顔を伏ふせる。

「ヴィル博士、どうもっス。ティナの荷物運びを手伝っていたところで」

「そうか。話が盛り上がっていたようだが……楽しそうだね。私も交まぜてくれないかな」

「だっダメです！」

　さっき伏せたばっかりの顔を、私は再び上げるはめになった。

　ベオウルフのこの調子なら、私の反応を楽しむために博士にバレッタのことを根ね掘ほり葉は掘ほり聞きかねない。博士は博士で自じ慢まんげに話を広げて喋しやべりそうだ。

「ベオウルフ、これ以上はやめてくださいね！　博士も、なんでもないですから！　単なる雑談です、放っておいてもらって構いませんから！」

「……ティナ？」

　必死すぎる私の様子を博士が不審がっているが、気にかけていられる余裕はない。とにかく今、この場をなんとか切きり抜ぬけたい。

「ほらっ、出発まで時間がないから、急がないと！」

「待ちたまえティナ。まずその──」

「ヴィルヘルム博士、お迎むかえに上がりました」

　焦あせる私とは対照的な、低く落ち着いた女性の声。博士の秘書のメルジーナさんだ。

　ヴィル博士は彼かの女じよに気づくと大きなため息をついた。

「どうして君は、わざわざ来てしまうのかな」

「あなたが仕事中に勝手に抜ぬけ出だすからです。このままでは予定が狂くるってしまいます」

　二時から面会が一件、三時から予算委員会、五時からは編集委員会、終わり次し第だい事務長と打ち合わせが入っています。

　メルジーナさんは手元の手帳をパラパラとめくりながら、タイムテーブルを口にした。確かに、私が聞いても予定がミッチリ詰つまっていることがわかる。

　……毎日がこんな調子なら、博士が自由に使える自分の時間など、ほとんどない気がする。彼はここの施し設せつ長であると同時に研究者でもあるのに。

「休きゆう憩けいだよ、単なる」

　彼女の方を振り返り、両手を腰こしに当て、不満そうに博士は言う。

　こんなに博士が不ふ機き嫌げんを前面に押おし出だした態度を取る場面、私は今まで見たことがない。

「それにしても、ひと声かけてからにしていただきませんと」

「少しくらいいいだろう」

「ダメです。なんのために私がいるとお思いですか」

「私が望んだことではない」

「こちらとしても、職務を全まつとうしたいだけです」

　彼女はつい最近雇やとわれたばかりの新人秘書だ。仕事ができるのかどうか、詳くわしいことを私は知らない。でも、どの職員に対しても偉ぶることなく接する博士が、こんなにつんけんした態度を取るなんて、短期間によっぽど気心の知れた間柄になったのだろうか。

「お二方、どうぞお仕事にお戻もどりになって。私はヴィルヘルム博士を所長室までお連れしますので」

　有う無むを言いわさぬメルジーナさんに、博士は私の方を見た。すがりつくような視線だったけど、私はすぐに顔ごと逸そらした。

　そして、ブツクサ文句を言いながら、博士は彼女に引っ張られて去っていった。

「──ナ、ティナ」

「え？　ああ、……はい」

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　いつの間にか頰はすっかり冷めていて、心もなんだか寒々しかった。

　ベオウルフの声に我に返り、私は再び歩きだす。

「何がですか？　別に問題ありませんよ。さ、早くこれを研究室に運んじゃいましょう」

　自分の声がいつもよりトゲトゲしている気がしたけれど、その理由はよくわからない。心に重い蓋ふたを乗せて、中を覗のぞけないようにしたから。
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　ティナが我わが研究所の求人に応おう募ぼしてきた時は、ここぞとばかりに所長権限でなんとしてでも入所させようと考えていた。ところが、ティナは私が手を回す必要などないほどに優ゆう秀しゆうで、己おのれの力で採用試験を突とつ破ぱした。

　試験の成績は首席、履り歴れき書しよに添てん付ぷされていた学生時代の研究論文も完成度が非常に高く、研究者としての見み込こみも感じた。

　だから当初はアーキンのもとに配属させようかと考えていたが、あの研究室には優秀な者を集めているのと同時に、ベオウルフがいたのだ。

　あいつは研究者としての筋がいい一方で、女たらしの狼でもある。ティナのように可愛かわいくて才能ある女性を同じところに配属してしまうのは、オオカミとヒツジを一緒の檻おりに入れるようなものである。仕事を口実に距きよ離りを詰め、気を許したところでひと吞のみにしてしまうに違ちがいない。

　私はそう判じたのと同時に、進めていた共同研究が一歩間違えれば倫理上大問題に発展しかねない状況になっていたコックス研究室に、新人研究員のティナがどのように関わっていくのか知りたくもあった。

　とはいえ、彼女の兄君の工作により人間関係に大きな問題が発生したのは誤算だった。多忙のうえ、正体も隠していた手前、彼女の不当な処しよ遇ぐうに気づくのが遅おくれたのは痛つう恨こんのミスだったと言うほかない。

　結局、今回の転属でベオウルフとティナを同じセクションにしてしまった。

　たいへん悩なやむ決断だったが彼女の研究者人生を考えると、ベオウルフと接せつ触しよく──当然ながら、肉体的な意味合いではない──させておくことは、いい影えい響きようがあるのではないかと考えた。

　ベオウルフはあんななりだが、研究に対しては人一倍の情熱を持っているし、優すぐれた発想能力と思考能力、探究心でこれまで多くの結果を残してきた男だ。だから、ティナもベオウルフから学べることがあるのではないかという結論に至ったのだ。

　ベオウルフのことは私が目を光らせ牽けん制せいしておけばいいし、ティナと私的領域での交流を増やしていけば、私たちの距離も縮めることができるはず。

　そして、実際にティナと研究所外で会うこともできるようになり、人間の世界で定義される「結けつ婚こん」も秒読み段階に入ったわけだが、幸せな時間が増えていくのに比例して、心配ごとも想像以上に増えている。

　ベオウルフから提出された野外調査における計画書に、特段の欠けつ陥かんや修正箇か所しよは見られなかった。些さ細さいな問題をつついて計画の練り直しを言いい渡わたしたくても、この男が無む駄だに優秀なばっかりに、つつける場所が見つからない。

「胸むな騒さわぎがする。ティナが何か危険な目に遭あうかもしれない」

　改装工事を終えて少しだけ狭せまくなった所長室でベオウルフの作成した書類をめくりながら、私は不安を口にした。

　断りもなくソファに座すわってくつろぐベオウルフは、一いつ笑しように付ふして私をばかにしている。

「そんなこと言ってると、ティナは一生研究者として成功できないっスよ」

「おい、誰が彼女のことを気安く呼び捨てにしていいと言った？」

　まったく、どこまでいってもベオウルフは気に食わない男だ。

　彼のチーム初となるフィールドワークの主題は、犬妖精クーシーの調査ということに決まった。

　クーシーという幻獣はコヨーテによく似た見た目だが、仔牛ほどの大きさで、妖精に番犬として飼われているといわれている。ところが、彼らが今回調査に赴おもむくルドウェアケルドに生息するクーシーの体格は小型犬程度で、広く分布している種とは歴然とした違いが見られた。

　ルドウェアケルドはここから約三千キロ南下した先の、ステップ気候に属する地域の曲きよく降こう盆ぼん地ち内に位置している。海洋から来る湿しつ気けを周囲の山が遮しや断だんするため、空気が比ひ較かく的てき乾かん燥そうしやすい。寒冷な地域に生息する恒こう温おん動どう物ぶつほど大型となる、というベルクマンの法則を用いると、あの地域は気温が高いから生息しているクーシーも小型化した、と説明がつくかもしれない。

　しかし、動物に当てはまる理論が必ずしも幻獣にも当てはまるとは限らない。

　クーシーの調査を主しゆとしつつ、自生植物や水脈などの調査も併へい行こうすることを目的として今回のプランが立案されたわけだが、残念ながら私は私で仕事が山積みとなっているので、ティナに同行することができない。

　こんなに気になってしまうならいっそ、彼女を私の助手にしてしまった方がよかった。それはそれで新たな問題が発生するかもしれないが。

「そういや、見ましたよ」

「何をだ？」

　私の悩みなど知らないベオウルフは、企たくらみ顔で話しかけてきた。

「髪飾りっスよ、ティナの。あんたが贈おくったんでしょう？」

「…………何か問題でも？」

　確かに、今日廊ろう下かでストーキン……訂てい正せい、偶ぐう然ぜん出くわした際、先日プレゼントしたあの髪飾りを、ティナは身につけてくれていた。それに気づいた時の喜びといったらなかったが、隣となりにいる人物と楽しげに会話するさまを目もく撃げきして、激しい嫉しつ妬とに襲おそわれてしまった。

　そして、その当人であるベオウルフは、私のティナに対する思いを知っているにもかかわらず、こちらの神経をわざと逆さか撫なでするのである。

「べっつにぃ、問題ではないんスけど……白銀に、シャトヤンシー効果の入った目玉みたいな碧あおい石使ってんスよ？　正直、ドン引き、っていうか？　あんたマジで独どく占せん欲が強すぎ」

　私は書類を机の上に置き、立ち上がって腕うでを組む。

「あれは私ではなく彼女自ら選んだものだ」

「へえ？　それにしてはティナの方、まだあんたとの関係を公おおやけにしたくないみたいっスけど？」
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　私を挑発しているのだろうか。

　たかだか狼おおかみの分際で、竜である私をどうにかできると驕おごるなど、思い上がりも甚はなはだしい。

「……どうであれ、君には関係のないことだ。いいかベオウルフ。ティナには手を出すな。指一本触ふれるな。もしも彼女に何か危害を加えたら──」

「あんたそれ、何度言や気が済むんスか！」

　ベオウルフも立ち上がった。この男は私よりもわずかに背が高いが、だからといって私を威い圧あつできるわけではない。

　もっとも、そのような意図があるのかどうか定さだかではないが。

「そもそも、ティナを俺の下につけたのはあんたでしょう？　今いま更さらグダグダ繰り返されても、こっちは迷めい惑わくなんスよね。それに、あまり何度も『手を出すな』って言われたら、逆に手を出したくなるかもしれないし？　ほら、心理学的にもそういうのあったじゃないっスか……いや、冗じよう談だんです。サーセン。……そんなに怒おこらなくても」

　ちょうど秘書のメルジーナが次の予定を告げにきたので、タイミングもいいことだしとベオウルフを追い出した。

　二千年以上生きてきた私だが、こんなに浮かれたり怒ったり嫉妬したり、感情を揺さぶられるのは初めてだ。番つがいがいれば幸福に包まれ安らかな日々が送れると思っていたが、現実は……なかなか難しいようだ。
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　出発の日が迫せまっていた。大きな荷物は前もって送ってしまうので、準備を先に済ませておく必要がある。配送の手配は全員分まとめて私が引き受けたので、預かったリストを元に抜ぬかりなく用意し箱に詰つめ、余裕を持って業者に引ひき渡わたすことになった。

　野外調査に行く先は、ルドウェアケルドというところ。内陸にある盆ぼん地ちなので、夏は暑く冬は寒い。雨は年間を通して少ないけれど、嵐あらしとなると一日で年間降水量の半分が降ることもあるらしく、要注意だと文ぶん献けんにあった。

　今回の調査目的は、犬妖精クーシーという幻げん獣じゆうだ。クーシーはルドウェアケルドの自然保護区内で何度も目もく撃げきされているが、詳しい生態は未知のまま。中でも一番の謎なぞはそのサイズ。標準的なクーシーは私が両手を広げるよりも大きな体格をしているのに、ルドウェアケルドのクーシーだけは私の出しゆつ勤きん鞄かばんに入ってしまうくらい小さいというのだ。

　そこで我々はクーシー小型化の謎に迫るべく、今回の野外調査を実じつ施しすることとなった。といっても、共同研究はベオウルフが主導するので私たちは指示に従い調査のデータを集めるくらい。リリィやマルコは個人研究のそれも同時に行うということなので、私は全員の補助に回る。

　しかし、補助とはいえ私にとってはこれが初めてのフィールドワーク。しかも、ルドウェアケルド自然保護区は国の許可が下りなければ立ち入ることすら難しい。

　私は今回、研究のためにその地へ足を踏ふみ入いれる。これほどワクワクすることはない。早く、もう早く行きたくてたまらない！

　……けれど、間の悪いことに捨て置けない問題も、時を同じくして発生していたのだ。




　兄のプロポーズを蹴けって以来、彼かれから定期的に届いていた紋もん切きり型がたの手紙は、嬉うれしいことに途と絶だえていた。

　私が兄の結けつ婚こん相手になるためバロウズ家に養女として引き取られたこと、私の食事に兄が洗せん剤ざいを混ぜていたこと、私の職場に根も葉もない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを吹ふき込こんでいたこと。それらが全て明白になって、私は兄を拒きよ絶ぜつした。

　その一方で自分が正しいと信じて疑わない兄が次にどう出るのか、まったく読めず怖こわかった。

　ところが、あれ以来反応は一いつ切さいなかった。そうして一週間経たち、一カ月経ち、次し第だいにその恐きよう怖ふも薄うすれてきた頃ころ、今度は父から便りが届いた。

　──フレッドからお前にいい相手がいると聞きました。今度連れて帰りなさい。もしも恥はずかしいのなら、相手のことはひとまずいいから、ティナだけでも帰宅して話を聞かせてくれ──

　その文面に、たちまち私は混乱させられた。

　兄がヴィル博士のことを父に伝えたの？　私との結婚はもう完全に諦あきらめたということ？　父はどうして私に会いたいの？　説得するため？　それとも、純じゆん粋すいに娘むすめの恋こい人びとに会いたいだけ？

　会って話をするべきか否いなか。正直なところ、先さき延のばしにしてしまいたかった。

　でも、延ばしたところで何も解決しないままだ。だったらここで一度きちんと家族問題について向き合って、憂うれいごとを片付けておいた方がいいのかもしれない。

　私は散々考えた挙げ句、そう結論付けた。

　私が引き取られた経けい緯いが兄の言う通りで間違いないなら、私が結婚を拒んでしまえばバロウズ家の養女でいる意味はなくなるはず。バロウズ家の事業は兄が引き継いでいくのだし、彼らにとって私はまったく不要の存在となるのだ。

　──今までありがとうございました。これからはもう、一人で生きていけます。

　育ててくれた恩はあれど、それはそれ、これはこれ。この機会に、バロウズ家から去るべきだろう。両親は兄を愛しているし、兄のためなら他人を養女にしてしまうような人たちだ。私が兄を拒こばんでも、兄がそれを受け入れないなら両親だって受け入れない。

　そうしよう。血縁はなくとも幼い頃から一いつ緒しよに過ごしてきた家族だ。それを解消してしまうのは名残なごり惜おしい気もするが、それ以上に私は兄から離はなれたい。

　父の要よう請せい通り、私は近いうちに両親と話をするべく一時帰宅をすることにした。

　ところが、今の私は野外調査への出発を来週に控ひかえている。準備や事前調査など、大急ぎで整えている段階だ。できれば調査をつつがなく終わらせたあとで、彼らの説得──どんな話の流れになるのか予測不能だけれど──に取りかかりたい。

　しかし父も仕事の都合上、近々長期の海外出張に出かけてしまうと手紙にはあったから、あまり悠ゆう長ちようなことも言っていられない。さらに実家には兄もいる。

　もしも兄がまだ私のことを諦めていなかったら？　両親は絶対に兄の味方をするだろう。我わが儘ままを言ってないで兄の言う通りにしなさい、と詰められる？　下へ手たしたら実力行使だとばかりに、私を家に閉とじ込こめる？

　兄を説得しようにも、一対一では勝てるかわからない。兄と話をしていると、いつもこちらの主張が間ま違ちがっているのではないかと思わされ、気づけば流されてしまいそうになる。だったら、その対策として私にできることは──

　私の脳のう裏りにあの人が過よぎった。

　そう、博士。ヴィル博士。私の婚こん約やく者しやということになっている、ヴィル博士だ。

　彼は私の両親に会ってもいいと言ってくれていたし、私一人で兄と対たい峙じするにはかなりの不安がある。博士がいたら、もしかして、……もしかするかもしれない。

　藁わらにもすがる心境で、私は彼に相談を持ちかけることにした。

　廊ろう下かと所長室の間には、メルジーナさんのデスクが置かれた控ひかえ室しつができてしまったので、博士に会うには彼かの女じよに取り次ぎを頼たのまなくてはならない。これがちょっと憂ゆう鬱うつだ。

　冷ややかな顔で手帳を確かく認にんし、「ダメです、ヴィルヘルム博士は予定が詰まっておられますので」とか言われて追い返されてしまうのだろうか。彼が超ちよう多た忙ぼうなのは知っているけど、ほんの少し相談するくらいの時間なら、私のために割さいてくれるのではないかと、そう思うのはうぬぼれだろうか。

　ぼんやりと考えながら所長室に続く廊下を歩いていたところ、偶ぐう然ぜんにも会議室から博士が出てくるのを見つけた。今ならきっと、誰だれに何を言われるでもなく、彼に話を通せるかもしれない。

「博士っ！　ヴィルはか──」

　声をかけようとした私は、途と中ちゆうで凍こおりついてしまった。

　彼の隣となりにはメルジーナさんがいた。

「……ですから、そういうわけにはいきません」

「君は頭が固すぎる。これまで私は全て自分で管理してきたし、今後も手助けは不要だ」

「そうおっしゃいますが、あなたには私が必要なはずです。現に──」

　博士よりも先に、メルジーナさんが私を見つけた。

「あら。あなたはたしか、ティナ・バロウズ研究員」

「ティナ!?」

　彼女を押おしのけるようにして、博士が私に近寄った。

「どうしたんだ？　もしかして、私の愛をようやく受けとめる気になってくれたのか？」

「違ちがいます。断じて違うんですけど、ちょっと……」

　博士のこの、「変態」と書いて「ポジティブ」と読む能天気な思考回路、突つき抜ぬけすぎていてちょっと羨うらやましいくらいだ。……ううん、やっぱり羨ましくはないな。

　私はメルジーナさんを窺うかがった。

　さっき彼女が博士に言っていた「あなたには私が必要」という言葉が、私の頭の中でこだましている。

　彼女は博士の秘書なのだから、仕事をする上で必要という意味だろう。……でも、本当に？　仕事だけの関係で、そんな大だい胆たんな発言ができるものなの？

　ヴィル博士は私のことが好きなのだから──自分で言うのもどうかと思うけど──メルジーナさんのことは仕事上の関係としてしか見ていない……はず。けれど、もしかしたら彼女の方は博士に特別な感情を抱いだいているかもしれない。それゆえの発言だと捉とらえる方が、なんだかしっくりくる気がする。

　メルジーナさんはとても美人だ。女性では長身な方でスタイル抜ばつ群ぐん、短いスカートもピンヒールも、長い脚あしによく似合う。ヴィル博士と並んだら、童顔で化け粧しようっ気のない私なんかよりもよっぽど絵になっている。

　もしかしたら、博士もまんざらでもないかもしれない。

　秘書を雇やとうにあたってはたくさん応おう募ぼがあっただろうに、その中からあえて嫌きらいなタイプを選ぶとは思えないし、彼女に対する突つき放はなしたような言動も、深い信頼関係だからこそ為なせる業わざ、という見方だってできるのだ。

「ティナ？」

　私を呼ぶ声にはっとした。ヴィル博士が私の顔を、心配そうに覗のぞき込こんでいた。

「何か悩なやみごとでも？」

「あ、えっと……まあ、その」

　博士の肩かた越ごしに見えるメルジーナさんが気がかりで、返事もそぞろになってしまう。今ここで話したら、彼女にも聞かれるだろうし、それはあまり……嬉しくない。

「わかった。じゃあ、今から少し時間を取って──」

「あと五分で幻獣学会の学会賞選考会が始まります」

　博士の言葉の途中なのに、メルジーナさんが口を挟はさんだ。

「それでは、今日の夜──」

「中間論文発表会の打ち合わせがあります」

　この場では言いにくい、という私の気持ちを博士は汲くんでくれたものの、代案を全て彼女によって潰つぶされて──本当に忙いそがしいのだろうけど──、苦々しい表情を浮うかべている。

　苛いら立だちを隠かくすことなく大きなため息をついたあと、では、と博士は再提案する。

「ゆっくり時間を取ることは難しいが、今日の昼休みはどうかな？　君の心に寄り添うことは、この私の使命だ。限られた時間でも最大限の働きをしてみせよう」

　また大おお見み得えを切っちゃって、と失しつ笑しようが漏もれたけど、嫌いやな気持ちはしなかった。むしろ、あまり認めたくはないけれど、……かなり嬉しい、かもしれない。

「わかりました。私も調査の準備で忙しくて……昼休み、お願いしますね」

「無論だ」




　昼休みは、私の方から所長室を訪おとずれるつもりだった。ところが、時間になって机回りの片付けをしていたら、私が行くよりも先に博士が研究室にやってきてしまった。

「ティナ、昼食の時間だ！　一緒に食べよう。さあ食べよう!!」

　扉とびらから上半身を乗り出して、満面の笑えみで畳たたみかける博士。犬か。尻しつ尾ぽをブンブン振ふる犬か。そう思ったが、彼は竜りゆうだ。犬と竜の生態の類るい似じ点は……今はまあいいか。

「わかりましたから……博士、落ち着いて」

　放っておけばまた結婚がどうとか余計なことを言い出しかねないと危き惧ぐした私は、これ以上は喋しやべらせまいと、急いでお弁当──とは名ばかりのジャムの瓶びん──を持って彼に駆かけ寄よった。そそくさと部屋を後にしようとしたところで、背後からベオウルフの声がかかる。

「ティナ、結けつ婚こん式しきの日取りが決まったら早めに教えてくれし！　俺おれにも予定ってモンがあるじゃん？　それに新居祝いも余よ裕ゆうを持って吟ぎん味みしたいっスからねえ」

「違います！　やめてください！」

　恐おそろしい。冗じよう談だんでもそんなこと言われると、ヴィル博士がまた調子に乗る。

「私も出席するから！」

「リリィもやめてください！」

「写真係は私がしよう」

「マルコまで!?」

　ベオウルフの軽口に便びん乗じようして、全員が私をからかってきた。本当にやめて！　と止めたいと同時に、ノリのいいみんなのことが大好きだとも宣言したい。

　実際に結婚式をすることになったら、きっと彼らを招待するだろう。けど、そういうことじゃない。結婚も式も予定はない。

「マルコの申し出はたいへんありがたいが、私は写真を撮とられるのが好きではなくて」

「ヴィル博士は黙だまっててください。問題がどんどん複雑化します」

　少々の鼻血は致いたし方ない。私は覚悟を決め、博士の胸だか腹だかに手を当てて、今にもみんなと式の打ち合わせを始めそうな勢いの彼を、ぎゅうぎゅうと部屋の外へと押す。その身体からだは私のようにぷよぷよっとした質感ではなく、かたい。そしてびくともしない。

　足を踏ふん張ばっていっぱいに力を込めてようやく、博士を退室させることに成功した。

　部屋の扉を完全に閉めてから、私は博士の顔を見た。だが、絶対垂れているだろうと思っていた鼻血は、まだ流れてくる気配がない。

「……今回は鼻血、出さずに済みました？」

「そうだな。──気配もない」

　肩で息をしながら、私は何を真面目に確認しているのだろうかと、なんだかひどく滑こつ稽けいに思った。




　中庭は廊下に面しているから他人の目についてしまうし、昼休みには色んな部署から憩いこいを求めて所員たちがやってくるため、込こみ入いった話をするには向かない。

　そこで、私たちは裏庭で話をすることにした。裏庭に続く裏口の扉は常に施せ錠じようしてあるうえ、鍵は博士が管理しているから私たち以外に誰も来ないし、狭いながらも木こ漏もれ日びが降り注いで快適そうだ。人目につかない所だからか手入れの頻ひん度どは低いようで、草が生おい茂しげっているものの、バックポーチの階段なら気にせず並んで座すわることができた。

「話というのは、家族のことなんですけど……昨日、父から手紙が届きまして」

　ジャムの瓶にスプーンを突つっ込こみながら、私はかいつまんで事情を博士に説明する。

　父が兄伝いに私の婚約者──ヴィル博士──の存在を知り、会いたいと言っていること。また、私としては兄との関係は今もうやむやになったままだし、兄とは結婚しないのだから、養子縁えん組ぐみも解消した方がよいのではないかと考えていること。しかしながら、どのように話を運べばいいのかわからないでいるということ。

　あまり時間がないとわかっていたから、私は急ぎ足で説明した。要領を得なかったかもしれないけれど、博士は終始ずっと静かに耳を傾かたむけてくれていた。

「両親はきっと、まだ私を兄と結婚させたがっていると思います。でも、私は絶対に嫌」

　最後に自分の思いを述のべると、博士は同意するかのように、大きく頷うなずいてみせた。

「君が『嫌』だということは、私も心から賛成する。ティナの伴はん侶りよは私だからね」

「そういうの、今はいらないんですけど」

　眉み間けんにしわを寄せて彼を睨にらみつけたが、博士は笑ってかわして終わり。もう私も面倒だったので、そのまま話を進めることにした。

「これまでもこれからも、兄とどうにかなりたいなんて絶対に私は思わない。兄はきっと、私を支配したがっているだけなんです。『だからティナはダメなんだ』『ティナは僕ぼくがいないと何もできない』と私を抑よく圧あつしたがる兄と、楽しく暮らせる未来はないですし、仕事が楽しくなってきた今、以前にも増してそう思います」

　幸いにして私の精神は図太く頑がん丈じようだったため、いくら兄に尊厳を傷つけられようとも、何度だって立ち直った。でも、そんな相手と一緒にいたいわけがない。

「幼い頃、私はとても健康だったそうです。でも、私が活発で自分でなんでもできる子でいるのは、兄にとって都合が悪かった。だから兄は私の食事に毎日こっそり洗剤を混ぜて虐ぎやく待たいし、兄を頼たよらねば生きていけない病弱な子になるように仕立て上げたと聞きました」

「洗剤を……食事に？」

　ヴィル博士の顔色が変わったが、想定していた反応だ。だって、この話を聞いて驚おどろかない人はいないだろうから。

「そうです。兄の思惑とは裏腹に、私は風か邪ぜ一つひかない健康児に成長しましたけどね。でも、量を間違えれば死んでいたっておかしくなかった。冗談抜きで私は殺されていたかもしれないし、今後兄と一緒にいたら、いつか殺される日が来るかもしれない。……そんな相手と結婚生活を送るだなんて、とんでもない話だわ」

　博士は口元に手を当てて、神しん妙みような顔で唸うなっている。

「た、確かにティナの幸せのためには」

「でしょう？」

「ティナが幸せでいるためには、私と一緒にいなくては」

「そこに繫つなげるんですね……」

　何を言うかと思ってみれば。

　見事なまでの変態ポジテイブシンキングに、私は驚きを通とおり越こして感かん嘆たんの気持ちすら抱いだいた。あまり触れずに流すけれど。

「なぜかはわかりませんが、兄の私に対する執しゆう着ちやくは病的。正直、怖いです」

　怖いのに、口ではどうしても勝てる気がしない。兄は私を対等な存在とは思っていない。私のことを見下しているから、いくら私が説といたところで聞く耳を持たないだろうことは火を見るよりも明らかだ。

　季節は夏。七しち分ぶ丈たけのブラウスの袖は、気候を考えればもう暑いくらいなのに、今だけは短かすぎた。いつもならば心ここ地ちいいはずのそよ風も、兄のことを考えると、薄うすら寒さむく感じてしまう。

「ティナに対する執着なら、私だって兄君に負けない」

「博士？　あの、だからですね……私の話、聞いてましたよね？」

　あまりにも晴れ晴れとした表情で胸を張って言いだすので、これが人と竜の隔へだたりなのだろうかとか脱だつ力りよくしかけていたところ、博士が私の右手を取った。

「安心したまえ、ティナ。いくら君に執着しているからといって、私なら洗剤のように有害なものを食事に混ぜたりなどしない」

「それは当然です、兄がおかしいだけで──」

　私の指先をすくうように持ちながら、博士はそこに顔を近づけていく。

　銀色の髪かみが彼の綺き麗れいな顔にかかる。私が呆あつ気けに取られているうちに、博士の唇くちびるが私の手ての甲こうに優やさしく触ふれた。

　私のすぐ目の前での光景。端たん正せいな顔が、長い睫まつ毛げが、すっと通った鼻筋が、全てが私の至近距きよ離りにあった。吸すい込こまれそうで、突つき飛とばすことなんてできなくて、何かこう、心臓がとても痛くなって……。

「ティナ、私なら媚び薬やくを混ぜる」

「お、お待ちください……」

　媚薬なんて飲ませられなくても、私は──

　……いや、違う。

　媚薬よりも今私が欲ほつしているものは、あなたの──

　……これも違う。

　誰かに薬を盛もるなんてよくない。

　……これだ！

　ところが、せっかくヴィル博士に伝えるべき正しい答えを見つけたのに、次に口を開いたのは私よりも彼の方が早かった。

「養子縁組の解消は、最終手段にしておきなさい」

　博士は本題に戻もどることにしたらしく、私は突っ込み損そこねてしまい、照れをごまかしきれなくなった。

　まさに心臓が胸から飛び出したみたいだ。ドキドキとかバクバクとか、簡単な擬ぎ音おん語ごでは表すことができないくらい激しい音が響ひびいている。

「血の繫がりはないとしても、ティナをここまで立派に育ててくださった方々だ。長い間探していたのに仲間すらろくに見つけられない私としては、できる限り、円満解決を目指した方がいいと思う」

　円満解決。それができれば、繫がりを断たち切きらなくてもいいのだろう。けれど、自信がない。それに、兄がどんな反応をするのか、まったく予想がつかないことも懸け念ねんの一つだ。

「……ところで、触れていても今日は怒おこらないみたいだけど……少しは私に気を許してくれているということでいいのかな？」

　はた、と気づくと、博士と私の手はいまだ繫がれたままであった。

　慌あわてて離そうとしたものの時すでに遅おそく、博士にさらにきゅっと握にぎられてしまったあとだった。自覚したとたんに感じる彼の熱。熱といっても、彼の指先は私よりひんやりとしていた。そしてその体温の差が余計に博士を意識させる。

「あの、そそそれ、それは……っ」

　自分の口から出てくるのは、意味をなさない言葉たち。

　焦あせっていた。メチャクチャに焦っていた。何か反論しなければとは思うものの、探せど探せどいっこうに言葉が見つからない。

「ええと、あの、ははは博士、はなっ鼻血、鼻血が出てないからっ」

「……本当だ」

　見けん当とう違ちがいなことを言ってしまったと後こう悔かいしたものの、あながちずれてはいないかもしれない。今、私と博士の手は触ふれ合あっているというのに、彼は鼻血を噴ふいていないのだ。

　少しだけ冷静になってみると、これは確かに驚くべき変化だ。これまでは私と少しでも接せつ触しよくするだけで──衣服の上からでも──、博士は鼻血を流していた。しかし、今はどうだ。

　彼の顔は、いまだ平然と美しい状態を保っていた。思い返せばさっき研究室の入り口ですったもんだしていた際に触れた時も……。

　私たちは顔を見合わせる。

「もしかして、私の体が君との接触に慣れたということか？」

　博士は驚きを隠せない様子でそう言うと、私の顔と繫いでいる手を交こう互ごに忙せわしなく見つめた。

「……ということは、まさか、このように触れても問題ないということかっ!?」

　博士が手を離したかと思えば、次の瞬しゆん間かん私の腰こしにその長い腕うでが回された。

「はは博士!?」

　バランスを崩くずし、彼に体を預けた体勢から戻せないのをいいことに、どさくさに紛まぎれて私の顎あごに指をかけ、クイッと上を向かされる。私の左手には大ぶりのジャムの瓶があって、これを落としてなるものかと気が気ではなかったせいで、ろくな抵てい抗こうもできなかった。瓶で殴なぐればよかったかもしれないけれど、とっさにそこまでの判断は無理。

「は、ヴィ、ヴィルはかせっ？」

　近い！　すぐそこ、額と額がくっつきそうな……ま、待って！

「いける、いけるぞ！　この調子なら──うっ」

　白昼の凶きよう行こう再び……である。博士は見る間に「おさわり」をエスカレートさせていき、身じろぎの隙すきも与あたえないほど私はきつく囚とらわれた。

　額が触れ合う。彼の顔が綺き麗れいだとかパーツが美しいだとか、そんなものを一つ一つ観察する余裕などない。白銀の髪が私の顔にふわりとかかった時、もうダメだと私は覚かく悟ごした。逃にげるゆとりも余裕もなく、ただただ両目をかたく瞑つぶる。

　ところが、博士は短いうめき声を濡らしながら、弾はじかれたように私から離れていった。

　どぎまぎしたけど少し名残惜しい気も……いや、とにかく私は恐おそる恐おそる目を開けた。するとそこには、鼻を押さえながら肩を落として縮こまる彼の姿があった。

「ほ、ほら、調子に乗るからですよ……」

　動どう揺ようが激しい私の声は上ずっていたけれど、博士は博士でそれどころではなかったらしい。酷ひどく落らく胆たんした様子で、ポケットからハンカチを取り出し鼻に押し当てながら、ぽつりと「無念」と絞しぼり出す。

「と、とりあえず、落ち着いてください」

　長い足を折りたたみ、背中を丸めて小さく座る博士の姿は、普段の彼からはとても想像などできない。私は必死で堪こらえたが、結局我慢できず噴ふき出した。

　ちなみに、私の顔が赤い理由は「照れ」などではなく、笑いを抑えるのが苦しかったからだ。そう、照れているわけではない、断じて。……ということにしておいて欲しい。

　しばらく安静にしていたら、博士の血も止まったようだ。顔についた血ち糊のりを拭ぬぐいながら、彼はおもむろに話を再開する。

「それで、ご両親への対応だが、私が同席したらお二人も考えを改めるのではないかな？　兄君も相当頑がん固こなようだから、ここは私がひと肌はだ脱ぬごう。説得の際には助力したい」

　両親が兄と結婚するようにしつこく求めてきたとしても、「この人が私の恋人です、婚約者です」と実際に男性と登場すれば、諦めがつくかもしれない。難なん癖くせをつけようにも博士は見た目も整ってるし、肩かた書がきだってなんだって、黙っていればなんら欠点のない人なのだ。そう、黙っていれば。

　だから、博士の提案が悪あく手しゆだとは思えなかった。それどころか、彼がいたら心強いとさえ感じた。

　私は決意し、彼の顔をまっすぐ見つめた。薄く口を開いて、すう、と息を吸い込んだ。

　──私と一緒に、両親に会ってくださいませんか？

　その言葉は喉のどまで出かけたにもかかわらず、結局発せられることはなかった。

「捜しましたよ」

　やれやれ、とでも言うように、メルジーナさんが博士を連れ戻しにやってきたのだ。

　いつもの分厚い手帳を手に、腕うで時ど計けいを確認している。そして、次の予定がどうとかうんぬんかんぬん……。

　タイミング最悪。

　いつもは誰も寄りつかない場所なのに、今日に限ってどうして気づかれてしまったのか。

　博士はしぶしぶと立ち上がり、お尻しりを軽く二、三度払はらった。

「メルジーナ、私は捜してくれなどと頼んでいない。話が終われば自分で戻った」

「ご冗談を。私が早めにお戻りくださいねと念を押したところで、あなたはちっとも聞いてくださらないではありませんか」

　すうっと全身が冷えていくのがよくわかった。頭が冴さえて、冷静さが戻ってくる。

　私は一体、何に浮かれていたのだろうか。……ばかみたい。

　メルジーナさんと博士のやりとりを見ていると、なぜだか気持ちが沈しずんでしまう。よくわからないけど、イライラして、泣きたくなって、楽しい気持ちが吹ふき飛とぶのだ。

「ヴィルヘルム博士、あなたは本当に、私がいないとダメなんですから」

「君がいなくとも、私にはなんの問題もない」

「いいえ、ダメです。大問題です。現に──」

　二人の言い合いが始まってしまったので、同じ場所にいるというのに私だけポツンと取り残された気分になった。

「やっぱりいいです！」

　早くここから去りたくて、私は声を張り上げた。

「ティナ？」

「やっぱり……自分一人で解決すべき問題だと思いますから。博士は来なくていいです。私だけでなんとかします。……失礼します」

　二人の間を縫ぬうようにして、私は裏庭を後にした。逃にげ帰かえったと言われてもいい。とにかく、あの場にとどまっていたくなかったから。







[image: ]







　実家に戻もどるのは久しぶり。就職するために家を出てから今回が初めての帰宅となる。

　九月採用だったから、家を出たのは八月下げ旬じゆん。晩夏の、暑さも峠とうげを越した頃ころだ。陽ひが沈しずむと冷えてくるので、半はん袖そでブラウスに薄うす手でのカーディガンを羽織ったことを今でもよく覚えている。

　それから約一年後の七月。盛せい夏かだ。真夏日になることも多い。

　季節は似たようなものといっても、前回とは事情が異なる。だからやや緊きん張ちようしながら、私は自家の扉とびらを叩たたいた。

「おかえりなさいませお嬢じよう様さま。奥おく様さまをお呼びしますから、しばらくお待ちくださいね」

　出迎えたのは女性の家事使用人。いつものお仕着せに身を包み、私に会え釈しやくしてくれた。

「ありがとう」

　私は母を待つ間、二階の自分の部屋へと向かった。

　ベッド、勉強机、一人がけのソファ、ゴチャゴチャうるさい花はな柄がらの壁かべ紙がみ。私が暮らした頃のまま、きれいに掃そう除じされていた。本ほん棚だなだけはスカスカ。本のほとんど全てを転居先へ持っていってしまったから。

　ここで暮らしながら、どんな思い出があっただろうか。楽しかったこと、苦しかったこと、辛つらかったこと。そんなことを回想していたら、再び使用人がやってきた。

「お嬢様、リビングで奥様がお待ちです」

　私が兄から養女の事実を聞かされたことは、すでに母も知っているはず。だから、今日が「母と娘」ではなく、「養母と養女」として対面する初めての日だ。

　階段を下りながら、少しずつ動どう悸きがしてきた。緊張しなくても大だい丈じよう夫ぶ、だって母さんは母さんなのだし、これまでずっと一いつ緒しよに暮らしてきた人だもの。……と自分に言い聞かせるものの、大した効果は得られない。

　使用人に先導され、私はリビングに続く扉をくぐった。

「おかえりなさい、ティナ。ようやく戻ってきてくれたのね！　ずうっと待っていたのよ？　今夜はあなたの好きなメニューよ。楽しみにしておいてね」

　灰みがかった亜あ麻ま色いろの髪かみに、目め尻じりの下がった優やさしげな瞳ひとみ。いつもの母だ。目元が兄とよく似ている。

　以前となんら変わらない様子──または、一年ぶりの再会を心から喜ぶような様子──で母に熱く抱ほう擁ようされながら、私は一人うろたえていた。

　どうして？　私がこの家に引き取られたのは、兄と結けつ婚こんさせるためでしょう？　その結婚を拒こばんだのだから、母としては嬉うれしくないはず。それが……なぜ？

　もしかしたら「出て行け」と罵ののしられるかもしれないと身構えていたから、完全に肩かた透すかしを食らった。

　私は母に促うながされるまま、昔むかしからある大きなソファに腰こし掛かける。

「それで、お仕事はどう？　お兄ちゃんから聞いたわよ、ずいぶん頑がん張ばっているって」

「え？　……う、うん、忙いそがしくしてる」

「頑張るのはいいことだわ。でも、もうちょっと頻ひん繁ぱんに帰ってこられないの？」

「ちょっと難しい……かも。今度も長期出張に行くし」

　出張というか、調査だ。でも、そんなこと母にはどうでもいいのだろうなと無意識的に斜しやに構えてしまう。

「あらまあ！　なんだかお父さんやお兄ちゃんみたいね」

「……父さんは？　手紙だと、まだこっちだって」

「書しよ斎さいにいるわ。切りがいいところまでお仕事してから会いにくるそうよ」

「そう……」

「お兄ちゃんは外出中よ。せっかくティナが帰ってきたのに、こんな時に限って留守なんだから、タイミングが悪いわねえ。どうする？　呼よび戻もどすこともできるけど──」

「いっ、いいですっ！　……大丈夫、どうせゆっくりしている時間もないし」

「もちろん泊とまりはするのでしょう？」

「う、うん、一いつ泊ぱくだけさせてもらって、明日の早朝には出るつもり。差さし支つかえがあるなら、どこかホテルでも──」

「ティナ、遠えん慮りよなんかする必要はない」

　父が現れた。話し声が聞こえたみたいで、入室するなり会話に加わってきた。

「父さん……ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　父は微笑ほほえみ、母の隣となりに座すわった。その髪色も口元も、私が苦手な兄にそっくり。

「ティナ、お前が本当は養女だということを、フレッドから聞いたそうだな。動揺するのももっともだが、お前は何一つ気にしなくていいんだ。血の繫つながりなんてなくとも、これまでずっと家族として仲良くしてきただろう？　これからだって、何があろうと私たちは家族だ」

　父は私を励はげましてくれた。とりあえず「ありがとう」とは言ったけれど、実際のところ昔から知っていたから、動どう揺ようなんてまったくしていない。それよりも、兄からプロポーズされたことの方が私にとっては大きな衝撃だった。

「お友達とは仲良くやっているの？　職種は違うけど、偶ぐう然ぜん同じお勤め先になったお友達。……ええと、ミミさんだったかしら」

　ミミのこと。私は少し胸が痛んだ。

　彼女とは罵ば倒とうされて以来没ぼつ交こう渉しようが続いているけど、私は今でもミミのことを友人だと思っているし、彼女が私と会ってもいいと言うのなら、ぜひ仲直りしたいと思う。兄のことを置いておけば、ミミはとてもいい子なのだ。

「ミミは……ちょっと色々あったみたいで、仕事を辞やめてしまったの。こっちに……実家の方に帰ったと聞いたけど、母さんたちは会ってない？　ア、アパートには今一人で住んでいるけど、心配しないで！　近々管理が厳重でもっと安全なところに引ひっ越こそうと思って、物件を探しているところだから！」

　実際に住まいを移す予定はない。「ミミと隣同士の部屋を借りる」という、一人暮らしの条件が満たせなくなったことに対する方ほう便べんとしての代替案なだけ。もしも本当に養子縁組を解消するなら、保証人の関係で引っ越さざるを得なくなるけど。

「なんであれ、楽な仕事などないからな。若い女性が仕事をするのが、そもそも難しかったのだろう。大切に育てられた身ならなおさら。耐たえきれなくてもしょうがない」

　父の女性に対する偏へん見けんは根強い。しかし女性をばかにするつもりはなく、純じゆん粋すいに、女性はか弱く男性が守り導みちびくべき存在なのだと考えているだけだ。こういうところに兄も影えい響きようを受けたのだろうなと、なんとなく察しがついたりもする。

　二人とも、街で女性が困っていたら紳しん士し的てきに手を差さし伸のべるし、「女など」と見下したりしない。だからこそタチが悪く、矯きよう正せいするのが困難なのだ。

「失礼します」

　扉がノックされ、紅茶とお茶ちや菓が子しが運ばれた。

「あ……」

　これは、私の好きなミックモックのラングドシャクッキー……！

　私の目の色が変わったことに気づいたのか、母が嬉しそうに語りだす。

「ティナはこのお菓か子しが好きだったでしょう？　あなたが帰ってきた時にいつでも食べられるようにと、切らさないように常に用意していたのよ」

　薄うすく細長い形のクッキーで、縁ふちが黄こ金がね色いろに色づいている。サクッという軽かろやかな食感が、ひと目見ただけで頭の中に甦よみがえる。

　今回の帰宅は重たい話をすることを覚かく悟ごしてのそれだった。お茶菓子で懐かい柔じゆうされてはいけないのに……という思いと、母の気遣いを無む駄だにしてはいけない、という思いが激しくぶつかり合って、わりとすぐに後者が勝った。

　結局私は甘あまいものに弱いのだ。もしも私が殺されるなら、硬かたく尖とがった甘あまいケーキに刺さし殺ころされて死にたい。……ちょっと自分でも何を言っているかわからないけれど。

　どうぞとすすめられるがままに、私はクッキーを一口頰ほお張ばる。

　サクッ、ホロホロ。そう、これ。これっ！　これぞ私の大好きな、ミックモックのクッキーだ！　歯が触れただけで簡単に崩くずれて、口の中にバターの香かおりがじんわり広がる。

　菓か子し店てんによってはこのクッキーにクリームをサンドしてみたり、焼きたての熱いうちに形を曲げてアレンジしたりしているところもあるけれど、私はどれもこれも好きだ。大好き、みんなまとめて愛してる……！

「結婚を考えているんだって？」

　父の唐とう突とつな一言により、私はすぐに現実に引ひき戻もどされた。

「フレッドから聞いたよ。相手はどんな男なんだ？」

　紅茶のカップを手に取って、大急ぎで口の中のクッキーを喉のどの奥おくへと流ながし込こむ。本来ならこんなに焦あせって食べるなんてクッキーに失礼極きわまりないが、今回に限ってはどうにか許していただきたい。

「しょ、職場の人で……研究所の所長をしているの。有名な人だから、父さんたちも名前くらいは知っているかもしれないけれど」

「所長？　たしか、フロイデン……」

「ヴィルヘルム・フロイデンベルク。幻げん獣じゆう学者であり、竜りゆうの研究者」

　言っておいてなんだけど、ヴィル博士は偽ぎ装そう婚こん約やく者しやであって、実際に私たちが結婚するわけではない。しかしながら、竜の世界ではすでに私の夫ということになっている。気持ちは当然追いついてなくて……ああ、なんだかとてもややこしい。

「どういう経けい緯いで仲良くなったの？」

「研究所内で飼育していた生き物が脱だつ走そうする事件があって、その時に襲おそわれそうになったのを、彼が助けてくれて」

「まあ……そんな危険な目に遭あっていたなんて」

　年ねん齢れい、見た目、性格、好きな食べ物、嫌きらいな食べ物、ありとあらゆる彼のこと。

　ぼろが出てはいけないと思い、聞かれたことには全て必死で回答した。

　両親は相あい槌づちを打ちながらけなしもせずに穏おだやかに話を聞いてくれていた。次第に、今回私を呼び寄せたのも今こうして耳を傾けてくれるのも、純粋な親心ゆえだったのだろうかとの思いが強くなっていった。

「そうかそうか。素す晴ばらしい相手のようだね。一緒にいて安心できる相手ができたなんて、とても喜ばしいことだ」

「あんなに病弱だったティナが、こうして大人になって独ひとり立だちをして、自分で全て決められるようになるなんて。本当に、自じ慢まんの娘だわ」

　父からも母からも、反対意見は出なかった。それと同時に、私は自分を恥はじないわけにはいかなかった。

　両親はきっと、私のことが心配だから、私に会いたがったのだ。「しょせん養女だから」と、私の方がはなからひねくれた見方をしていた。

　血の繫がりなんかなくても、両親が長年私を育ててくれたことに変わりはない。実の親子のように父も母も抱だきしめてくれたし、一緒にお出かけもしたりして、たくさんの思い出を共有してきた。お金だって手間だって、兄と同じように湯水のようにかけてくれたのだ。

　父は紅茶を一口飲んでから、私の目をまっすぐに見た。

「ティナ。もう知っているだろうが、大事なことなので改めて私の口から伝えよう。お前は養女だ。お前は私の友人夫妻の忘わすれ形がた見み。だから私たちとは血が繫がっていない。……でも、父さんはお前にもフレッドと変わらぬ愛情をもって育ててきたし、それはこれからも変わらない。いつまでだって、お前は私たちの娘だ」

　血の繫がりがどうだと駄だ々だをこねているのは、両親ではなく私の方だったのかもしれない。父さん母さん、ごめんなさい。私はあなたたちのことを、ずいぶん誤解して──

「だからこそ、お前にはフレッドと結婚してほしい」

　最後まで聞いて、私は固まる。頭が真っ白になった。

「え？　……と、父さん？　私の話、聞いていたでしょう？」

「残念だが、その男とは別れなさい。お前が言いにくいなら、私がその男に伝えてもいい。婚約破は棄きに慰い謝しや料りようが必要なら、手切れ金代わりに父さんがいくらでも払はらってやるから」

　私は母をすがるように見た。彼女は悲しい顔をして、小さく何度も頷うなずいている。

「好きな人とお別れするのは、悲しいことだとは思うわ。でも、悲しみはいつか乗のり越こえられる。だってあなたにはお兄ちゃんがついているんですもの」

　──母は私の味方ではなかった。

　私は完全に勘かん違ちがいをしていた。

　ここはもはや、私が暮らした「懐かしい我わが家や」ではない。

　敵地。敵の本丸。しかも援えん軍ぐんは来ない。完全に四し面めん楚そ歌かだ。

「ティナ、仕事は十分楽しんだだろう？　もうままごとはやめなさい」

「……いやよ。ままごとじゃないし、出張の日程も決まっていて、抜ぬけたら仲間に迷めい惑わくがかかる。無理な話だわ」

「お前一人が抜けたところで、大した問題ではないだろう。今日でお前が退所しても、誰だれかがその穴を埋うめる。別にお前ではなくとも仕事は回るものだ」

「いやよ、辞やめない。仕事は私の生きがいなの。絶対に辞めないから！」

　悪夢の中にいるようだ。動どう悸きが激しく、気を抜いたら今にも昏こん倒とうしてしまいそう。

「じゃあどうするんだ？　この家から通うにしても、距きよ離りがありすぎるだろう。日の出前に家を発たって、深夜に帰ってくるつもりか？　フレッドのことはどうするんだ」

「ど、どうしてそこで兄さんが出てくるの？　関係ないじゃない」

「関係ないことないわ。せっかく結婚するのに、あなたが仕事を続けていては夫婦の時間が減ってしまうでしょう？」

「私は兄さんとは結婚しないって言ってるのよ！」

　母が私の手を取ろうとしたのを振ふり払はらい、勢いに任せて立ち上がった。

「私は仕事を辞めないし、この家にも帰らない。兄さんとも絶対結婚する気はないから！　……お願い、わかってよ」

　二人は顔を見合わせて、困ったように肩かたをすくめた。

「わかったわ。あなたの思いはわかったけど、私たちやお兄ちゃんの気持ちを、どうしてティナはわかってくれないの？」

　わかったとか、わからないとか。頭がこんがらがってしまいそうだ。

「母さんたちが私を兄さんと結婚させたいっていうのはわかった。でも、納なつ得とくはできない。お断りよ」

「ティナ、納得できなくても、そうして。お兄ちゃんと結婚しなさい」

　まるで子どもを諭さとすような言い方だ。

　駄々をこねているのはどっちなのだろうか。私ではないはず……だよね。何が正しいのか訳がわからなくなってくる。

「私じゃなくても、もっと兄さんにふさわしい相手がいるんじゃないの？　私の心変わりを待つよりも、他を探した方が早いはずよ」

「フレッドがお前がいいと言っているんだから、私たちに反対する理由はない。……ティナ。私たちはこれまでお前を大切に育ててきた。少しくらい恩返しをしてくれてもいいんじゃないのか？」

「……恩返し？」

　それを親が子どもに要求してしまうのは、無ぶ粋すいだし、野や暮ぼだし、少なくとも私は彼らに絶望した。

　見返りを期待して、父さんと母さんは私を育てたの？

「フレッドと結婚すること。それがお前にできる最大の恩返しだ。私たちのことを思うなら、そうしてくれ」

「そうよ。お兄ちゃんのため、私たちのためにも、お願いだから我わが儘ままはやめて」

　我が儘？　これが？　自分の気持ちに従うことが、我が儘になってしまうというの？

　何も、誰かを傷つけようとか誰かの物が欲ほしいとか、そういうことを言っているわけではない。自分の意思を尊重することすら、私の場合は我が儘になってしまうというの？

　呆ぼう然ぜんとしている私の肩に、父がそっと手をかけた。立ち上がった時の勢いは殺そがれ、促うながされるまま私はソファに再び座る。

「いいか、ティナ、よく聞くんだ。これまでお前とフレッドは、兄きよう妹だいとして育ってきた。だから急に兄と結婚しろと言われて戸惑っているということもわかる」

「違う、戸惑っているんじゃなくて──」

「最後まで聞くんだ。いいな？　……今は戸惑いから反はん抗こうしたいんだろう。だが、これはお前のためでもあるんだ。将来必ずフレッドと結婚してよかったと思える時が来る」

「来ないわ」

「来るさ！　フレッドはバロウズ家の嫡ちやく男なんだ。フレッドと結婚すれば、お前はバロウズ家当主の妻になれるし、社長夫人にもなれる。今のように忙せわしなく働く必要もなくなって、悠ゆう々ゆう自じ適てきに暮らせるんだ。見てみろ、母さんを。広い家に住み、綺麗な服を着て、美お味いしいものも好きなだけ食べられる。これほどの幸せはないだろう？」

　父は貿易の仕事をしている。船で外国へ買い付けに出かけ、世界中を飛び回っている。

　でも、その了りよう見けんは狭せまいみたいだ。価値観なんて人それぞれに違うということをまるでわかっていないのだから。

「私からすれば、それを幸せとは呼べない」

「今はまだ若いからわからないだけだ」

「いいえ、関係ない。私のことは私が決める。これ以上しつこく言うのなら、私はこの家を出て行くわ」

　優しく請こえば私を落とせるとでも思っていたのか、今までは幼おさな子ごを諭すように、微笑みを浮かべさえしていた。

　ところが、私が放った「出て行く」の一言で場の空気は一変した。

　母は目に涙なみだを溜ためて肩を震ふるわせ、今にも泣きだしそうな様子。それに気づいた父は、母の肩を慰なぐさめるように抱いている。

「なあ、ティナ、お願いだ。フレッドは本当に、お前のことを愛しているんだよ」

「でも私は愛していない」

「そんなこと言わないで。ティナに出て行かれたら、私たちが耐えられないのよ」

　顔を両手で覆おおった母の、嗚お咽えつの交じった悲痛な声。

「耐えられない……？」

「あなたのいないこの家が、一体どんな雰ふん囲い気きか……あなたは知らないでしょう？」

「なに？　兄さんが何かしているの？　母さんの主観ではなくて？」

　母は首を振ふったけれど、何も言わないままだから、どういう意味なのかつかめない。

「お兄ちゃんは昔から頭がよすぎたから、親である私たちにもあの子の考えは読めなかった。常にニコニコ愛あい想そがいいのに、残ざん酷こくなことも平気でする。それも大人顔負けの方法で」

　幼い頃、私をいじめていた子に兄は報復をしていた。母はそのことを知らないと思っていたけれど、兄を恐おそれて見ないふりをしていただけなのかもしれない。

「あの子が何を考えているか……正直、私たちにもわからない。ティナのいないこの一年、お兄ちゃんたら表には出さないけれどずっと機き嫌げんが悪い様子で、家の空気もとても重くて」

「……私の知ったことじゃないわ」

　気になるけれど、放っておかねば私はここから抜ぬけ出だせない。

「ティナ抜きであの子と何を話せばいいの？　どう接したらいいか、もうわからない。あなたがいれば、あなたにあの子を任せられるのに──」

　私に兄を任せる……？

　聞き捨てならない言葉を聞き、私は眉み間けんにしわを寄せた。

「ちょっと待って、それ、どういうこと？　私を兄さんに宛あてがって、兄さんのご機き嫌げん取りをしようとしてるってこと？」

　母の顔色が変わった。私が真相を悟ったことに気づいたようだが、もう遅い。

「ち、違うの、違うのよ。ねえティナ、落ち着いて？」

「もしかして……もしかして、兄さんが私の食事に洗せん剤ざいを混ぜていたことも、母さんたちは知っていたの？」

「ティナ……そ、それをどこで聞いたんだ？　違うんだ、あれは──」

「あれは？　ほら、やっぱり知っていたんじゃない！　父さんも母さんも、知っていて放置してたのね。私の命がどうなろうと、兄さんの機嫌を取れればそれでいいんだわ！」

　違う違うと両親は言うけど、稚ち拙せつな言い訳にしか聞こえない。

　やっぱり私は、兄のためにこの家に引き取られたのだ。それ以外に価値はない。

「言うなれば、私は兄さんの玩がん具ぐ？　生いけ贄にえね？」

　気の抜けた笑いが込み上げてくる。はは、と笑ったら父が一層慌てだした。

「ティナ、そうじゃないんだ」

「じゃあなんなのよ！　私を引き取ったのも、兄さんと結婚させるためだったんでしょう？　最初から私を生贄にするつもりだったくせに、今いま更さら何を」

「そうじゃない、そうじゃないんだが、でも、フレッドが──」

「もういい！　いくら命令されようが懇こん願がんされようが、私は兄さんとは結婚しない。絶対に！　もしもこれ以上しつこくするなら──」

　養子縁組は解消する。

　そう言うつもりだったけど、ノックの音に阻はばまれた。

「僕ぼくは認めてあげてもいいと思うけどな」

　扉を開いて現れたのは、外出中と聞いていた兄──フレッド。

「恋こい人びとができて、ティナはその男と結婚の約束までしている。愛し合っている二人を、引ひき裂さくなんてかわいそうじゃないか。許してあげるべきだと僕は思うけどなあ」

　彼は何事もなかったかのように、ゆったりと構えて微笑みすら浮かべていた。

　しかも、前回はあれほど強ごう引いんに私に結婚を迫せまってきたというのに、どうして今日は意見を翻ひるがえしているの？

　彼が本当に私の気持ちを考えてくれたとは思えない。……では、なぜ？

　私は母の顔を見た。この状じよう況きようでも、兄と結婚しろと言うのだろうか。

「あ、あら、ウフフ。それじゃ仕方ないわねえ。お兄ちゃんがそう言うなら、私たちも認めてあげなきゃね」

「え？　か、母さん……？」

　父を見た。

「そうだな、フレッドもティナの味方をするなら、反対するわけにはいかないな。ティナ、次の帰宅時には相手を必ず連れてきなさい」

「は、はあ……？」

　兄が私とヴィル博士の結婚を認める発言をした途端、両親は二人して賛成に転じた。

　さっきまでのやりとりは一体なんだったのだろう。そして、兄もあれだけ私に執しゆう着ちやくしているように見えたのに、どうして手のひらを返すのか。

　私への興味が失うせたのなら、これ以上嬉しいことはない。それにしたって目的がわからず、とにかく不気味で仕方がない。

「……そうだ、まだ仕事が残っていたんだった。片付けてくるよ。夕食までには終わらせるから、ティナ、フレッドと久しぶりの会話でもしてもう少し待っていてくれ」

「……あらいけない、私もやることが残っていたわ」

　白々しい理由を作って、両親はそそくさと退室していった。二人のあれは言い訳だ。ただ、兄と一緒にいたくないだけだ。

　あれだけ博士との結婚に反対していたのに、兄が「認めてあげてもいい」と言った途端、簡単に賛成するなんて。

　やっぱり私は生贄だ。兄の機嫌取りをするためだけに引き取られた存在なのだ。

　私の人としての尊厳など、考えてくれる人はここにはいない。

　さっきまで両親が座っていた場所に、今度は兄が腰こしを下ろした。使用人が兄のための紅茶を運び終えてしまったら、私は兄と二人きり。

　極度の緊張で喋る余裕のない私に代わり、兄がぽつりと言葉を発した。皿に残ったクッキーを見て、兄は懐かしいと言う。ティナが昔から好きだったクッキーだ、と。他た愛わいもない会話のはずなのに、警戒を解けない私の顔はずっと強こわ張ばったままだ。

「ティナ、おかえり。あらかじめ知らせてくれれば、僕だってきちんと予定を空あけて待っていたのに。婚約者の彼は来ていないのかい？　会えることを心待ちにしていたんだけど」

「……心待ち？」

　疑問が口をついて出た。

　どうして？　兄は私との結婚を望んでいたから、ヴィル博士の存在は、兄にとっては嬉しくないはず。

　にもかかわらず、「心待ち」に？　博士の欠点をあげつらって、こてんぱんに言い負かしたいから？

　いやらしい考えだけど、私にはもう、そうとしか思えない。

「兄さんは一体何を考えているの？　あなたの考えていることが、私には全然わからない」

　兄は笑った。

「そりゃわからなくて当然だよ。だって僕と君はそれぞれ別の人間じゃないか。僕の思考を読むだなんて、ティナはどれだけ自惚うぬぼれているんだ」

「……博士との結婚、どうして認めることにしたの？　あれだけ私にこだわっていたのに」

「もしかして、認めてほしくなかった？」

　落ち着け、落ち着け。見下す言葉を口にしたり、揚あげ足あし取りでこちらの心を攪かく乱らんするのは、ずっと前から変わらない兄の手口。乗せられては敵の思おもう壺つぼだ。

　冷静であれと自分に言い聞かせ、私は大きく深呼吸をした。

「そうじゃなくて。私が知りたいのは、どうして兄さんが正反対のことを──」

「だって僕はティナの味方だからね。ティナがどんなに不出来だろうと君を誰よりも愛しているし、君が誰と結婚しても、僕は君のことを大切に思っているんだよ」

　味方とは、なんだろう？　愛とは、大切とは。

　涼すずしげな顔で堂々と言ってのけるこの人は、かつて私に洗剤を盛もっていた。口ではなんとでも言えるのだ、決して彼を信じてはいけない。

　ソファに座っているというのに、私の足は震えていた。

　それを気け取どられないように、私は兄を嘲ちよう笑しようしてみせた。

「私が大切？　そんなの信じられないわ。普ふ通つう、大切な子に洗剤を飲ませる？」

　いくら大切だからといっても、食事に洗剤を混ぜるなんて人として間ま違ちがった行こう為いのはず。

「ミミのこともそう。大切な友人だったのに……兄さんは彼女の思いを利用し、傷つけた」

　兄にそそのかされたりしなければ、ミミは新薬を盗ぬすみ出だすなどしなかった。兄がミミを利用しようとしなければ、彼女は今も私の横で笑っていたかもしれないのに。

　兄は困ったように語りだす。

「あれはどちらも仕方のないことだったんだよ。ティナがお転てん婆ばすぎたから、怪け我がをする前の用心として洗剤で体力を削そいでおいただけ。あの頃の僕は幼かったが、幼いなりに大好きなティナが死んでしまわないよう、洗剤の量には気を遣つかってあげたんだよ」

　兄は気づかない。

　自分の異常さに気がつかない。

「おかしいわ。おかしいということに気づいていないこと自体が、まずおかしい」

　思い切り罵ば倒とうしてもよかったかもしれないけれど、兄に恐きよう怖ふすら感じている今、声が震えて裏返らないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

「ミミの件は……そうだね、確かに彼女は失しつ恋れんをしたわけだから、無傷というわけにはいかなかった。だが、よく考えてみてほしい。ミミは失恋するまでの短い間、僕と両思いになれたという幸せな気分を味わえたはずだよ。その点は、茶番に付き合った僕に感謝してほしいくらいだ」

　兄は話の論点をすり替えるのがとてもうまい。怒いかりの矛ほこ先さきを上手に自分から逸らしていく。

　けれどもう、私は騙だまされたりしない。

　万一騙されたとしても、この「兄」が言うのは真実だけではないと知った今、彼の異常性をすぐに気づける位置にいる。……はずだ。

　正直今もとても気持ち悪くて、不気味で、吐はき気けがして、すぐにでもこの場から立ち去りたかった。しかし逃げてはいけないと、私は必死で踏ふみとどまっている。

「結局、兄さんは私に何を望むの？」

　想定外の質問だったのか、兄は少し目を見開いて、驚おどろいているようにも見えた。しかしそんなのも一瞬で、まるで用意でもしていたかのように、すぐにスムーズに答えを言う。

「僕のお願いを素す直なおに聞ける、分別のある可愛かわいいティナでいてほしい」

　受け手によって意味なんかどうとでも変わる答えだ。兄の十お八は番この、とても狡こう猾かつな答え。

「分別というのは、兄さん基準？　兄さんにひたすら従順であれ、と？　……だったら、私にはできない。私は私の人生を私のやりたいことに使う」

「従順であれ、とまでは言っていないだろう？　そうやってすぐ、ティナは他人に責任転てん嫁かをするよね。そういうところがダメなんだ」

「せ、責任転嫁なんかしてないわ。むしろ、それをしているのは──」

　兄の挑ちよう発はつに乗りかけたその時、扉を叩く音が部屋に響ひびく。

「……フレッド様、お客様がお見えです」

「客？　僕は客なんて呼んでは──」

　出たり入ったり、今日はなんだか忙しないなと、他ひ人と事ごとのように思っていたのに、全然他人事なんかじゃなかった。

　お仕着せの使用人の背後から、見覚えのある頭がヒョコッと飛び出ている。

　長身で、銀色の髪で、やたらと綺麗な──

「ヴィッ、ヴィル博士!?」

　どうして？　私は彼を呼んでいないし、来てくれと頼たのんだ覚えもない。むしろ実家の詳しよう細さいな場所も、彼には伝えていないのに。なぜここがわかったの？

　驚きのあまり弾かれるようにソファから立ち上がった私を、ヴィル博士は一いち瞥べつした。そして私に目配せしてから、兄に向かって歯切れよく自己紹しよう介かいをし始めた。

「初めまして、あなたがティナの兄君ですか？　素晴らしい妹いもうと御ごをお持ちで。本日はお招きくださり光栄です。……そうです、私がティナの恋人の、ヴィルヘルム・フロイデンベルクです」

　博士は兄に握あく手しゆを求めたが、兄は差し出された手を放置。こればっかりは、兄の気持ちが少しわかる気がしてしまう。得体の知れない人物の登場に、私が兄の立場でも確実に戸惑っていたはずだ。

「ティナの……『恋人』？　本当にあなたがティナの交際相手なら、プロポーズを済ませて承しよう諾だくも得た『婚約者』なのではありませんか？」

　博士とは恋人設定でいこうと話し合って決めたことを、私はここで思い出す。にもかかわらず、兄には「婚約者」と設定を間違えて伝えていたうえ、博士にはそれを話しそびれたままだった。

　どうしよう、いきなりしょっぱなから齟そ齬ごが発生してしまっている！　私は博士をハラハラしながら眺ながめていたけど、どうやらそれは杞き憂ゆうに終わる。

「いやあ兄君。事実上私はティナの婚約者ですが、気持ちは常に恋人なのです。それがうっかり言葉に出てしまいましたね。ね、ティナ。私の婚約者、ティナ」

「え？　ええ、そ、そうね……」

　博士は動揺することもなく、さらりとアドリブを演じてみせた。しかし、目をらんらんと輝かせるまでは別に求めていなかった。演技の癖くせが強すぎる。嫌な予感しかしない。

「婚約者。ああ、ティナ、君は私の婚約者、か。なんて美しい響きだろう、婚約者……個人的には『妻』の方が好きだが……婚約者。いい。とてもいい。愛してるよ、婚約者のティナ」

　くどい！　しつこい！　と罵ば倒とうしたいが、兄の手前口に出せないのがもどかしい。

「ところで兄君、ティナは本当に素晴らしい女性ですね。もし私があなたの立場だったとしても、人目や外がい聞ぶんなど気にせず、ティナに求きゆう婚こんしてしまいそうだ。ですよね、兄君！」

　再度私は博士を面めん罵ばしたくなった。ばか！　だまれ！　と勢いに任せて思う存分怒ど鳴なりつけたい。

　敵地のど真ん中で大将の神経を逆さか撫なでするなんて、一体何を考えているのか。「穏おん便びん」という言葉、もしかして博士は知らないのだろうか。

　ふふふ、と二人とも含ふくみ笑わらいをしているが、和なごやかなムードなんかじゃない。意図の読めない彼らの笑え顔がおが、かえって私の恐怖を煽あおる。
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「……僕はあなたを歓かん迎げいしますよ。ティナを大切にしてくれるというなら、あなたを家族の一員として歓迎してもいいとも思っている」

　促されるまま私の隣に腰掛けながら、博士はおや？　と気づいたようだ。

「兄君は私とティナの結婚に反対だったのではないのですか？」

　兄が賛成に転じることを、私は予見できなかった。博士としても同じだろう。

「まあね。僕はティナと結婚するために幼い彼女を引き取ったのだし、つい先日までそのつもりだった。でも、すでに婚約者がいて、僕が何を言おうとも二人の仲が揺ゆらがないというのなら、夫の役はあなたに譲ゆずるのが正しい。そうでしょう？」

　どこまでが本心で、どこまでが建たて前まえか。私は兄の言葉を静かに聴ききながら、その境目をじっと探さぐった。

「でも、本当にティナでいいんですか？　年齢的には成人ですが、ティナはまだまだ未熟だ。直さねばならないところが山ほどあるというのに」

　心臓がバクバク鳴りだした。

　未熟。兄はいつも、私のことを未熟だと言う。……確かに、色気より食い気だし、職場でもまだまだ新人だし、社会人になりたてなのにもかかわらず結婚がどうとか言っているし。

　今の発言を受けて、博士はどう思うのだろう。博士も兄に同意する？

「私が知る範はん囲いでは、ティナは素晴らしいお嬢じようさんだ。そして、未熟な点があろうとなかろうと私は、全てひっくるめて愛したいと思っているのだが？」

　──あ。

　──どうしよう。

　──とても、とても今、わたし、……なんだろう、この込み上げてくる思いは。

「あなたは全然わかっていない。僕だってこんなこと言いたくないが……仕方ない、不出来な妹と交際を始めてしまったあなたのためだ。ティナはまだ、精神的に子どもだ。悪い所、なってない所がたくさんあるのに、周囲のフォローに甘えるばかりでちっとも直そうとしないんです。誰か指し摘てきする者がいなくては、ティナはこのまま付け上がってきりがない。だから僕が教えてあげようとしているのに、突つっ走ぱしる癖を直そうともせず、いつだって僕をあてにしている。僕に依い存ぞんしすぎなんだ」

「具体的にはどういった点について問題だとおっしゃるのです？」

「具体的に？　そんなもの、たくさんありすぎて枚まい挙きよにいとまがありませんよ。あなたもすぐに見つけられるはずだ」

　兄は言げん及きゆうしなかったけれど、私にはなんとなくわかる。家族の反対を押し切って研究者の道を進んでしまったことなんか、その最さいたるものだろう。

　しょせん女が社会に出ても、成なし遂とげられるものなどない。限られた給金でやりくりするのも、服の洗せん濯たくも身だしなみを一人で整えるのも、裕福な家庭で使用人に囲まれ育った者には難しいだろう。うまくいくはずがないと、兄は決め込んでいるのだ。

　実際、得た収入は生活費として使い果はたし、あまり手元に残らない。でも、その生活を続けてもうすぐ一年になる。兄ももっと私を認めてくれていいはずだ。

　……こうやって言葉がスラスラと頭の中に湧いてくるのはきっと、私の隣にヴィル博士という強い味方がいてくれるからだ。一対一で兄と対峙していたら、ここまで冷静ではいられなかった。

　兄の当てこすりを、ヴィル博士が一いつ笑しように付ふす。

「ティナのことは、私にだってわからない。我々はみな個別の生き物なのだから、わからなくて当然だ。だから私はティナのことをできるだけ理解したいと思っているし、そのために多くの時間を共有したいと思っている」

　博士が不意に、私の手に手を重ねた。やや強引に手を握ると、そのまま自分の膝の上に置いた。

　彼の手はとても温かった。……いや、違う。私の指先が、氷みたいに冷えていたのだ。多分、すごく緊張していた。

　どさくさに紛まぎれて、また私に触るなんて。でも、博士にも少しずつ耐たい性せいがついてきたのか、この程度の接触では鼻血を出さずに済むようになっていた。喜んでいいのかそうでないのか、とても複雑なところだけれど。

　私が一人で悶もん々もんとしていることなど気にしないまま、博士は兄への反論を続ける。

「兄君はティナに悪いところがたくさんあるとおっしゃるが、それは本当に悪いところなのだろうか？　物事にはなんでも二面性があるから、片側だけを見て決めつけるのはやってはいけないことだ。だからティナの短所も見ようによっては長所になるし、その逆もまたしかり。悪いと思って見れば悪いし、良いと思って見れば良い。ただ、ティナが可愛くて心配してしまうという気持ちもわかる。それはもう本当によくわかるが、兄君は少し視野が狭いのではないかな？」

　ヴィル博士の発言に、兄の纏まとっている空気が変わったのがわかった。

「フロイデンベルクさん、視野の問題ではありません。ティナは何もわかっていないから、僕が指摘し導いてあげようとしているんです。僕はティナの実母を知っている。彼女がどれだけの才さい女じよだったか……その実母と瓜うり二ふたつのティナに、同水準を求めてはいけませんか？　親を超えようとするのは子の義務だ。それなのにティナは、超えるどころか追いつきもしない」

「ほう。ティナの母君をご存知で？」

「ええ。両親と交流がありましたからね。ティナの実母、サラはとても聡そう明めいで美しい女性だった。今でもはっきり思い出すことができる」

　実母の話なんて、今まで一切聞いたこともない。……それもそうか、私が養女だということは、今まで伏せられてきたのだから。

　でも、名前を聞いても何も感じるものはなかった。

「私の実母、本当の母さん……サラ、という名前なの？　兄さんは会ったことが？」

「もちろん」

　実母がどんな人で、何をしていたか。私の一番古い記き憶おくは、実じつ親しんの葬式に参列したこと。それ以外のことは何も覚えていないしわからない。

　兄は得意げに話し始める。

「サラは両親と懇こん意いにしていたから、うちに滞在したこともあった。一緒に食卓を囲んだこともね。彼女はいつも美しかった。ティナのように事務クリップで髪をまとめたりもしなかったし、ティナのようにおてんばでもなく、常に落ち着き払っていた。淑しゆく女じよらしく肌を隠し、仕草も所しよ作さも何もかも、つま先から指の先までティナとは違って完璧だった！　それなのに、ティナときたら──」

「もう結けつ構こう」

　兄に熱が入り始めたところで、ヴィル博士は遮さえぎってしまった。そして突然天を仰いで呵か々か大たい笑しよう。あまりにもからからと気持ちよく笑うもので、私も兄もぽかんとしている。

「……何か？　先ほどの僕の発言に何かおかしいことでも？」

「ええ。色々と真相が見えてきたので、おかしくて」

　兄は余裕ぶった表情を崩しはしなかったけれど、怒っているようにも見える。私は怖くて仕方がないけど、博士はそうは思っていないみたいだ。

「先ほど兄君は、ティナは『僕に依い存ぞんしすぎ』とおっしゃいましたね。でも、依存しているのはティナではなく、兄君の方ですね」

　ヴィル博士の一言を機に、兄から作り笑いが消えた。

「僕が……依存？　ティナごときに、この僕が？　いいや、依存などしていない。するものか！　ただ、僕は──」

「ティナごときとは、ずいぶんな言いようですね。まあ、正確にはティナの母君に執しゆう着ちやくしているんでしょう。しかし彼女は故こ人じんで、すでにこの世にはいない。だからその娘であるティナを身代わりにしたんだ」

「サラに……？　はは、そんな、僕が……？　彼女は人妻だったんですよ？　なぜ僕が」

　こんなに動揺している兄を見るのは初めてだった。言葉に詰まり、しどろもどろになっている。

「これは私の推すい測そくですが……貴き殿でんはティナの母君に思いを寄せていたのでは？　当時の貴殿はまだ子どもで、既婚のうえ子まで儲もうけている彼女には、恋愛対象として見てもらうことすら叶わなかった。だからこそ、その時の無力感を克服するために、ティナに執着し、抑よく圧あつし、ご自分の絶対的な優位を認めさせる必要があった。……違いますか？」

　兄はただ、支配したかった。だから私との結婚は必ずしも必要ではなかった。

　夫として私を服従させられないのなら、兄として服従させればいい。そう考え、一転して博士との結婚を許すことにした。

　……博士の仮説が正しいなら、私を抑えつける言動も、結婚に対する手のひら返しもなにもかも、全て辻つじ褄つまがあってしまう。

　兄が私の実母を好きだったなんて、にわかには信じられない。でも、私をけなす一方で実母の持ち上げ方といったらなかった。『とても聡明で美しい女性』で『完璧』なのだと、兄の口からそんな言葉が聞けるなんて。なんとも思っていないのであれば、実母のことをあんなに賛さん美びする必要はないはずだ。

「……た、探たん偵ていの真ま似ね事ごとをして、僕に勝った気でいるつもりですか」

　そんな皮肉を言ったって、博士に効きくとは思えない。

「勝ち負け？　そんなものどうでもいいのです、私はただ、ティナが幸せに暮らせることだけを望んでいるのですから」

　冷静な姿勢を崩さないヴィル博士とは対照的に、兄はますます表情を歪ゆがめ、肩で荒い息をし始めている。

「僕だって、ティナの幸せを──っ！」

「ティナのことは婚約者の私が責任を持って幸せにしてみせます。それよりも貴殿はまず、ご自分の心を安定させられる術すべを会え得とくされたほうがいいでしょう」

「心の安定など、もうとっくの昔に済ませて──」

「済ませていたなら、ティナのあるがままの姿を否定することなく受け入れることができていたはずだ。幼少期のトラウマや家庭環境などがのちの人格形成に大きく関与することは、今では広く知られている。貴殿の場合、己の非力さを思い知った失恋の経験と、たとえば、両親からの愛情の欠けつ如じよなどが、今も影響しているとか？　ティナを抑えつけ優位に立ちたいのと同時に、己に依存させ愛されている安心感を得たいと──」

「失敬な！　両親は僕のことを愛していた！　欲しいものはなんでも与えてくれたし、僕が行きたいと言った場所も、食べたいと言ったものも、やってみたいと言ったことも何もかも、両親は嫌な顔ひとつせず叶えてくれた！　ティナでさえ、僕が欲しいと要求したから、バロウズ家の養女に──」

　……私は兄の我が儘で、バロウズ家に引き取られた。私の実親と養よう親しんが友人だったのは、おそらくあまり関係がない。ただ、私がサラの娘で、兄が欲したから。

　この家の養女となったのは、私にとっていいことだったのだろうか。もっと違う人生があったのではと、なんだかとても虚むなしい気持ちに襲おそわれた。

　兄はたぶん、口を滑すべらせた。博士の言葉に逆上して、言うはずでなかったことまで口に出してしまったのだ。そうでなければ、兄が今、こんなに動揺しているはずがない。

　私はもう、当事者としての熱量を保たもつことができなくなってしまっていた。どこか違う世界の出来事のように、冷めた目で兄の様子を眺めていた。

　それはヴィル博士も同じだったみたいだ。ため息をひとつつくと、兄から目を逸らして吐き捨てるように言い放つ。

「金をかけることと愛情をかけることは違いますよ」

　もう話の大半は終わったとばかりに、博士はソファにもたれかかった。そして、私を気遣うように小さく微笑んでみせた。

　博士はこんなにも洞どう察さつ力りよくの鋭するどい人だったろうか。図星かどうかは兄でなければわからない。でも、兄の反応を見る限り、博士の仮説が外れているとは思えない。

「か、仮にそうだとして……だったら僕は、どうしたら」

　兄にはもう、反論できる言葉が見当たらないのかもしれない。口をパクパク動かして、目をキョロキョロと動かして、最終的にうろたえながら博士に助言を乞こうてしまった。

「先に言ったでしょう、ティナの幸せより自分のことを、と。貴殿はずいぶんと頭の回転が速いそうではないですか。その頭脳を駆く使しして、お考えになったらいいでしょう？」

　博士は私には優しい。次点で研究所の職員にも優しい。

　でも、それ以外には結構冷たい。

「ティナ、君を一人先に行かせてしまって悪かったね。お詫わびは何がいい？　ケーキ？　ドーナツ？　ああ、クレープもいいかもしれないね。なんだって叶えてあげるから、好きに要求してほしい」

「あの、博士……クレープの話はまた後で……」

　混こん沌とんとした状況だ。ぐうの音ねも出せない兄と、いつも通りの大だい胆たん不ふ敵てきなヴィル博士。そして私はクレープを所しよ望もう？

　一体この場をどう収めたらいいのだろうと一人途方に暮れていたら、両親が再びやってきた。博士の来訪を聞かされたらしい。

「あなたがたがティナさんのご両親ですね。お初にお目にかかります、ティナさんと交際をしているヴィルヘルム・フロイデンベルクという者です」

　見るからに、二人とも博士に圧あつ倒とうされていた。無理もない、兄も見た目はそこそこいい方だと思うけれど、博士はそれの比ではない。人並み外れた容姿なのだ。

　自分の家でもないのに、両親をソファに誘ゆう導どうしながら博士は饒じよう舌ぜつに語りだす。

「今回ティナさんが帰宅すると聞き、顔合わせにはちょうどいい機会だと考えていたのですが、どうしても抜けられない仕事が重なり娘さんを一足先に向かわせたのです。一泊の予定で、明朝には実家を出ると聞いていたから、夜のうちに到とう着ちやくできて本当によかった」

　正しくは、私が一方的に「来なくていい」と博士のことを突つっぱねてしまったのだけど。

　私のせいで何か起こっても、博士はちっとも私を責めない。それどころか私の代わりに罪をかぶって、自分のせいだと言うことすらある。博士はとことん私に甘い……。

「ご両親におかれましては、ティナさんから私は来ないと説明を受けておられたかもしれないですが……突然のことでご迷惑ではありませんでしたか？」

「いいえ、そんなことは」

　父はすぐさま否定して、大歓迎だとまで言ってのけた。

　当初はやめてほしいと切に願っていた博士の強引スタイルが、ここに来てとても役に立った。両親は博士の容姿と堂々たる態度に圧倒されて完全な受け身になっているし、兄は兄で魂たましいを抜かれたようにうつろな感じに陥っている。どうして私は最初から、ヴィル博士に同行を頼まなかったのだろう。どうにも思い出せないけれど、早々に彼を頼っておけば、もっと話がすんなり進んでいた気がする。




　博士のための夕食までは用意していなかったと思うけれど、母が急きゆう遽きよ料理人に命じて作らせたので、心配せずとも全員で食事の席につくことができた。

　ちなみに、ヴィル博士は「たいへん申し訳ないのだが」と言いながら、グラスの中身をぶどう酒ではなく水に替えてもらっていた。

　食事が始まっても、兄はずっと沈ちん黙もくを保ったままだった。目の前の食事には手をつけるものの、機械的に口へ運んでいるだけで、ぼんやりしているように見える。

「この世界にこんなに綺麗な男性がいたなんて」

　頰ほおを赤く染めた母は、しきりに博士を褒ほめている。その気持ちはわかる。初めて博士に会ったときは、やたらと眩まぶしいこの男性に私もどぎまぎしたのだから。

「ありがとうございます。しかしティナさんには及およびませんよ。私にとっては彼女の方が、魅み力りよく的てきで愛あい嬌きようがあって目が離はなせない存在です」

「ティナが勤める研究所の所長をしていらっしゃるんでしょう？　まさか、そんな高名な方がティナを好いてくださるなんて、私たち思いもしなかったわ」

「そうですか？　ティナさんはとても優ゆう秀しゆうですし、おまけにこの可愛らしさ。研究所には男性研究員が多くいますから、いつ彼女を奪うばおうとする輩やからが現れるか、私はいつもハラハラさせられているくらいですよ」

　ね？　とか言ってこちらに話を振ろうとするのはやめていただきたい。そんなこと知らないし、それにしたって私への称賛が度を越こしてやいないだろうか。

　私はひたすら俯いて、食事に集中するのみである。味なんかわかったもんじゃない。

　父も母も突然やってきた博士に動転していたため、兄の様子がおかしいことに気づいたのは食事も終しゆう盤ばんに差さしかかった頃だった。

「あらフレッド、どうしたの？」

「いや……僕は……」

　言葉が出てこない兄に代わり、博士が兄の気持ちを述べる。

「兄君はどうやら母君と父君にもっと甘えたかったようですよ。今からでも遅おそくない、改めて親子の絆きずなを結ぶことを試みられては？」

　ヴィル博士……いくらなんでもそれはどストレートすぎます……。

　私の実母に懸け想そうしていたことを伏せたのは、彼から兄へのなけなしの配慮なのかもしれない。でも、それを抜きにしても、とんでもない爆弾だ。父も母も面食らっているし、兄ですらぎょっとしているではないか。

「それは……その……ねえ？」

「あ、ああ。そうだな。フレッドとは、……なあ？」

　両親は歯切れの悪い様子で是ぜでも非ひでもない曖あい昧まいなことを口にしている。明らかに微び妙みような空気が流れているにもかかわらず、そして場の空気を難しくしてしまった張本人であるにもかかわらず、ヴィル博士は「仲がいいのは素晴らしいことだ」とか言って、一人満足そうにしている。

　この場を第三者的な視点から俯ふ瞰かん的てきに観察することができたのは、おそらく私しかいなかった。その私の所見では、大変な無む秩ちつ序じよ、あるいは恐るべき混こん沌とん、としか──どちらも似たようなもの──言い表せない状態だった。

「私は幼い頃両親に事故で先立たれ、親類縁えん者じやもおらず長いこと孤こ独どくな生活を送ってきました。絶望し、寂さびしさに耐えきれず死んでしまおうかと思ったことも、一度や二度ではなかった」

　博士の唐突な昔語りに、おや、と皆が耳を傾かたむける。

「ですが、ティナに出会えたことで、私の中に希望が芽生えました。ティナのために生きようと思えたし、あの時死ななくてよかったと、今になってようやく己おのれの選せん択たくの正しさを嚙かみ締しめられているところです。ティナは兄君とのことで非常に悩なやんでいて、最悪……養子縁組の解消も辞じさないとまで考えていた。けれど、私としてはたとえ血が繫がっていなくても、籍は残しておくべきだと思う。ティナのことは私がしっかり支えていくつもりだが、帰れる場所、憩いこいを求められる場所は、絶対にあったほうがいい。その方が、ティナもさみしい思いをせずに済むでしょう」

　兄と無理矢理結婚させるというのなら、この家を出て行く。

　私はそう言った。「出て行く」とは、養子縁組の解消のことを指さす。

「ティナももう子どもではなく、自分で意思決定のできる大人です。たまには誤った選択をすることがあるかもしれないが、人生において失敗は成長の糧かてとなる。それに、私がティナの上司として、伴はん侶りよとして、これから先もずっと彼女を支えます。だからどうか、ティナ自身に、自分の未来を選ばせてあげてほしい。ティナを一人の人間として扱い、その思いを尊重して見守っていてほしいと、私は切に願います」

「……──っ」

　無防備なままでいたら、涙が溢れてしまうところだった。

　胸が詰つまって苦しくて、食事がそこから進まない。どれもこれも、博士のせいだ。

　両親も兄も、これまで私を一個人として見てくれることはなかった。傍はた目めにはバロウズ家の娘だが、突つき詰つめれば物か道具のような扱い。生贄。兄のご機嫌取り程度の存在だった。

　けれど博士は違う。私のことを「ティナ」として、個別の存在として扱ってくれるのだ。

　──変態のくせに。博士のくせに。人間じゃないくせに。

　彼に対する評価を変えてしまうことがどういうことに繫がるか、もう私は気づいている。だから彼を必要以上に貶おとしめようとしたけれど──無理だ。もう、止めることなんてできない。

「父さん、母さん」

　ナイフとフォークから手を離し、私は両親を前に改まった。

「今、彼が養子縁組は解消すべきではないと言ったけど……彼の言うことも一理あるかもしれないけど、それでもやっぱり、私はきちんとすべきだと思う」

「ティナ……？」

　母が私の名を呼んだ。……いや、これからは「母」ではなく、「バロウズ夫人」となるのか。

「ここまで育ててくださって、本当に、どうもありがとうございました。このご恩は、これから一生かけて、なんらかの形でお返しします」

「恩返しなんかどうでもいい！　ティナ、待ってくれ。お前が不満を抱いだいていたのに気づかないふりをして、大人の事情を押おしつけて……悪いことをしたと思っている。だから──」

「違うの！」

　父の言葉を私は遮った。

　兄のご機嫌取りの道具にされていたとか、一人の人間として見てもらえなかったとか。

　不満といえば不満だけれど、そのせいで今、こんなことを言い出しているわけじゃない。

「うまく言えないけど……私にとって、これは必要な訣けつ別べつだと思うの。私個人の自己満足だと思われてもいい。でも、私が私であるためには、この決断が必要なのよ」

「バロウズから、この家から……逃げるの？」

「逃げたいんじゃない。私は成長したいのよ」

　両親がどう思ったかは定さだかではない。けれど、養子縁組の解消をキッパリと申し出てしまったら、心がとても軽くなった。

　後こう悔かいはない。こんなに清すが々すがしい気持ちになれるのなら、もっと早く決断してもよかったかもしれない。




　博士が帰るのに合わせて、私も一緒に出ようと思ったけれど、母──バロウズ夫人からどうしてもと引き止められたため、当初の予定どおり明朝ここを発つことにした。

　夕食の後、近くにキャリッジを待たせてあるというので、博士をそこまで送っていった。

　ちなみに帰かえり際ぎわ、彼は兄に「ティナで埋めようと思っていた心の穴は、何か他のもので埋められたし。恋人を作ってみるとか、または他のことに……たとえば、ネコなど小動物の飼育はいかがかな？　ネコによる癒いやしの効果は科学的にも証明されているから、おそらく兄君が想像している以上に、貴殿の心を満たしてくれるだろう」とアドバイスしていたのには噴ふき出だしそうになってしまった。一心不乱にネコジャラシで猫ねこと戯たわむれる兄の姿を、私はちょっと見てみたい。

「博士のご両親のこと、初めて聞きました。……まあそうですよね、博士がずっと一人でいたということは、もうお二人とも亡なくなっているってことですもんね」

　夕食での話題を、道すがら博士と振ふり返かえった。博士と繫いだ手の指先に、無意識ながら力が入る。

　彼は照てれくさそうにしながら、なんてことはないと首を振る。

「ずいぶん昔の話だよ。物心ついた時にはすでに一人だったし。親族がいないのは寂しいには寂しいが、いないのが当たり前というか、ある種達観していたというか」

　その気持ちは、少しわかる気がする。

　私も、自分が養女だとずっと昔から知っていたから、養親との距離はあって当然、会ってみたい実親にも会えなくて当然と、はなから諦あきらめていたのだ。

　母の名前も今日初めて知った。野外調査が一段落したら、改めて戸籍を取り寄せてもいいかもしれない。できれば、生前の両親を知る人々にも会ってみたい。

「今日はありがとうございました。博士が来るまでは、全然まともな話し合いにならなくて……。正直、凄すごく頼もしかったです。言葉を失う兄なんて初めて見ました。結局のところ、今後彼がどう出るのかはまだわからないですけど」

　改めて、私は博士にお礼を伝えた。博士が来てくれなかったら、兄との結婚を一時的に回かい避ひできても、何かしらの制約を科かせられていただろうと思う。

　どうして彼に「来なくてもいい」なんて言ってしまったんだっけ。それでも独断で私の実家にまで押しかけてくる彼の変態的根こん性じように、今夜ばかりは惜おしみない謝辞を贈おくりたい。

「私の気持ちを何よりも誰よりも優先してくれて、本当に嬉しかったです。研究所で初めて会った時から、あなたはいつもそうだった。結けつ婚こん式しきはどうだとか、指輪がどうだとか……一方的に話を進めようとするくせに、実際はただ口にするだけで、私の気持ちが追いつくのを急せかさず待ってくれていましたよね。血の契けい約やくの件は、騙だまされたと思わなくもないけど、それ以外のところに関しては、あなたは全て、私の気持ちを大切に考えてくれている。博士のそういうところが、私は凄く──」

　……ハッとした。

　気づかなかったら、そのまま口に出していた。

　弾はじかれたように顔を上げ、本音を悟さとられていないか博士を見る。

「私は凄く……なに？　その続きは？」

　そう言って、博士が一歩、距離を詰めてくる。並んで歩いていたからか、元から大して離れてなくて、俯く私の視界にはあっという間に博士の靴くつ先さきが入ってきた。

「わっ忘れちゃいました」

　耳がジンジンする。これはきっと、さぞかし赤くなっていることだろう。顔を覆おおい隠かくそうにも、博士が繫いだ手を離してくれないので、どうすることもできないまま。両手が自由だったとしても、耳までは隠せなかったけど。

「ティナ」

「……ぅわ!?」

　突然視界が暗転した。

「はっ、博士？」

　前まえ触ぶれもなく抱きしめられた。胸むな板いたに押しつけられた耳が、彼の鼓こ動どうをキャッチする。……速い。とても速く動いている。

　もしかしたら博士も、この状況に私と同じくらいドキドキしているのかもしれない。

「……さっきの言葉の続き、今は忘れたことにしておいてあげよう。その代わり、これくらいは許して」

　なす術もなく、かける言葉も見当たらず、私たちはしばらく抱だき合あったままだった。夜とはいえ、夏だから暑い。でも、不思議なくらい心ここ地ちいい。だから余計に離れがたいと思ってしまったのかもしれない。

　密着する体。熱に浮かされたように、ぼうっとしてくる頭の中。

　つい。本当につい、出来心で、彼の背中に手を回した。背骨にそって筋肉がキュッと引ひき締しまっていて、かたい。私とは違う体のつくりを、愛いとしいとまで思ってしまう。

　これはきっと、暑さのせいだ。暑さのせいで思考力が落ちているから、そんなことをついつい考えてしまうんだ。

「あの……博士」

「なんだね」

「鼻血は大丈夫ですか」

「上を向いているから問題はない」

　しばらく抱き合ったままぽつりぽつりと会話を交わし、私たちはどちらからということもなく、なんとなく離れた。

　博士はキャリッジなんか待たせていなかった。闇やみ夜よに乗じて飛んで帰るとか言って、そのまま茂しげみに入っていった。どうせ全ぜん裸らになってから竜の姿に戻るのだろうから──服を破かないため──、私はついていかなかった。

　しばらくすると、巨きよ体たいが空に舞まうところが見えた。誰かに見つかったら捕ほ獲かくされて最悪殺されてしまうのに、なんと無防備なことだろう。でも、そのシルエットに見惚れたように、私はぼんやりと彼の起こす風かざ切きり音おんに耳を澄すませた。




「好きです」




　──気づかなかったらそのまま口に出していた言葉。

　──どうしよう。私は、博士のことが……好きなんだ。
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　いよいよ、待ちに待った野外調査の出発日が到とう来らいした。

　研究所を出る前に、私は博士に一言出立前の挨あい拶さつに向かう。トリスタン班を代表する形なのだけど、実のところニヤニヤするベオウルフに押おしつけられたのだ。

　メルジーナさんに取り次ぎを頼たのむと、しばらくして所長室へ通された。

　待ち構えていた博士の表情はなんだかとても複雑そうだ。たとえるならば、旅に出る娘むすめの成長を喜びつつも戸と惑まどいが隠かくせない父親……みたいな感じ。

「どうも、博士」

　先日、私は彼かれへの想おもいに気づいてしまった。その気持ちをいつから抱いだいていたのかはわからない。ただ認めたのが先日ということ。

　変に意識してしまいそうで彼に会いたくなかったけれど、どうあったって博士は私の職場の所長だし、彼を避さけては回る仕事も回らなくなってしまう。だから素知らぬ顔をして、ベオウルフの指示をさっさとこなしてしまうことにした。

「トリスタン研究室を代表してご報告に参りました。これから当チーム計四名は、ルドウェアケルドへ調査に向かいます。期間は三週間、報告は予定通り随ずい時じ行います」

「了りよう解かいした。無事に全員帰き所しよすることを祈いのると同時に、素す晴ばらしい成果が得られることを期待している」

　これはお決まりの口上みたいなもので、お互たがい定てい例れい句くを言い合うことになっている──らしい。野外調査が初めての私には、何もかもが初めてのことだ。

「それとティナ。君だけに伝えておきたいことがあるのだが、白衣は──」

「あなたには一枚も渡わたしません」

　ほら来た、博士の変態発言。

　すっかり慣れっこの私は、彼に全てを言わせることなく先回りして断った。

　しかしどうも、博士の反応は想像していたものと違ちがう。

「そうではなくて……白衣はたくさん持っていきなさい。ルドウェアケルドは私も調査に赴おもむいたことがあるが、ここよりもずいぶんと暑いところだ。だから洗い替がえが普ふ段だんより多く必要になる」

　彼はどうやら真面目にアドバイスをくれたようだ。私は己おのれの勘かん違ちがいを恥はじ入いると同時に、博士のことを見直した。

　やはり博士は腐くさっても──別に腐ってはいないけど──博士だ。私はこれまで色々な際きわどい──企き業ぎようのコンプライアンス的に──発言も受けてきたけれど、彼はこのルルイエ幻げん獣じゆう研究所の所長かつ、世界的な権けん威いなのだ。博士は純じゆん粋すいに私に助言しようとしただけなのに、私ときたら、邪じや推すいしてばかり。

　彼のことを素晴らしい研究者だと尊敬してやまなかった私は、いつからいなくなってしまったのだろう。

「ルドウェアケルドから帰ってきたら、汗あせが付着したままでもいいから、その白衣を三枚……いいや、この際贅ぜい沢たくは言うまい、一枚だけでもいいから、どうか……どうか私に！」

「うっわ……」

　必死さがかえって気持ち悪い。

　幻げん滅めつ。やっぱり博士には幻滅した。がっかりだ。せっかく見直したばかりなのに！　この怒いかりと絶望を、どこに向ければいいのか。博士にぶつけたところで、変な方向に解かい釈しやくされて吸収され、彼の血となり肉となるのがオチだ。だから余計にやりきれない。

「というのは冗じよう談だんだ。野外の作業は白衣を着る機会などほとんどないからね。持っていくとしても一、二枚で事足りるだろう。そうでなくてティナ、私は──」

「会議のお時間です」

　後ずさる私にすがりつこうとする博士。ところが、弁解か何かを言うが早いか、扉とびらが開いてメルジーナさんがやってきた。

「あなたは本当に時間を守りませんね。私がいなかったらどうなっていたことか……」

「何度も言うが、これまで秘書をつけずとも、なんとか一人で回せていた。今回も会議まであと十分も余よ裕ゆうがある」

「あと十分しかない、の間ま違ちがいです」

　博士に少し苛いら立だちが見える。私と話す時には、こんな表情見たことがない。きっと、メルジーナさんとは、どんなことでも忌き憚たんなく言い合える仲なのだろう。

　なんだか胸がチクチクする。正直、全然楽しくない。……辛つらい。

「あ、あの、博士！」

　二人はまだやり合っている最中だったが、私は少し声を張って注目をこちらに向けてみた。

「私、もう行きます。みんなを待たせていますので」

　この空気をこれ以上味わっていたくなかった。博士の顔など振ふり返かえらず、メルジーナさんの横をすり抜ぬけ所長室を後にした。

「ティナっ！　話はまだ終わってはないぞ！　いいか、ベオウルフには気をつけなさい！　あいつは狼おおかみなんだから！」

　背後から聞こえてくるのは、再三聞いた注意喚かん起き。

　博士は何も知らない。ベオウルフは真面目で研究熱心な人だ。チャラチャラしているのは見た目と口調だけで、博士が思っているような危険人物ではないのに。




「これ食べる？　さっき売店で買ったの」

「ありがとうございます。私、この飴あめ好きなんです」

　ルドウェアケルドまでは約三千キロの距きよ離りがあるが、この道のりを私たちは汽車と馬車で五日かけて向かうのだ。今日は一日目、まだまだ旅は始まったばかり。

　隣となりに座すわるリリィと私は、雑談などして時間を潰つぶす。

「そういえばティナ。最近ヴィルヘルム博士とはどうなのよ」

「ど、どうって」

「どのくらい進展したの？」

「どのくらい……？」

「結けつ婚こんの話が出ているとか、もう親との顔合わせは済ませたのかとか？」

　私は大げさなくらい安あん堵どした。てっきり、ハグとかキスとかキスの先とか、そういう話かと思ったからだ。だいたいリリィがキス云うん々ぬんなどを聞いてくるほど、不ぶ躾しつけな訳がない。

「い、一応、会うには会ったんですけど」

　キャー、とリリィから黄色い歓かん声せいが上がった。

　早く続きを、と望む彼かの女じよに対し、私は苦笑いするしかない。

　会うには会ったけれど、あの養よう親しんとはまもなく他人になってしまう。ちなみに、私は今回の調査があったし、父は父で長期出張が入っていたから、離り縁えんの手続きはお互いの仕事が一段落してから改めて行うことになっている。

「その前に、博士とうまくやっていけるか、実はあまり自信がなくて。博士は人にん間げん離ばなれしすぎているし……」

　人間離れ、というか、そもそも彼は人間じゃないのだけれど。

　博士は悠ゆう久きゆうの時を生きる竜りゆう。かたや私は、ほんの百年すら生きられない人間だ。

　どうやら私たちは、認めたくないがいつの間にか両思いになっていたようだ。竜式の結婚契けい約やくはすでに済ませているのだから、あとは私が自分の思いを彼に伝えさえすれば、いわゆるハッピーエンドが待っているのかもしれない。でも、事はそこまで単純じゃない。

　そもそも、ハッピーエンドとは？　両思いになること？　結婚すること？

　おとぎ話の世界なら、「二人は末長く幸せに暮らしました」で結ばれて終わり。ところが私とヴィル博士には、そんな未来は用意されていないのだ。

　なぜなら、我々には立ちはだかる大きな壁がある。私には「末長く」でも、彼にとっては「ほんの短い間」でしかない。──そう、寿じゆ命みようの差だ。

「確かに博士は超ちよう絶ぜつ美形、頭脳もピカイチ。人間じゃないって言われたほうが、かえって納なつ得とくできるような天才よね」

「そ、そうですね」

　リリィの言葉に私は密ひそかにヒヤヒヤしていた。だって博士は本当に人間じゃないのだから。彼女はおっとりと続ける。

「でもね、外野にでもわかることが一つだけあるとすれば、ヴィルヘルム博士はあなたにご執しゆう心しんってことよ。ティナこそ自信を持ちなさい？　若いんだから、もっと無む鉄てつ砲ぽうに自分の気持ちを第一にして、突つき進すすんでみたらいいのよ」

　──相手が人間じゃない場合でも？

　もちろん、博士の秘密を守るため、そんなこと口が裂さけても言えない。だから悩なやみは解決しない。




　ルドウェアケルドは想像以上に過か酷こくな地だった。

　長旅で凝こり固かたまった体をほぐすべく、駅に降りて背せ伸のびする。筋肉の凝こりはマシになっても、オーブンでじわじわ焼かれるみたいな熱気のせいで、気持ちよさは普段の三割減。

　年間降水量が少なく、盆ぼん地ちゆえ海からの湿しめった空気は周囲の山に阻はばまれ、乾かん燥そうした風が吹ふき込こまれるばかり。だから暑さの割にはカラッとしている。

　駅付近や馬車道は、砂レンガで舗ほ装そうしてあったが、空気の淀よどみが酷ひどく、砂すな埃ぼこりが舞まっている。湿しつ度どが低いおかげでそこまでジットリしないけれど、ずっといたら身体からだ中砂だらけになりそうだ。住人には悪いけど、あまり長居したくない土地だ。

「今はこの暑さだけど、日没後の冷ひえ込こみはガチで死ぬから要注意っス。水分は意識して摂とるように。熱ねつ中ちゆう症しようはマジ勘かん弁べんなんで」

　調査の全日程は、移動も含ふくめて三週間。往復十日かかるから、ワークに当てられる日数も十日だ。できれば、何事もなく元気なまま、調査を終えて帰りたい。

「とりあえず、ホテルに移動しましょっかね。荷物はすでに届いてるはずなんで、休きゆう憩けいを挟はさんだら各自点検作業をやっちゃう感じで」




　機材の持ち込みが最も多いのがマルコ。彼はここの地形を詳しよう細さいな地図にするそうで、測量に関係する機材を大量に搬入している。次いで、リリィが使用するサンプルを入れるためのトレイやトランクなど。

　あらかじめ、調査中はホテルの広間の一室を貸し切る手はずになっていたから、研究所から私が送った荷物は全てまとめて運んであった。ただ、誤配などの可能性もあるから、出発前に作成したリストを活用しながら、不足がないか一つ一つチェックしていく。

「ああっ！」

　保ほ冷れいトランクの中を確かく認にんしていた時、私はある致ち命めい的てきなミスに気づいてしまった。愕がく然ぜんとして声が出た。

「な……なんでこんなことに……っ」

「ティナ？　どしたどした、何か問題でもあった？」

　ベオウルフがいの一番に駆かけ寄よってきてくれた。リリィとマルコもわざわざ手を止め、私の方を心配そうに見守っている。

「ベオウルフ、大変です！　ほらこれ、見てください！」

「……えーっと……これは？」

「チョコレートですよ！　どうしよう、全部溶とけてる……柔やわらかくなってる……保冷剤と一いつ緒しよに入れていたのに……！」

　仕事の合間や休日の癒いやしとして慣れ親しんだあのドーナツ屋さんも、頑がん張ばっている自分へのご褒ほう美びと称しようして、二週間に一度だけ食べることを許可していた──自分ルール──あのケーキ屋さんも、ここルドウェアケルドにはないのである。だから調査期間中のストレス発散用にと、私はチョコレートを一緒に送おくり込こんでいた。

　しかし、私が選び丁てい重ちように梱こん包ぽうしたチョコレートは、もれなく全て溶けていた。一緒に入れた保冷剤の量が少なかったのか、あるいはチョコレートを詰つめすぎたのか……。

　トランクは熱を遮しや断だんする素材のものを選んだのに、見るも無残なチョコレートの屍しかばねが累るい々るいと広がっていた。痛つう恨こんのミス。こんなことなら熱で溶けないクッキーにでもしておくんだった。

「あー……冷やせばまた食べられるようになるっしょ？」

　楽観的なベオウルフに、私は眉まゆをつり上げて抗議する。

「ファットブルームというのを、あなたはご存知ないんですか？　ダメなんですよ、一度溶けたチョコレートは、再度固めても白っぽくなって風味も食感も落ちてしまうんですよ！」

　これがどれだけ致命的なことなのか、ベオウルフは知らないのだ。

「しょうがない、もう今、ここで飲むしか……っ！」

　覚かく悟ごを決め、私はトランクを両手に抱かかえて持ち上げた。

「死ぬっしょ！　それはさすがに死ぬ！　この暑さで粘ねん性せいのヤバい液体を飲むなんて、確実に自殺行こう為いこの上ねえし！」

「行かせてくださいベオウルフ！　捨てたりしたら、このチョコレートたちが浮かばれません！」

「マジ落ち着けって！　チョコレートには意思も感情も魂たましいもないから！」

　結局そのチョコレートたちは、ブヨブヨになったままの姿でトランク内に安置された。白くなってしまっても、再度テンパリングをすれば元に戻せる。だから、近い将来の蘇そ生せいを誓ちかい、私はいっときの別れを惜おしんだ。

　もしかしたら、調査を終えて帰る頃ころにはカビが生えてしまっているかもしれない。でも、無事生き残ったなら──チョコが──、光こう沢たくを放つ清らかな姿に戻せる可能性があるのだ。もちろん、テンパリングの技術を会え得とくする必要があるけれど。

　点検作業が終わったあと、ベオウルフが調査地まで下見に行くというので、私もお供を買って出た。

　調査に入るのは、ルドウェアケルド自然保護区。犬妖精クーシーなど幻げん獣じゆうの生息地ということで、五千平方キロメートルにわたって自然保護区に指定されており、許可のない一いつ般ぱん人じんの立ち入りは固く禁じられている。

　調査の拠きよ点てんは、宿しゆく泊はくするホテル。日中の調査を主目的とするので、野営はしない方針だ。馬車に乗れば北門──私たちの調査予定地に一番近い入り口──まで三十分程度の距離だから、移動も特に問題はないはずだ。

　自然保護区を囲かこう柵さくは、地平の彼方かなたまで果てしなく続いていた。門の前には銃じゆうを持った警備員が立ち、出入りする者をチェックしている。

「調査に入るのは明日からっつーことで申しん請せいしてるんで、今日はここまで。柵の外から確認するだけな。ここから見える範はん囲いはとにかく森って感じだけど、少し進むと岩がゴリゴリしだす。その境目あたりが調査地なんスけど、まあ今言ったってわかんねーよな」

　視線の先の広大な土地を青々とした森がすっぽり覆おおっているせいで、どこがどうなっているかは柵の外側からではつかめない。でも、この森の中にクーシーがいるのだと思うと、ワクワクする気持ちが高まってくる。

「ティナにとっては初の野外調査になるわけなんで、もっかいおさらいな。幻獣を見かけても、触ふれない、威い嚇かくしない、追いかけない。俺おれたちの知らねえ能力を持ってることもあるんで、常に慎しん重ちように動くこと。なんかあったら俺かリリィに報告してちょ。いっスね？」

「もちろんです、ちゃんと頭に叩たたき込んであります！」

　そもそもの目的は、幻獣の捕ほ獲かくではなく観察だ。私たちは彼らに手を出してはいけない。

「今回はとりあえず事前調査のみ。集めたデータを元に観察ルールを作るところまでなんで。身勝手な行動されっと、俺ら全員下へ手たしたら天に召めされっから」

　ベオウルフはいつもと変わらずおチャラけた口調で言っているけど、内容はとても大切なことだ。それがわかるから「してちょ」とか言われても私は真面目に聞いている。

「さて、ここいらで帰りましょうかね。明日からお待ちかねの調査っス。しっかり働いてもらうから、シクヨロな！」

「こちらこそ、よろしくお願いします！」

　ベオウルフの死語には慣れた。最初は会話を面おも白しろおかしくするためにわざと使っているのかと思ったが、こうやって幾いく度どとなく彼と接していく中で、無意識だということがわかった。だったら、茶化してしまっては彼に悪い。それ以来私は聞き流すことにしている。

　時刻は夕方に差しかかろうというところ。夜になればグッと気温も落ちるはずだけど、続く暑さに喉のどもカラカラ。熱中症を防ぐために三十分おきに水分を摂せつ取しゆしているものの体はまだ水を求めている。

「あっ！」

　ホテルに帰き着ちやくして馬車を降りたところで、私は幸運にも素晴らしいものを発見した。

「ベオウルフ！　アイスクリームですよっ！」

　移動式のアイスクリーム屋台が、ホテルのエントランス前に停まっていた。カラフルな色合いの看板が、私の目を捉らえて縛って監禁して離さない。まるで美しい花に引き寄せられるチョウのように、私はフラフラと近づいていった。

「せっかくですし！　ね、ベオウルフ、飲みたいですっ！」

「ティ、ティナ……？　冗談パネェっスね……ガチツッコミするけどさ、アイスクリームは飲み物じゃなくね？」

　ベオウルフは動どう揺ようしつつも私に説といてくれたけれど、残念ながら効果はない。私はもう止まらなかった。このほとばしるリビドーは、もう誰だれにも止められないのだ。

「考えるな、感じろ！　ですよ！」

　おやつに持ってきていたチョコレートが全て溶けて絶望の淵ふちに立たされていた私にとって、飲むのか食べるのかなどという些さ細さいなことはどうでもよかった。私は小走りで近づいて、屋台の中を覗のぞき込こむ。

　どんなアイスがあるんだろう。バニラ、チョコ、ラズベリー、コーヒー……ああ、色とりどりで目移りしてしまう。一日一種類ずつ食べたら、調査中に全制せい覇はできるだろうか。幻獣調査と並へい行こうして、このアイスクリームの調査も進めたい今日この頃ごろ……！

「すみません、アイスクリームください！」

「いらっしゃいませ。どの味になさいますか？」

　では手始めに右上から、と指定しようとしたところで、おや？　と気になることが一つ。

　店員さんの声、どこかで聞いたことがあるような……？

　透とう明めい感かんのある女性の声で、少しだけ低くって。私は顔を上げ、相手の顔を見た。

　時を同じくして、彼女の方も違い和わを感じ取ったのか、私の顔をまじまじと見た。そして──

「ミミ!?」

「ティナ!?」
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　まさかの再会である。

「ティナ、どうしてこんなところに？　研究所からも実家からも遠いのに」

「今は調査に来ていて……ミミも、どうして？　どうしてアイスクリーム売りに？」

　看護師の資格があるミミは、つい先日まで研究所の医務室で救護員として働いていた。そのあと、想いを寄せていた私の兄にこっぴどく振ふられ、姿を消してしまったけれど。

　まさか、こんな遠くでアイスクリームを売っているなんてちっとも想像しなかった。

　おまけに、腰こしまであった金色の髪かみは地毛である焦こげ茶ちや色いろに戻し、なんとか結べる程度に切ってしまっていた。白いタンクトップの上にエプロンを重ねたその姿は、おしとやかで女性らしい服装を好んでいたかつての姿からは想像がつかないほどワイルド。自分でも、よくミミだと気づけたなと思うくらいだ。

「話せば長いんだけど……今は仕事中だから、夜、時間取れる？　せっかくの機会だし、ちょっと……ティナと話がしたい」

　あれはおよそ三カ月前のことだった。私がバロウズ家の養女であることを知ったミミは、血けつ縁えんのない私が兄にやたらと構われているのが許せなくなった。また同じ頃、私の婚こん約やく者しやであるヴィル博士の正体に気づき、腹いせとして竜の姿で捕獲してしまおうと企たくらんだのだ。実行犯はルノーさんだが、ミミのせいでもある。そもそも彼女がルノーさんを利用しようとしなければ、あんな騒動は起きなかったのだ。

　ミミがやったことは許されないし、親友だと思っていた相手に裏切られた私としては、全てを不問とするのは、さすがに無理がある。

　それでも、彼女は学生時代からの私の大切な友人なのだ。家族に反対された夢も、ミミだけは諦あきらめるなとたくさんのエールを贈おくってくれた。今、私がここにこうして立っていられるのも、彼女のおかげと言える部分も少なからずあるだろう。だから欺あざむかれたからといって簡単にミミを切り捨てることもできず、心の整理がついたのなら、私はぜひ彼女の思いを聞いてみたいと、ずっと願っていたのだ。

　夕食後、私はリリィに理由を話して外出し、予定通りミミと落ち合った。

　ミミは昼間見たタンクトップの上にチェックの長なが袖そでシャツを羽織り、サンダルと薄うす手でのスカートを合わせていた。以前からは考えられないくらいの軽装だ。だけど、こちらの方が自然体でいっそ気持ちがいいくらいだ。

「髪、切ったんだね。色も戻して。……よく似合ってるし、今の方がミミっぽいかも。私の知ってるミミがいる」

　久しぶりだったせいで、なんとなく恥はずかしさが入り混じる。どこから話したらいいのか、戸惑いが隠せない。

　喧嘩別れをした手前、いきなり根ね掘ほり葉は掘ほり質問するのも気が引けた。そこで、恐おそる恐おそる当あたり障さわりのないことから、話を振ってみることにした。

「てっきり看護師資格を使って働いているのかと思ってたけど……なんだか楽しそうにしてるのね」

　気まずいのはミミも同じだったのか、照てれくさそうにはにかんでいる。

「まあね。ティナも相変わらずみたいね。仕事の方、順調そうで何よりだわ」

「うん。……ありがとう」

　ホテルの外階段に腰こし掛かけながら、会話が止まって沈ちん黙もくが流れた。聞きたいことがありすぎて、次の言葉が決まらない。

　学生時代に一ひと目め惚ぼれをして以来、ずっと好きだった相手──私の兄──に、ミミは酷い裏切りを受けた。あの時、私は彼女を慰なぐさめるべきだったかもしれない。

　でも、博士が捕獲されていて、一刻を争う事態だったためそんな時間の余裕もなかった。ミミは見捨てられたと傷ついただろうか。それとも、自分の好きな人が求める女に憐あわれまれるなんて屈くつ辱じよくだと、それこそ傷ついただろうか。

　無言のまま時間は流れ、夜風が次し第だいに冷たくなってきた。

　このまま話すことが見つけられそうにないのなら、今夜はここで切り上げて、また別の日に仕切り直した方がいいのかもしれない。

　そう思って口を開きかけたところ、ミミの声がかぶされた。

「あのっ！　ティナ、ごめん、……私、あなたに言いたいことがあって」

　直視することを避けていた彼女の顔は、ずいぶん思いつめた表情をしていた。ガーデンライトに照らされる瞳ひとみが潤うるんでいるように見える。

「謝あやまっても許してもらえるかわからないけど……あなたにも、ヴィルヘルム博士にも酷いことをした。……本当にごめんなさい」

　意を決し、ミミは私に謝罪をした。

「フレッドのことが好きだった。ずっと私にはあの人しかいないって思っていたのに、結局向こうは私のことなんてなんとも思っていなかったと判明したんだけど……その人のために、私は大切な友人を裏切った。心無い言葉であなたのことを凄く凄く傷つけたし、ヴィルヘルム博士のことも殺しかけた。しかも、謝りに行くどころか、顔を合わせる勇気もなくて。……笑っちゃうわよね」

　胸が詰まる思いだった。ミミはミミで、自分の行いを悔くいていたのだ。

「私はずっと、親が言う条件のいい男性と結婚して、家庭に入ることが人生の目標だった。裕ゆう福ふくで、何不自由ない暮らしを送れることが、私の幸せであり、女の幸せであると信じて疑わなかった。でも、ティナはそうじゃなかったよね。私と違って、他人から押しつけられた価値観なんか無視して、自分の夢のために猛もう進しんしてる」

　お嫁よめさん以外にミミが本当にやりたいことも、探せば見つかったかもしれない。でも、逆を言えば見つからなかったかもしれない。

　やりたいことがある私と、やりたいことがないミミ。そこに、はっきりとした差はあるのだろうか。

「私はティナが羨うらやましかった。実家は元貴族で、素す敵てきなご両親やお兄さんがいて、やりたいこともハッキリしている。正直言って欲張りすぎ、ズルいと思った。でも、それと同時に、ティナに憧あこがれていた。ティナみたいになりたいって思う自分もいたの」

　ミミが私に、憧れていた……？　美人で才女のミミが……？

　驚おどろくばかりの私をよそに、ミミの話は続く。

「フレッドにいいように利用された挙げ句振られてから、私には主体性がなかったことに気がついたの。ティナは違うよね。竜の研究がしたいっていう夢があって、家族にどれだけ反対されても諦めず、最後には憧れの研究所にまで入っちゃうし。自分にはないティナの強さに憧れた一方で、私はずっとあなたのことが妬ねたましかったんだと思う」

　妬ましいという感情を抱いてしまったことを、その相手に伝えることは案外難しいものだ。でもミミは、隠さず打ち明けてくれた。

　ミミが私に言っていることは、彼女がどうしてああいう行動を取るに至ったのかという説明であり、弁解だ。聞く人によっては言い訳がましく聞こえるかもしれない。

　けれど、私は嬉しかった。

　ミミがこうして心を開いて打ち明けてくれるということが、私はとても嬉しいのだ。

「あのあと、全部忘れてやり直そうと、縁えんもゆかりもない地で再出発を決め込んだの。でも、結局ティナの大好きな甘あまいものを売ってるのよ？　もうほんと……笑っちゃうわ」

　笑っちゃうと言いながら、ミミの声はどことなく泣きそうだった。細く頼たよりなくて、夜の闇やみにあっという間に吸すい込こまれるように消えていく。

「私は逃にげられないのよ。よく思い知った。無意識にでも、あなたのことをいつだって考えてしまうの。やっぱりティナは私の大切な友人で、できることなら……あなたが許してくれるなら、前みたいな関係に戻りたい」

　ミミは隠していた気持ちも全て、私に明かしてくれたのだ。弱みすら晒さらしてくれた相手に、冷たい言葉がかけられる？　私には無理だ。……できない。

「もちろんよ！　ありがとうミミ。そして、私こそ、ごめん。私の方こそ、ミミのこと全然わかってなかったんだって思い知らされた。研究と甘いものを見るとそれしか考えられなくなるし、人の気持ちに鈍どん感かんなところも、直すようにするから」

「いいのよ、ティナはティナのままで」

「ミミもミミのままでいい。本音でなんでも話せるのは、ミミだけだもの」

　お互い謙けん遜そんし合ったせいで、変にこそばゆい空気が流れた。私たちはちょとだけ顔を見合わせて、一緒に照れ笑いをする。

「ところで、ミミ……兄さんのこと……」

　まだ未練がある？　と聞きたかったけど、あけすけに聞いてしまうのは躊躇ためらわれた。言いたいことを悟さとったミミが、「ああ」と言って、煙けむたそうに手を振った。

「もういいの、フレッドのことは目が覚めたから。あの時の私はどうかしてた。顔と家いえ柄がらがいいだけの、イカれた男にのめり込んじゃって」

「ミ、ミミ……」

　もの凄い変わりようだ。ちょっと前まで兄のことを崇すう拝はいしていたというのに。

「よくよく考えれば、妹のことを大切に思っているとしても、監かん視しのために私を医い療りよう従じゆう事じ者しや専門の派は遣けん会社に就職させて、研究所へ送り込むわ、月イチのデートはまずあなたの話題から始めるわ……ブラコンという言葉で済ませるには少々こじらせすぎだったわ」

「研究所へ……送り込んだ？　そんなことまで？」

　ミミは私の知らないところで兄と会い、求められるまま私の情報を流していたようだ。しかし、世間話のふりで情報収集するならまだしも、ミミの就職まで、兄が裏で糸を引いていたなんて。

「私のことはもういいのよ。あなたはどうなの？　ヴィルヘルム博士の正体が竜だって知った時は驚いたけど……婚約者なんでしょう？」

　ミミは兄と繫がりがあったから、偽ぎ装そう婚約者だということは伏ふせていたのだ。いい機会だからと、私は彼女に全て話してみた。といっても、血の契約のことはなんとなく言えないままだけれど。

「それで？　実際のところ、どうなの？」

　実際、とは？　ミミのこの食いつきようはなんなのだ。

「だ、だから、博士と婚約したっていうのは噓うそで──」

「それはわかったわ。でも、本当にそれだけ？　始まりは偽装だったけど、長く付き合ってるうちに本当に愛情が芽生えたってことは？」

「え、そん、……は？　博士は……ミ、いや……ええ？　うえええ!?」

　動揺しすぎだと笑われた。

　いや、ここここれは、そうだけど、そういうのじゃなくて！

「私、これでもティナの親友なんだけど。竜の図ず鑑かんを眺ながめてる顔と、博士のことを話してる顔。まったく同じに見えたわよ？　それに、昔からティナは竜に人生を捧ささげてたじゃない。竜と結婚しますって聞いても、そんなに不思議に感じないわ」

　当たり前のように言われると、私の方が驚いてしまう。

「で、でも、私は人間で、彼は竜で……」

「だから？　種族が違うのが気になるって？　人間だって国際結婚するじゃない。博士のことも似たようなもんよ」

「だって、寿命も全然違うし……」

「人間もほとんどの夫ふう婦ふが違うタイミングで死ぬわ」

　あっさりしたミミの答えに、心の中の靄もやがさああと晴れていくようだった。

「もしかして、ティナは博士が竜だから恋れん愛あいできないって思ってる？」

「あ、えっと……まあ……」

　相手が人間じゃないのにこんな気持ちを抱くなんて、もしかしたら気持ち悪いと誹そしりを受けるのではないか。そんな思いもあって不安で落ち着かない私とは対照的に、ミミはからからと笑ってみせた。

「考えすぎよ。ダンゴムシと交際したいって打ち明けられたら返事に困ってたけど、博士ならありでしょ。意思疎そ通つうができて、お互いの想いが確認できるのだから、ティナがしたいようにすればいいのよ」

　私のしたいように。……私の？　私はどうしたい？　博士と、どうなりたい？

「いいんじゃない？」

「……え？」

　悩む私にミミが言った。

「私はいいと思うけど？　恋こい人びとの正体が竜だなんて、なんだかすごくティナらしい。というか、あなたのそのバレッタを見て、ピンときてたけどね。あんなにお洒落しやれに関心のなかったティナがねぇ～……ふふ」

　ヴィル博士から貰ったバレッタ。あの日から一日も欠かさず身につけていて、今回の調査にも当然のようにつけてきた。

「私、ティナと恋こいバナ、ずっと前からしてみたかったの。だから、何か困ったことがあったら、これからも私に相談して」

　ミミは気安く私の背中を押おしてくれた。

「しばらくは私もこのあたりでアイスクリームを売っているから、何かあっても何もなくても、また顔を見せに来なさいよ？　うちのアイスクリーム美お味いしいから、ティナなら全種類制覇するわよね！」

「それは……もちろん！」

　そうして私たちは別れた。

　ミミは前から美人だったけど、日焼けをして健康的な見た目になって、より綺麗になった気がした。とても生き生きとして見えた。

　楽しんで日々を生きること。これも美の秘ひ訣けつなのかな、なんて。

　調査は明日から本格始動。いい夢が見られるか、はたまた楽しみで眠れないか、今夜の私はどっちだろうか。
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　朝七時。

　ホテルのロビーに集合し、馬車に機材を詰つめ込こんで我々は目的地へと向かった。これからトリスタン研究室初の野外調査が始まる。

　三十分ほど馬車に揺ゆられて、あっという間に保護区へと到とう着ちやくした。森の入り口にベースキャンプとしてテントを設営してから、まずは全員でフィールドマップを作成することになった。

　大まかな地形や道だけが描かかれた白はく図ずを手に、それぞれが担当するルートを歩き、特徴的な岩や朽くち木きなど目印になるものを記入することで、独自の地図を作り上げていく。

　当然ながら、陸りく地ち面積約五千平方キロメートル全域の詳しよう細さいな地図をたった四人で作成するなど、どう考えても無理がある。なので、まずはあらかじめあたりをつけた特定の範はん囲いに絞る。ちなみにこれは、犬妖精クーシーがいるだろうと思われる区画が含ふくまれている。

　たった一度の調査で大きな成果が得られるとは限らない。むしろその方が難しい。だから継続的な調査を行うことを前提に、次回以降に繫つなげるための下準備的な作業をする、というのが私たちの今回の目的だ。

　自然保護区内には鉄道なんて走っていないし、かといって広すぎて徒歩で移動するわけにもいかないので、馬を使う。しかしながら森の中ではそれも難しいから、結局歩きが多くなる。

　ホテル付近は空気の乾かん燥そうが酷ひどかった一方で、さすがにこれだけ木々が生おい茂しげっていれば、放出する水蒸気で空気中の湿しつ度ども上じよう昇しようする。それがまた、ジワジワと汗あせが噴ふき出でる原因だ。

「研究所では否応なしにいつもお揃そろいの白衣なのに、今日はそれぞれが好きな服を着ているっていうところ、何か始まりそうでワクワクしますね！」

「おやおやティナのチャンネエったら、間ま違ちがってんじゃん。『始まりそう』じゃなくて、『始まる』じゃん？　楽しみならいいんスけど、浮うかれすぎは禁物っス。普ふ段だん通り、やるべきことをしっかりやりましょうや」

　肌はだを保護する意図で、みんな長なが袖そで長ズボンなのはお揃いだ。しかし、ベオウルフは赤と黒のシマウマ柄がらのシャツだし、マルコはチェック柄がらのシャツ。しかも裾すそはきっちりズボンに入れている。それぞれの個性と個性がぶつかり合っていて面おも白しろい。

「……ティナ、ちょっとこっち来て」

　野外調査が初めての私は、ベオウルフと共に行動することになっていた。いくらも進まないうちにさっそく私は馬を下り、しゃがんでいる彼かれのそばに歩み寄る。

「獣けもの道みち発見。わかりにくいけど、落ち葉が砕くだかれちゃってるんスよね。この道の幅はばから見て、小型の獣けものが通ったっぽいっスわ。クーシーも、この道みち幅はばに合がつ致ちする」

「では、ここはすでにクーシーの縄なわ張ばりってことですか？」

「いや～、違うんじゃね？　マーキングはないし、それらしきにおいもしねぇし。……ま、ぼちぼちっスよ。もしもここが縄張りの中なら俺おれら今いま頃ごろゴリ警けい戒かいされてた訳わけなんで、これ幸いとお勤つとめを済ませていきましょうや」

　クーシーは、目の下の臭しゆう腺せんから出る粘ねん液えきを縄張り内の木や枝などに擦こすりつける習性があるが、今のところそれらしきものは見当たらない。

「何頭くらいいるんでしょうか。ルドウェアケルド以外の地で発見されたクーシーの群れは、多くてもせいぜい三から五頭。ここでは少なくとも十頭の群れが発見されているみたいですけど」

「どうっスかねえ。もっといるんじゃね？　って俺は予測してっけど、まあそれもおいおいわかるっしょ」




　実質十日の調査期間のうち、三日をフィールドマップの作成に充あてた。マップは予定通り完成したけれど、順調に進んだというよりも、予定に遅おくれが出ないように死しに物もの狂ぐるいで頑がん張ばったといった方が正しい。

　私が特に苦労させられたのは、なんといっても足場の悪さだ。調査地は多少露ろ岩がんがある程度の森かと思っていたけれど、実際のそこはとても荒れた場所だった。

　張り出した巨木の太い根が岩がん盤ばんを持ち上げ、進むだけでも登り降りが必要だ。生い茂った草に隠れたぬかるみもあちこちにあり、歩きにくいことこの上ない。

　にもかかわらず、ベオウルフときたらどんどん先に行ってしまう。普段から慢まん性せい的てきな運動不足の私は、彼についていくだけで精一杯。どうしてあんなにスタスタ進めるのか、彼のスタミナが信じられない。

　そういうわけで、ホテルに帰り着く頃ころにはいつも、両足がむくんでパンパンだ。このざまでは、次回の野外調査までに体力づくりをしておく必要がありそうだ。

　フィールドマップの作成が終われば、できたマップをもとにしながら定点観察のポイント策定に取りかかる。

　あらかじめ時間を定めておき、その時間内に観察ルートを歩く。このやり方だと一度に広こう範はん囲いの調査ができるのだ。

　先日見つけた獣道も観察ルートに入れておいた。できたばかりの獣道なら、数日以内に再び使用される可能性が高いから。

　そうして私たちは調査五日目にしてクーシーに遭そう遇ぐうすることができた。

「ティナ、あそこ。あそこにいるのがクーシーな」

　肉眼でも見える場所だ。青い光がチラチラと、葉の陰かげに見みえ隠かくれしている。

　改めて双そう眼がん鏡きようでじっくり観察したところ、初めて見るクーシーの姿は、コヨーテによく似ていた。

　細長い体に生える体毛は短く、正面を向いて立つ耳は大きい。嗅きゆう覚かくが発達しているのか、鼻は前面に突つき出だすように長かった。でも、コヨーテとは違ちがって、体毛が暗い青せい銅どう色いろで、淡あわく発光しているのがわかる。

　……触さわってみたい。リスみたいにふわふわしているのか、イノシシみたいにゴワゴワしているのか。それとも、間を取ってイヌみたいな手て触ざわりなのか。転属にともなって幻げん獣じゆうの飼育担当からも外れてしまった私は、ここ数カ月、幻獣ロスが続いている。だから余計に彼らとの触れ合いを欲ほつしているのかもしれない。

　もちろん、いくら私が幻獣大好きだといっても、野外調査のルールを破ってまで群れの中に飛び込むような愚おろかな真ま似ねはしないけど。

「ティナ、動くなよ。正面の二頭のほかに、三十メートルくらい後ろにもう一頭いるんで。こっちに気づいた様子はねえから、やりすごせば特に問題ナイトミュージアムだけど」

「こんな場でのジョークはできれば控ひかえてほしいです」

　他の研究者の報告書や事前調査により、クーシーの生息拠きよ点てんはわかっていたけど、このように無防備な姿を晒さらしてくれるとは思っていなかった。正面の二頭はじゃれて遊んでいるように見えるし、ちょっと発光しているだけの小型犬みたいな外見から、クーシーは穏おだやかで優やさしい性格なのではないかと、根こん拠きよのない推測が頭に浮かんだりもする。今はまだ推測だから遠くからの観察に徹しているけど、それが証明できたなら、群れの中に飛び込んで思いきり彼らと戯たわむれてみたい。




　数日に渡わたる広範囲観察の結果、クーシーはおよそ三十頭で群れを作っていることがわかった。自然保護区はとても広いので、私たちが見つけた以外にも別の集団が存在しているかもしれないが、今回の調査では一つの群れに照準を絞しぼって観察していくことになった。

　クーシーはもともと警戒心が非常に強く、とても勇ゆう敢かんで賢かしこい幻獣だ。自分より大きな体格の相手であっても、敵とみなしたら果か敢かんに戦いを挑いどむという。だからこそ、他の幻獣──か弱い妖よう精せいが多い──が好んで番犬として飼っている。

　しかしルドウェアケルドのクーシーは他の生息地のそれと比べて小型だ。果たして、番犬としての役割を全うできるのだろうか。もっとも、「勇敢で賢い」という特とく徴ちようがあるなら、十分なのかもしれないけれど。大きさの謎なぞもクーシーを飼っている幻獣──いるのなら──も、いずれは私たちで解明したい。

「そういえば、聞いたことがなかったんですけど、ベオウルフはどうして幻獣の研究をしようと思ったんですか？」

　茂しげみの陰かげに隠かくれ、遠くで遊ぶクーシーたちを双眼鏡で眺ながめながら、私は隣となりに潜ひそむベオウルフに質問した。

　縄張りを示すマーキングもクーシーを飼う幻獣も発見できないまま、調査日程は終しゆう盤ばんに差しかかっていた。あと数日で、私たちは調査を終えて再び研究所に帰き還かんする。ワークにもだいぶ慣れてきたため、雑談できる余よ裕ゆうが出てきたのかもしれない。

　首に巻いたタオルで汗を拭ふき、ベオウルフは話しだす。

「俺の生まれたところは世界の最果てみたいな僻へき地ちだったんスよね。村とも呼べないほどの小さな集落で、人間や動物よりも幻獣の方が多いくらいのところでさ。だから、幻獣をダチ代わりにしてよく一いつ緒しよに遊んでたっつーか」

「ダチ……友達!?　なんて羨うらやましい……機会があれば、ぜひ私も連れていってほしいです」

　幻獣は人間に強い警戒心を持つものが多い。しかも「幻まぼろし」とつくだけあって、動物と比ひ較かくしたらその数も極きよく端たんに少ない。にもかかわらずそんな幻獣が友達代わりだったなんて。

　ベオウルフは私の反応が予想外だったらしく、驚おどろきながら「それは無理っス、ヴィルヘルム博士に殺されるんで」と半笑い。

「それで……端折はしよるけど、ご覧の通り俺は好青年に成長して、幻獣の研究をしている施し設せつがあると知ったわけよ。だから、そこでダチが酷ひどい仕打ちを受けてないか確かめたくなって、研究所に入ったってわけだイエア！」

　やっぱり、ベオウルフはヴィル博士が言っていたような危険人物じゃない。シャツのド派手さと口調の迷子は置いておいて、私の目にも好青年に映っている。

「最近、ヴィルヘルム博士が研究所の方針を変えたっしょ？　幻獣の命を大切にしましょう、つって。俺は前からそっちの方がいいって訴うつたえ続けてたんで、ようやくあの変人にも俺のバイブスが伝わったんじゃん、って結構嬉うれしかったっつーか」

「へ、変人……確かにそれは幾いく度どとなく思いましたけど……あとバイブスって何」

　ヴィル博士は私以外の人が見ても、やっぱりそういうくくりなようだ。

「まあ、うちの研究所は変わったけど、他はダセェままだよな。世界中がうちみたいに変わってくれたらマジ最高なんで、他の奴やつらのバイブスも変えていけるように、俺たちが頑がん張ばんべ、みたいな？」

　確かに、ルルイエ幻獣研究所は、世界屈くつ指しの幻獣研究施設だ。方針を変えたことでよりよい成果を得られたとなれば、追つい随ずいしようと考える研究機関も現れるだろう。あとバイブスって何……

「ちなみに、『最果てみたいな僻地』って、具体的にはどこですか？」

「北西諸島の近くだけど、次はティナが答える番じゃね？　あんたはどうして研究員に？」

　一方的に質問するのは、確かにちょっと行ぎよう儀ぎが悪い。私は素す直なおに答えることにした。

「幼い頃から竜りゆうが好きで、絵本に始まり小説、記録、学術書と読みました。それでも満足できないので、もうこれは研究するしかないなと思って。研究者になるのなら、竜の権けん威いであるヴィル博士のいる研究所に入りたかったんです。それで今に至ります」

　竜のことを好きになったきっかけは、実際に会ったことだけれど、そこまでは話さなかった。というより、話したくなかった。

　竜との出会いは、その正体がヴィル博士だったとわかった今でも、私の中の大切な思い出。誰だれにも汚けがされたくなかったし、私の心の中だけにしまっておきたかった。そうか、もしかしたらこれがバイブスってやつなのかもしれない。

　ベオウルフは顔をクシャッと歪ゆがませて、天をあおいで首を振ふった。

「ウェーイ惚気のろけスか～！　いい加減、博士とハピエン迎むかえちまえ！　ほら、ヴィルヘルム博士も竜が好きだろ。竜好き同士イチャコラやってろ」

「ななななぜそうなるんですかっ！　どうしてここでハピエンが出てくるんですか！」

　突とつ然ぜんのことに、私は慌あわてた。

「博士がうるせーんだよ。俺がティナを狙ねらってるんじゃね？　って常に疑ってやがる。あの嫉しつ妬と深ぶかさは異常。俺もティナも全然そんな気ないって言ってんのに、聞く耳なんか持ちゃしない」

「それはとんだご迷めい惑わくを……って、私も博士に迷惑をかけられている方なんですけど」

　ベオウルフは顔を綻ほころばせて言う。

「愛されてるってことじゃん？　早く囲われちまえ！」

　ベオウルフからの唐とう突とつな後あと押おしを食らいながら、あなたは何も知らないくせに、と密ひそかに胸の中で呟つぶやく。

　異い類るい婚こん姻いん譚たんなんて、おとぎ話の中だけのこと。相手が竜だとわかっていたら、ベオウルフだって安あん易いなことは言えないはずなのに。

「うっし、今日はいつもより長めに動けたし、もう十分っショ。そろそろ戻もどりますかね。縄張りのマーキングがどこにも見当たらないのが超ちよう怖こええんだけど、定点観察をすべきポイントはだいたい押さえられたし、データもしっかり集まった。あとはリリィやマルコの報告とすり合わせて、差しあたりまとめと洒落シヤレ込みマスカット」

　当初から、今回の調査はいきなりクーシーの謎解明！　という趣しゆ旨しではない。集めたデータを研究所で分ぶん析せきにかけて初めて、見えてくるものだってあるだろう。

「……あれ？　ベオウルフ、何か変です」

「どしたどした？」

　帰還間ま際ぎわで私はある異変に気づいた。

「対象が見当たりません。さっきまでいたのに……全部」

「マジで？　ガチで？　移動したんじゃね？」

「……どこへ？」

　私たちの周囲にいたはずのクーシーたちが、いつの間にか全て姿を消していたのだ。

　立ち上がり、二人して森の中を見み渡わたす。昆こん虫ちゆうや鳥類、小型の哺ほ乳にゆう類るいなども同じ森に住んでいるから、完全な無音とはならない。けれど、それにしたって静かだった。その異変を、ベオウルフも察知したようだ。

「ひとまず、今日は帰ろう。ホテルで考える。それで、明日再調査だ」

　クーシーたちが消えた理由は？　偶ぐう然ぜん？　今日だけ？　それとも、時間帯に関係している？

　今日はたまたま普段よりも森に長居していたから、それで気づけたのだとしたら、時間帯によって姿を消していることになる。

　でも、その理由がわからないし、どこに移動したのかもわからない。

　昼間だけの観察では、謎なぞ解ときに行いき詰づまるかもしれない。しかしながら、私たちに残された時間はあとわずかだ。

「結論から言っちゃいます。調査終しゆう了りようまであと二日しかないんで、夜間活動を入れることは日程的に難しい。けど、何もせずというのも具合が悪いってんで、俺とティナでクーシーが消える地点を調べてこようと思う。一カ所か複数カ所か、今の段階ではわかんねーけど、消失点が判明すればそれでよし、判明しないならそれはそれで次の機会にってことで。俺ら二人がギリギリまで動く代わりに、マルコとリリィは先にホテルの撤てつ収しゆう作業を進めといてもらってもいっスか？　ベースキャンプのテントは俺らで片付けてくるし、時間が余れば自由時間にしてもらっちゃってイイんで」

　その日、ホテルに戻り夕食を摂とったあと、ミーティングの場でベオウルフが提案した。

「もしもクーシーの縄張りや、その他の幻獣を見つけた場合は？」

　おおむね賛成だけど、とリリィが確認の質問をした。

「当然、深追いはせずに引き返す。俺らズッ友永久不滅、やっぱ全員で生きて帰りたいじゃん？　なんつーか、命あってのモノダネだし？」

　本心では、ベオウルフだって調査期間を延長して、なんとしてでも謎を解明したいだろう。しかしながら彼の言う通り、いつだって安全が優先される。

　ベオウルフは熱血漢である一方で、判断を間違えない優ゆう秀しゆうなリーダーだ。彼と同じ研究室にいられることを、私は誇ほこらしく思う。




　そして翌日。幸いなことに私とベオウルフはクーシーたちの巣穴のようなものを見つけたのだ……けれど。

「うっそお、この隙間!?　いくらクーシーが小さいったって、これは小さすぎじゃね？」

　ことが動いたのは、やはり夕方の時刻だった。昨日と同じ時間帯を迎えると、クーシーたちは岩場の陰へ吸すい込こまれるようにして姿を消していったのだ。

　彼らが全ていなくなったのを確かく認にんしてから、私たちはそこに立つ。すると、足元に直径五センチ程度の穴があいているのを見つけた。露出した岩体を割るように張られた樹じゆ根こんの隙間なので、どうしようもない。かといって、穴には手すら入らない。

「擬ぎ態たいの一種で、クーシーも体積を変えられるのでは？」

「その可能性はなきにしもあらずだな。だけど、岩の下にクーシーが営えい巣そうできる空間があるとしても、どこか別の入り口を見つけない限り、調査は迷めい宮きゆう入いりっスね。あー残念。……でも、仕方ないか。もう一日あるにはあんだけど、気圧計を見る感じじゃ今夜から嵐の予感だし、明日はできてホテルでの荷造り。つか、早く帰んねえとガチでヤベエ。嵐に巻き込まれっぞ」

　盆地にしては強い風が吹ふくようになっていた。夜の帳とばりが下りる前なのに、すでにあたりは薄うす暗ぐらい。

　ベオウルフの意見に反対する理由などない。後うしろ髪がみを引かれる思いはあったものの、焦あせりは命取りになるから、彼と共に来た道を戻った。

　森の中を急いで三十分。黒く分厚い雷らい雲うんは、すぐ近くまで迫せまっていた。しかし、馬に乗れば一時間で自然保護区の北門に到着できるはず。だからそこまで恐きよう怖ふは感じなかった。

　しかし、ベースキャンプにいた馬は一頭だけ。

「……あれ？　わ、私の馬は……？」

　足元には、ちぎれた手た綱づなの一部が落ちていた。それに加えて地面の苔こけが剝はげていた。もしかしたら何かに襲おそわれたのかもしれないけれど、保護区内にそれほどどう猛もうな肉食獣はいなかったはず。

　ベオウルフの馬は残っていたが、やたら落ち着きがなくなっている。鼻息荒あらく、頭を前後左右に振りながら、前まえ脚あしで地面を何度も何度も蹴けっている。

「おうおうおう、どうしちゃったのよ？　人じん為い的てき？　それとも動物か幻獣の仕業？　超気になるけど、……とにかく、街に戻ってから考えた方がいいっス。しょうがないから一緒に乗るべ。二人乗りだ」

　ヴィルヘルム博士に見つかったら生しよう類るい八やつ裂ざきの刑けい～、などといつもの調子のベオウルフだけど、もしかしたら単なる空から元げん気きというやつなのかもしれない。

　ちょうど杭くい代がわりの木に繫つないでいた手綱を彼が緩ゆるめた瞬しゆん間かん、閃せん光こうとともに大きな稲いな光びかりがひらめいた。

　同時に腹に響ひびくような雷らい鳴めい。それに驚いたのは馬も同じだった。ビクリと飛とび跳はね、そのままもの凄い勢いで、森の中へ駆かけ込んでしまったのだ。ベオウルフも、突然の馬のパニックに対応することができなかった。

　私はベオウルフと二人、ただ呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす。

「う、うそでしょう……？」

「保護区のゲートまで馬に乗れば一時間だけど、歩けばどれだけかかるか……パネェな。しかも平地が続くし、落らく雷らいの危険性からいっても自殺行こう為いに等しいんじゃね？」

　周囲に何もない平へい坦たん地ちでは、人体そのものが避ひ雷らい針しんとなる。走って避さけるなんて真似もできない。

「しょうがない、さっき逃げた馬を捜すか。俺が行くんで、ティナはそこで待ってな」

「えっ!?　ま、待ってください、私も──」

　言うが早いか、ベオウルフは一足先に駆かけだした。非常事態での個人行動は避けるべきだと思うのですがと叫さけびながら、私は彼を追いかけた。ところが、彼の姿はみるみる小さくなっていくばかりで、いっこうに追いつく気配がない。

　そのうえ、先ほどの大きな落雷を合図に、いよいよ雨が降りだしてしまった。

「待って！　ベオウルフ、待っ──」

　雨あま粒つぶがぽつりと目に入った。滲にじむ視界を直そうと瞬まばたきをしたその瞬間、前を行くベオウルフの姿が、大きな獣のように見えた。

　四本足の大きな獣。……そう、たとえるなら、オオカミのような。

　そんなはずないと私は立ち止まり、手で目を擦こすって再び見る。オオカミどころか今度こそ、彼の姿は完全に消えていた。

「しまった……」

　さっきのは気のせいだったに違いない。しかし、見み間ま違ちがいに気を取られた隙に、私は森のど真ん中で、唯ゆい一いつの仲間とはぐれてしまったのだった。

　あっという間に空は曇くもり、振ふり返かえっても前にも右にも左にも、薄暗い森が広がっている。雷鳴が頭上で轟とどろき、稲いな妻ずまが時々あたりを照らしてくれるが、帰路の手がかりになりそうなものもベオウルフの姿さえも、何一つ私には見えなかった。

　登山中の道迷いなら、尾お根ねを目指して登ればいいといわれている。けれどここは平地である。おまけに夜がすぐそこまで迫っている。砂さ漠ばくほどではないにしろ、気温はぐっと下がるだろう。低てい体たい温おん症しようの危険もある。となれば、覚かく悟ごを決めてビバークをするべきか。……いや、装備も何もない中で、どうやって。

　逸はやる鼓こ動どうを抑おさえながら、打開策に頭を巡めぐらせていたところ、ガサガサと藪やぶをかき分け私に迫る音が聞こえた。次から次へと何かが起こるのはもうたくさん。誰？　……いや、何？　誰か……怖い……ヴィル博士……っ！

　ポケットからサバイバルナイフを取り出し、私は両手で握にぎり込む。飛び出しざまに何かが襲ってきても最低限身を守れるように、と考えた中ではこれがベストの選択だった。

　しかし茂みから現れたのは、意外にも先ほど姿を消したベオウルフ。

「見つけた……よかった、ティナに何かあったらと考えて、マジ心の臓が辛つらタンだった……」

　やっぱり、さっきのオオカミは見間違いだった。ベオウルフは確実に人の姿だし、ド派手なシャツも健在だ。雨でビショビショだったけど、それは私だって同じ。

「も、もももももう、驚かさないでくださいよ！　さっきだって、ずっと待ってと言ってたのに、ちっとも止まってくれないし！」

「メンゴメンゴ、俺だって必死だったんだ。馬はダメだ、追いつけなかった。とことん走りゃなんとかなったかもしれねえけど、夜が来るし薄暗えし、深追いしすぎてティナとはぐれたらマズいし。この嵐じゃ、もう今夜はスローライフ野宿に決定っスね。とりあえず避ひ難なんできる場所を見つけたんで、そこに移動しよう」

　現在地から観察ポイントに戻る形で、岩場が増えたあたり。洞どう窟くつとまでは呼べない浅い横穴に、ベオウルフは私を案内してくれた。これ幸いと潜もぐり込こみ、身を寄せるようにして腰こしを下ろす。

「ティナ、大だい丈じよう夫ぶか？　……おそらくマルコたちが救助要よう請せいを出してくれると思うんだけど、どっちみち嵐が過ぎ去るまでは捜索隊も動けないっスね」

「ええ……まあ……そんな気はしてました。なんとか朝まで頑張りましょう」

　一回食事を抜ぬくくらいは問題ない。ただ、少し不安なのだ。人間は、私とベオウルフの二人だけ。何が棲すんでいるかわからない土地で、一夜を過ごさなくてはならない。それが少し不安で、少し心細いだけだ。

「……寒い」

　服が濡ぬれたのがよくなかった。今はもう雨風はしのげたものの、体にへばりつく濡れた布が、私から体温を奪うばっていった。髪かみも雫しずくが落ちるほどずぶ濡れなのに、ろくに拭ぬぐうことすらできない。

「温めてやろうか？」

「……え？」

　隣に座すわる彼を見上げた。ベオウルフにとっては冗じよう談だんだったかもしれないが、今の私はとても対応できる気分ではなかった。そして、私の疲ひ労ろうを察した彼は、ばつが悪そうに顔を伏ふせる。

「……悪い。なんでもないっス。冗談だから聞き流して。……いや、冗談にしても、タチが悪いっスね。面白さのかけらもねえわ」

　昼間はうだるような暑さだったのに、今はもう、歯の根がカチカチ鳴りそうなくらい寒い。

　ベオウルフは見るに見かね、私に少し待てと告げると黙もく々もくと行動し始めた。穴に吹き寄せられていた枯れ草や枝なんかを集めて、火を起こしてくれる。マッチは湿し気けっていても火が点つけられる特とく殊しゆなものだったから、そんなに難しくはなさそうだった。焚たき火びによって寒さは多少和やわらいだけれど、足せる薪たきぎがない状態では、この火もそのうち消えるのが自じ明めい。

「しくった。ガチで。余裕を持って動いとくんだった。……ティナ、悪い」

「どうしようもないですよ。まさか馬がいなくなるなんて、誰も考えませんって。ベオウルフのせいじゃない」

　いつものように「メンゴ」と言わないあたり、本当に反省しているのかもしれない。

　ベオウルフは力なく笑った。彼にも疲労の色が見え隠れしている。

「俺はもともと研究者になる予定はなかったんスよ。ただ、ダチが痛めつけられるのが許せなくて……。けど、この業界に身を置いていろんな幻獣を知ってくうちに、この多様性は一体なんなのか、気になって仕方がなくなった。動物とは違い不思議な力を持ち、中には異種族間で言葉を交かわせるものもいる。交配だってできたりするじゃん？　そんなよくわかんねー生き物を研究してくことで、自分が生まれた意味を見つけたくなったっつーか」

「自分が生まれた意味？」

　どうして急に、そんな思春期の少年みたいなことを言いだすのだろう。もしかして、チャラい見た目とは裏腹に、悲痛な過去を背負っているのだろうか。アニマル柄のド派手なシャツが、シリアスなセリフにまったく合っていないのだけど。

「まあ、ヴィルヘルム博士と俺は根っこが同じなのかもしれないっすね」

「博士と？　それって、どういう──」

　突然、ベオウルフが立ち上がった。

「風だ」

　そう言って、彼があたりをキョロキョロし始めた。

「風？　ベオ──」

　遅れて私も気づいた。炎ほのおが不自然に揺れているのだ。これはどこかから風が吹いている証しよう拠こ。

　ベオウルフが焚き火の中から枝を一本取り、息を吹きかけ炎を消した。煙けむりのくゆる枝を、周囲の岩壁に近づける。すると、岩と岩の小さな隙間に煙が吸い込まれていくではないか。

「ティナ、危ないから少し下がってて」

　当とう該がい箇か所しよをベオウルフが蹴った。するとガラガラと音を立てて崩くずれ、ぽっかりと空くう洞どうが現れる。人一人が通れそうな穴で、小石を落とすとまもなく水音と硬かたいものに当たって響く音が聴きこえた。多分、二、三メートルくらいの高さの空洞だ。水たまりもあるのかもしれない。音の反はん響きようの仕方から、空洞が水平に広がっていそうなことを予測させる。

「おいおいおい、まじっスか」

　ベオウルフが呟つぶやいたけど、私も同じ気持ちだった。

　もしもこの空洞が地下に通じているのなら、クーシーの巣とも繫がっているかもしれない。でも、たった二人でなんの装備もなく入るのは危険すぎる。外の豪雨も流入しているだろうし、今はよくてもそのうち冠かん水すいして閉じ込められる可能性もある。

　私たちは顔を見合わせ、お互たがい同時に首を振った。

　今はここには入らずにおこう。調査をするなら、次回のフィールドワークの時だ。

　言葉になんかしなくても、私たちの意見は合致した。

「打ち合わせ通り、危険なことはしない。安全が最優せ──」

　ベオウルフが決定事じ項こうを告げかけた瞬間、外に眩まぶしい閃光が走り、間かん髪はつ入れずに空を引ひき裂さく大きな音が轟とどろいた。そして、振り返った時には、私たちのいる横穴の入り口が落雷により燃えた巨木で塞ふさがれてしまっていた。

　かなりの太さの幹が真っ二つに割れて倒たおれ、バチバチうるさく燃えている。雨が今も降り続いているのに、火か勢せいはちっとも衰おとろえず、むしろ大きくうねっていく。

　外に逃にげようにも、倒木が邪じや魔まをして出られない。数メートル離れた今の状態ですら、全身に炎の熱を感じる。

「あ、熱い……このままじゃ燻くん製せいだわ！」

　丸焼きにはされないまでも、燻製か、蒸むし焼やき。だけど外には出られない。逃にげ道みちは──

「仕方ないか……ティナ、いいっスね？」

　ベオウルフは意を決して最終確認をするので、私も何も言わずに頷うなずいた。ついさっき「入らないでおこう」と話し合っていた舌の根も乾かわかないうちに、こんな事態に追おい込こまれるなんて。

　……しかし、生き残るための術すべは他に残されていない。

　幸い、崩した岩が足場となって、私たちは地下に降りることができた。ジャンプしても床ゆか天てん井じように手は届きそうになく、ここから再び登ることは難しそうだったが、ひとまず蒸し焼きにも燻製にもならずに済んだ。私は左右を確認しようと、火のついた枝をおもむろに揺らす。

「ティナ、何か見える？」

「うーん……よくわかりません。光源が弱すぎて……」

　道幅は三、四メートルくらいはありそう。地面に火をかざすと、明かりがゆらゆらとおぼろげに反射して見えた。棚状のくぼみに水たまり……というよりは、この洞窟の先ずっと、少量の水が滲にじみ出ている状態のような。

「もしかして、地下水脈？」

「その可能性もなきにしもあらずっスね。ここにとどまって助けが来るのを待ちたいけど、多分難しいだろう。こうなったら、危険は承知の助すけで進むしかないっス。俺が先導すっから、ティナはついてこいな？」

　松たい明まつ代わりの枝を全てベオウルフに渡し、暗く未知の空間を彼の背中について歩く。

　ここは人間が立ち入らないところだ。どんな生き物がいるか、まるで想像もつかない。クマ、人食いザメ、ピラニア、カンディル……。人間を喰くい殺せそうな肉食動物ばかりが私の頭に浮かぶ。

　三十分くらい歩いていくと、天てん井じようには無数の鍾しよう乳にゆう石せきがぶら下がっているのが見え始めた。目視できる範囲では、頭上に生き物はいなさそうだ。つらら石が折れて落ちてきたりしたら、そのままグサリとやられてしまうだろうけど。

　地上の嵐はまだ過ぎ去ってはいないだろう。ここも水位が上昇しつつあるのか、足元の水はくるぶしにまで達した。しかし、先ほどの土ど砂しや降ぶりを考えると、静かすぎるような気もする。

　──野外調査など希望しなければ、こんなところに来ることもなかった？　こんな怖い目に遭うこともなかった？

　寒さと恐怖と疲労。それらが私から正常な思考を奪っていく。

「ティナ」

「はい」

「気をつけろ。足を踏ふみ外はずしたら天に召めされっぞ」

「天に召され……え？　死ぬってこと？」

「一面水が張っててわかりにくいけど、実は俺、浅いところをずっと探って歩いてるんスよね。あとは岩盤がえぐられるような深みになってるみたいなんで、一歩外れただけでジャボンって落ちる。しかも……多分、ガチで深い」

　そう言って、ベオウルフはしゃがみ込み、おもむろに水に手を突つっ込こんだ。足元の近くは指が根元まで浸つかるくらいで止まったが、少し横へずらしていくと彼がさっき言った通り、どこまでも深く沈しずんでいく。

「ヤベエ、マジで冷てえわ」

　水から引き上げた手を振って水すい滴てきを飛ばし、ベオウルフは苦笑いをした。私も同じように笑う。かなり引きつっていたと思うけど。




　どこかに終わりがあるだろうと思っていた地下水脈は、いくら歩いても外への気配が感じられなかった。体感ではすでに何時間もさまよっている気がする。

　ベオウルフの手にある枝はすでに三本目が燃もえ尽つきようとしていた。このまま全て燃えてしまえば、真っ暗闇やみに包まれる。しかし、引き返そうにも引き返せない。つまり、私たちはここで進退きわまって、そのまま死ぬということを意味する。

　私の中にある恐怖が、だんだん大きくなっていた。ベオウルフが一緒とはいえ、明かりもほんのわずかな中では心細くてたまらない。寒いし、暗いし、疲つかれたし、空腹だし。

「ベオウルフ、やっぱりこの道──」

　また、風を感じた。背中からやんわりと押おすような風に、私の髪が揺れる。

　こんな地下で、風？　と思うが早いか、その風によって枝の炎がフッと消えてしまった。唐突にあたりは暗くら闇やみに閉ざされる。

　途と端たんに激しくなる鼓動。思わず私は前を歩くベオウルフの服の裾を摑つかんだ。

「……大丈夫、ティナ、大丈夫っス。マッチなら余ってるんで、また点つけられるから」

　しかし、いつまでたっても彼にその気配はない。

「ベオウルフ、あの、お願い、早く明かりを──」

　言いかけたところで、私は気づく。

　正面にポツンと、小さな青色の光が見えたのだ。

「……クーシー？」

　クーシーは、岩と岩の隙間から、その下へ潜り込むようにして消えていた。もしもここが、彼らの向かった先だったとしたら──。

「やべえ。ティナ、ここはすでに奴らの縄張りの中っスわ。風向きのせいで気づけなかった」

　クーシーは警戒心が特に強い幻獣だ。だから、縄張りを侵おかした私たちを、すでに敵視しているかもしれない。

「ゆっくり。ゆっくり進もう。奴らを刺し激げきしないように」

　私たちは引き返せない。だから様子を窺いながら、前に進むしかないのだ。

　つま先で足場を踏ふみ固かためるように一歩一歩確認しつつ、ベオウルフと私は進む。次し第だいに青い光の数が増え、まもなく地下洞窟内部の様子が無む灯とうでも観察できるくらいの光量となった。

　高さはおよそ五メートルくらい。天井には無数の鍾乳石。幅は想像以上に広く、いたるところにトンネルのような大小様々な穴がある。もしかしたら、それら全てがここに繫がるクーシーの出入り口になっているのかもしれない。

　驚くべきはクーシーの数。観察時には三十頭前後の群れをなしていると思っていたが、ここには百を超える数が生息していたのだ。彼らのほとんどは水面に立ち、水に浸かることなく私たちに意識を向けている。

「きれい、ですね」

　クーシーの光を受けた天井も、壁も、石も水面も何もかもが、まるで青白く輝いているようだった。夢の中にいるみたい。幻げん想そう的てきな雰囲気に、恐怖を忘れ私は圧あつ倒とうされてしまった。

「いや、警けい戒かいしとけし。ちっこくてもクーシーはクーシー。咬かまれたら、指一本くらい平気で持っていかれっぞ」

　しかし、ベオウルフはいつだって冷静なままだった。

　クーシーたちは攻撃こそしてこなかったが、時折牙きばをむき出しにして私たちを威い嚇かくする。……確かに、油断していい場面じゃないな。

　私たちはソロリソロリと彼らの横を通りすぎ、やがてさらに開けたところに出た。地底湖だろうか、巨きよ大だいな穴があいたみたいに水面が広がっていて、ここにもまた、たくさんのクーシーたちがいた。遠くの方に壁が見えるが、通路らしきものが続いている気配はない。

「もしかして……行き止まり？」

　いつかは出口にたどり着くだろうと思っていたのに、ここが終点だったのか。もしかしたら途と中ちゆうにあったトンネルのどれかは、私たち人間でも通れる穴に繫がっているのかもしれないが、一つ一つ探していくには手間と労力がかかりすぎる。

「どうしましょうベオウルフ……やっぱり引き返すしか──」

　不安になり、再度彼に声をかけた時だった。

　地底湖の中心に集まるクーシーの群れの中に、異質なものがいることに気づいた。目を凝こらすと、何か鋭するどいものが見える。……ツノだ。馬の額から生える、ツノ。その生き物は私の声に反応するように、こちらを見ながら立ち上がった。

「──一角獣ユニコーン!?」

　体もたてがみも白い馬。その額からは、細く長い一本のツノが生えている。

　ユニコーンはその見た目の美しさゆえ、とても有名な幻獣の一種だ。ツノには強力な解げ毒どく作用があるため、密みつ猟りよう者しやに狙われることもしばしば。その一方で、どの研究所も飼育することができずにいる。その理由は、気き性しようの激しさ。とても攻撃的でプライドが高いため、人間に捕とらわれたら解放されるまで命の限り暴あばれ狂くるうからだ。

　どうしてこんな地下にいるの？　それに、どうしてクーシーの群れにいる？

　もしかして、クーシーを番犬にしていたのは、ユニコーン──

「……おい、ティナ、ティナ！」

　見み惚とれているうちに、ユニコーンがすぐそこまで近寄ってきていた。ベオウルフの呼び声で私は我に返り、現在置かれている状況を把は握あくする。

「逃げろ。でも、慌てるな。ゆっくり逃げろ。刺激しないように、穏おん便びんに、素す早ばやく逃げろ」

「む、無茶な……」

　ユニコーンは明らかに、私に向かって歩いてきている。ゆっくりとした歩調だけど、体が大きく一歩の歩幅も広いので、あっという間に距きよ離りが縮む。

「ティナ、落ち着いて答えろよ。……処女か？」

「……はい？」

　この男は何を血迷ったのだろうか。こんな場で、どうしてそんな個人的なことを。セクハラにもほどがある。

「ちちち違う、そうじゃないっスよ！　俺の趣味とは関係ねえし！　ユニコーンは処女が好きなんだよ！　だからもしあんたが処女なら、あいつを油断させることができんじゃね？　って思っただけじゃん！」

　こういう場面で背を向けて逃げると、大たい抵ていの動物──幻獣もかもしれない──は追いかけてくる。だから私たちはじりじりと後退するものの、ユニコーンには毛ほどの意味もなしていない。

「どうなんスか、ティナ」

「……しょ、処女ですっ！」

　こんなこと言いたくなかったけれど、どうしようもない。ツノに突つかれて死ぬよりはマシだ。

「わかった、じゃあティナ、ユニコーンを油断させるんだ。その間に俺がなんとかするから！」

「油断って、どうしたら……っ」

　うろたえている間にユニコーンは目の前に迫り、私たちは対峙してしまった。大きな黒い瞳ひとみ。頭の中を見み透すかすように、ユニコーンがじっと私を凝ぎよう視ししている。

　あわよくば、このまま逃がしてくれたりしないかな、なんて淡い希望を抱いた次の瞬間、鼻先で小こ突づかれた衝しよう撃げきに私は体勢を崩す。地底湖の深みに落ちることはなかったが、浅あさ瀬せに尻餅をついたせいで、腰が水に濡れてしまった。そして、ユニコーンは私に立ち上がる隙すきを与あたえず、私の膝ひざの上に頭を乗せると足を折り曲げ目を閉じて、そのまま動かなくなった。

「え、ど、どういうこと……？」

　もはや泣きそうだった。膝ひざ枕まくら？　なぜ？　私が処女だから？　しかも、私の下半身は冷たい水に浸かったまま。

「よし、ティナ、そのまま──」

　私の数歩後ろにいたベオウルフが、近づこうとした途端、ユニコーンは頭を起こし、ベオウルフを威い嚇かくした。気づけば、クーシーまで集まってきていて、私たちはあっという間に幻獣に取り囲まれてしまったのである。

「……仕方ねえ、そのまま待つんだ。そいつが深く寝ね入いった隙に逃げっぞ」

　他に選せん択たく肢しはなかった。幻獣にはただならぬ興味を持ってはいるけれど、鋭く長いツノを目の前にして、しかもベオウルフを威嚇する幻獣を可愛かわいがる余裕などなかった。──ここぞとばかりに、観察はちゃっかりするけれど。




　しかし、いくら経ってもユニコーンは動かなかった。寝入ったのかと思っても、ベオウルフが近づこうとするたびに、頭を上げて頭を突き出し咬みつこうとする。

　地上で雨に打たれた私は、着替えなどできるはずもなく今も全身ずぶ濡れのまま。おまけに臀でん部ぶはそのまま水に浸かっている。冷たい岩に冷たい水。とどめとばかりに膝の上のユニコーンの重さで、足が痺しびれて感覚が鈍にぶい。

　寒い。痛い。逃げる見通しも何もつかない。

　私はもはや限界だった。

　そして、呼吸が浅くなりガタガタ震えだす私を見ていられなくなったのか、ベオウルフがついに行動を開始する。

「……ティナ、もうこれ以上はあんたの命が危ない。俺が囮おとりになるんで、合図したら来た道を逃げろ。クーシーの光で足元は見えるはず。とりま奴らがいなくなって暗くなるとこまで逃げろし。そんで俺が追いつくまでそこでじっと待て。……いいっスね？」

「でも、そうしたらベオウルフは」

「問題ないっス。俺はなんでもできるスーパーサブなんで！」

　有う無むを言いわさぬ状況。判断力も低下していたと思う。

　代わりの良案も何もなくて、私はベオウルフの言うがまま、彼の合図でユニコーンの頭を押し退け、死しに物もの狂ぐるいで駆けだした。

　指先の感覚はすでにない。寒さと痺しびれで体が強こわ張ばりよろけてうまくバランスが取れない。それでも、ベオウルフの横を通とおり抜ぬけ、できる限りの全速力で私はがむしゃらに走った。

　背後でユニコーンの嘽いななきが聞こえた。悲鳴でもなく威嚇でもなく、攻撃開始の合図のような高音の長い叫び。途端に、さっきまで動かなかったクーシーたちが、一いつ斉せいに私たちに向かって飛びかかってきた。

「きゃあっ！」

　一頭一頭は小柄なので、単体に攻撃されてもたいした脅きよう威いとは感じない。けれど、それが集団ともなれば話は別。背後から数頭のクーシーに襲われ、私はうつ伏ぶせに倒れてしまった。背中に乗って咬みつこうとするクーシーを追おい払はらい、無む我が夢む中ちゆうで立ち上がって私は再び走りだす。

　それと同時に、金属が硬いものに当たる甲かん高だかい音があたりに響き、束ねていた髪がバサリと肩かたに落ちてきた。バレッタだ。バレッタが外れたのだ。

「ああっ！」

　私がとっさに振ふり向むくと、後頭部から外れたバレッタが石に当たって不規則な方向へ逃げるように跳ねるのが見えた。

　あれはヴィル博士に買ってもらったもので、……別にそれはどうでもいいんだけど、とても高価だったし、気に入っているし、何より、博士が──

　私は一心不乱に手を伸のばした。

　寒さで硬直した体、かじかんでいうことを聞かない指先。私は体勢を崩してしまい肩から派手に倒たおれ込こんだ。しかも、倒れた先は地底湖に続く深い深い水の中。突き刺すような冷たさに体の自由が一瞬にして奪われて、ろくに足あ搔がくこともできず、重力のまま体が底へ沈んでいく。

　心臓が凍りそうなくらい冷たい。でも、ここで死ぬなんて嫌いやだったし、博士から貰ったバレッタも、絶対に諦あきらめたくなかった。

　諦めたくなんて、ないのに。

「ティナっ！」

　水みな面も越ごしに何かが光ったのを感じた。以前に見たことのある、ヴィル博士が擬態するときの発光に似ていた気がする。でも、なんなのかよくわからなかった。

　ああ、どうせなら、最後に聞くのはヴィル博士の声がよかったな──。







[image: ]







　ティナがルドウェアケルドへと旅立って、二週間が経過した。現地ではそろそろ撤てつ収しゆう作業に取りかかっている頃ころだろうか。あと少し。あと少しでようやくティナに再会できる。

　毎夜毎夜見る夢は、残念ながら悪夢が多い。ベオウルフがティナをさらっていく夢、ベオウルフがティナと抱ほう擁ようを交かわす夢、ベオウルフがティナに無理やりキスをする夢、ベオウルフがティナと……。

　毎回あの男が出てくるのは、なんとかできないものなのか。デカくてゴツくてむさ苦しい男の夢など見たいわけがない。おかげで私は慢まん性せい的てきな睡すい眠みん不足に陥おちいっている。

　メルジーナは私が少しでも休きゆう憩けいしていると、目ざとく見つけて働けと小言を言ってくる。彼かの女じよを秘書につけられてからというもの、締しめ切きりを破ったり予定時刻に遅おくれたりすることは確かに減った。しかし、その代わり私は自由を奪うばわれ、分刻みの忙せわしない日々に身を置くはめになっている。

　私は仕事ができないわけではない。ただ、こなさなければならない仕事が多すぎるのだ。これまでは自らが立ち上げた研究所だからと全て自分でやってきたが、今後は少しずつ業務を分散させることも検討する必要がありそうだ。

　調査地へ私も顔を出してみようかと、考えなかったわけではない。大急ぎで飛べば一晩、あるいは二日で到とう着ちやくできる。

　しかし、たったそれだけのささやかな希望すらも、メルジーナは許さない。だったら早く終わらせろと、私のデスクに書類の束を置いていくのである……。

　あれは、鬼おにだ。血も涙なみだもない鬼だ。所長室に軟なん禁きんされて早三日。目の前には書類の山に白紙の原げん稿こう。これらを終わらせなければ外出禁止だと言われているが、果たしてこれが上司に対する態度だろうか？

　しかしながら彼女の言うこともわからないでもない。彼女が無む慈じ悲ひに置いていったものは全て締め切りをすぎているので、早く片付けなければ、どんどん予定がずれていってしまうのも事実。

　施し設せつ長ちようとしての業務に費ついやす時間以外は全てティナのために使いたい。なんなら自分の研究のための時間も、全てティナに捧ささげたっていい。しかし、ティナはそんなことを求めないだろう。彼女は研究者としての私に憧あこがれてくれているのだから、彼女を幻げん滅めつさせることは、なんとしてでも避さけなければいけない。

「ヴィルヘルム博士、失礼します」

　ノックもせず、メルジーナが所長室に飛び込んできた。彼女は普ふ段だんから早口だが、今日はいつもよりもさらに早い。

「ルドウェアケルドにて調査中のトリスタン班から、連れん絡らくが入りました」

「トリスタン班から？　誰だれだ、私の愛するティ──」

「違ちがいます。マルコ研究員からです」

　メルジーナが手元のメモを読み上げる。

「ルドウェアケルド自然保護区にて調査活動中、ベオウルフ・トリスタン主任研究員及びティナ・バロウズ研究員と連絡途と絶ぜつ。警備隊へ捜そう索さく依い頼らいを出すも、嵐あらしのため出動は明朝以降の模様」

「連絡途絶？　行方ゆくえ不ふ明めいということか……？　ティナが？」

「ベオウルフ主任研究員もです」

　それはどうでもいい。いや、よくない。

「ベオウルフ……あの男が私からティナを奪おうと？」

「不明です」

　いいや、そうに違いない。狼おおかみの言うことはいつだって信用できないのだ。

「ティナを助けに行ってくる」

「おやめください。捜索依頼は出ています。嵐さえやめば──」

「君に何がわかる」

「危険すぎます。ベオウルフ研究員がいるのなら、きっと彼女も無事で──」

「だから、君に、何がわかる!?　あの男がいてもいなくても、ティナに危険が迫せまっていることに違いはないだろう！　私は──」

　目を丸くして、肩をすぼめるメルジーナを見て、我を失い声を荒あららげてしまったことに気づく。

「……すまない。頭に血が上のぼってしまった」

「いえ。私の方こそ配はい慮りよが足りませんでした」

「だが、それとこれとは別だ。妻の危機に助けに行かない夫がどこにいる？　私は行く」

「ヴィルヘル──」

　彼女への謝罪もそこそこに闇やみ夜よに乗じて私は竜りゆうの姿に戻もどり、ティナの待つルドウェアケルドへと向かった。鉄道なら宿しゆく泊はくも入れて数日かかる道のりだが、竜の姿で飛ばせば明朝には到着できるはず。

　飛行力学的には、私のこの重量と翼つばさの大きさで空を飛ぶなど不可能だ。奇き跡せき的てきに飛べたとしてもヒトの歩行速度よりも遅おそい速度しか出せない計算結果になる。

　しかし、幻げん獣じゆうには既き知ちの科学があてはまらない。それは私にも言えること。だから、この巨きよ体たいでもやすやすと天高く飛ぶことができるし、最高飛行速度も時速二百キロ近く出せるのだ。

　惜おしむらくは、私の体には迷めい彩さい効果がないことだ。それがあれば昼間でも誰にも気づかれず空を飛ぶことだってできた。欲張ってもどうすることもできないのだが。

　ティナは無事だろうか。行方不明とは本当なのか。道に迷ってしまったのか、外傷や滑かつ落らくなどのなんらかの事故により戻れない状じよう況きようになったのか、それとも何者かにより、足止めを食らっているのか。

　ティナは今、何を思い、何を感じ、何をしているのだろうか。

　野外調査になど行かせたのが間ま違ちがいだっただろうか。しかし彼女はそれを切に希望していた。ティナが楽しいことをして、ティナが笑っていられる環かん境きようを作ることが私の使命だったのに、この判断は間違っていたのだろうか。……どちらにしろ、彼女の気持ちは彼女にしかわからない。

　飛んでいる間、急ぐこと以外に、わたしにできることはない。だから余計に考えが捗はかどる。それも、最悪の想像ばかり。……ああ、この距きよ離りがもどかしい。




　市街地から離はなれ、森に入り、海を横目に見て、再び街と森へ。次し第だいに木々が減っていき、乾かん燥そう帯たいへ突とつ入にゆうした。そして、やがて太陽が昇のぼる頃、山に囲まれた盆ぼん地ちを発見する。

　マルコからの通信にあった通り、ルドウェアケルドは嵐に見舞われていた。激しい雨と風で、雷かみなりの筋がいくつも空に走っている。

　時刻は朝八時を回っていた。本来ならば人がとっくに活動している時間だが、黒々とした雷らい雲うんによりあたりはまだ薄うす暗ぐらく、横よこ殴なぐりの雨と立っていても吹ふき飛とばされそうな風のせいで、出歩く者など見当たらなかった。これ幸いと私は適当な茂しげみの中に入り、人間の姿に擬ぎ態たいする。ちなみに服は持参した。

　その足で我わが研究員が宿泊するホテルに向かい、マルコたちと合流する。

「ヴィルヘルム博士!?」

「やあマルコ。連絡をくれてありがとう。ティナとベオウルフが遭そう難なんしたとのことだが、状況を詳くわしく説明してくれ」

　トリスタン研究室のメンバー──マルコとリリィ──は、機材などを置いている部屋に警備隊の者と共に待機していた。一いつ睡すいもしていないのか、彼らの顔には疲労が見える。

「博士……どうやってここに……」

「急いできた。部下の一大事だ、私がいたっていいだろう」

「そうじゃなくて。昨夜連絡したばかりで、昨日の今日ですよ？　研究所からここまで、どんなに急いでも四日か五日はかかるはず。それに、この嵐で今は鉄道も動いてないのでは？」

　当然ながら、竜の姿で飛んできたなどとは口が裂さけても言うわけにはいかない。

「もともと、用事があって近くの街まで来ていたのだ。そこのホテルで秘書からの連絡を受け取り、急いでやってきた次第だ。もっとも、この通りの嵐だから到着が朝になってしまったが」

　私はその場しのぎの噓うそをついたが、二人ともあっさり納なつ得とくしてくれたようだ。仲間が所在不明という、非常事態に遭そう遇ぐうしているということもあり、深く考える余よ裕ゆうはないのかもしれない。これ幸いとしつつ、再び疑問を持たれないよう私は矢や継つぎ早ばやに質問を繰くり出だす。

「マルコ、詳しい状況を教えてくれないか」

「はい。我々は予定通り観察ルール策定のための事前調査中でした。対象幻獣の目もく撃げき地点で定点観察を実じつ施ししており、昨日もベオウルフ主任研究員とティナ研究員で向かって……それきりです」

　顔を真っ青にしたリリィが、マルコの説明に付け加える。

「本当は、昨日は保護区へ行く予定じゃなかったんです。でも、ここにきてティナが幻獣の行動に不可解な点があることを発見して……周囲にいたはずの犬妖精クーシーが、夕方になると消えていたのだそうです。だから最後にもう一度確かめてみようということになって……。私とマルコは先に撤収作業に取りかかっていたから、彼らに何が起こったのかはわかりません。ただ、帰ってこないということだけ──」

　彼らが調査をしていたクーシーの不可解な行動。今回の二人の失しつ踪そうに関係があるのかないのか。

「使用していた馬はどこにいる？」

「二頭とも、それぞれゲート近くに戻ったところを発見されています。ですが、誰も乗っていませんでした」

　馬だけ逃にげたのか、放したのか、それとも乗っている途と中ちゆうでなんらかの事故に遭あい、馬だけが生き延びたのか……いや、ティナも絶対に生きているはずだ。

「私への連絡以降、事態に進展は？」

「ありません。この嵐だから捜索隊も入れないでいるし。もう、どうしたらいいか……」

　ルドウェアケルド自然保護区内では、ヒトを捕ほ食しよくするような肉食動物も幻獣も確かく認にんされていないはずだが、ただ未発見なだけかもしれない。概おおむね平地で沼ぬまもないが、地質調査や水脈調査などが不十分な現状では、安全だといえるだけの裏付けはどこにも見当たらない。

　空を見るに、当分雨は止まないだろう。このまま足止めを食らってただ待っているだけでは、私の心がまずもたない。

　ベオウルフと二人きり。周囲には誰もいない。何があっても、誰も助けに入れない。ティナは私の番つがいなのに、どうして違う男と二人でいるのだ？　あの男に酷ひどいことをされてはいないだろうか？　暖を取るためと称しようしたりして、接せつ触しよくを強要されはいないだろうか？

　心配で心配で、このままだと頭がおかしくなりそうだった。

「捜索隊はまだ出られないそうです。暗いし、雨う勢せいも風も強く、落らく雷らいの危険もある。救助に行った側が二次遭難する可能性だってあります」

「二人が向かった先はわかるか？」

「ここです。この、岩いわが点在している地点」

　テーブルの上に広げていた地図を、指差しながらマルコが説明する。

「概ね平へい担たんですが、このあたりは岩で荒れ、隆りゆう起きが激しいところです。ですから、岩いわ陰かげで風雨をしのいでいるという可能性も考えられます」

　私は腰こしに手を当てて、落ち着くために深呼吸する。

「わかった。リリィとマルコは引き続き捜索隊に協力を。できる限り早い救出を目指して欲ほしい。私は……少し用事を済ませてくる」

「この嵐の中、ですか？」

「そうだ」

「もしかして、捜さがしにいく気ですか？　博士も遭難しますよ!?」

「単なる個人的な所用だよ。心配には及およばない」

　正直に答えたら、必ず引き止められてしまう。だから曖あい昧まいにぼかし、私はその場を出て行った。当然ながら救助に向かうのだが。




　雷雲はいまだ頭上にとどまっていた。

　暗いとはいえ昼間なので、思うがままに空を飛べば誰かに見つかってしまいかねなかった。だから私は雲の中に身を隠しながらティナを捜すことにした。

　雲の中は上じよう昇しよう気流が発生しているので、入ってしまえば飛ぶことに苦労はしない。ただ、私のせいで雲の粒が衝突し雲放電が起こるので、鱗うろこにくすぐったさを感じる。

　私はティナの手がかりを探した。保護区の門は閉ざされたままで、警備員の姿は見えない。この嵐だ、近くの待機場所へ避難しているのだろう。

　人ひと影かげがないのを確認してから、私は地上に降り立って人の姿へと擬態した。森の中では竜の巨体を持て余すからだ。

　服はさっきずぶ濡ぬれになったものならある。しかし、それを着てこの森の中を捜し回れば、あっという間に汚よごしてしまうだろう。ティナを無事発見して連れ戻った際、泥どろまみれだと怪あやしまれかねない。

　人間の皮ひ膚ふはもろい。裸はだかで動き回ればそこら中に生おい茂しげる草や飛び出る枝で簡単に傷ついてしまうのがわかっていたが、この際致いたし方ないと、私は服を纏まとわず捜索することにした。

「ティナ！　いたら返事をしてくれ！」

　私は声を張はり上あげてみたが、激しい雨音と風が木々を揺さぶる音にかき消された。こんな中では声が届くとは思えない。

　藪やぶをかき分け進んでいくと、幸運なことに足あし跡あとを発見した。元からぬかるんだ土地だったうえ、高木層が雨あま除よけとなり消えずに済んだのだろう。

　大きい足跡と、小さな足跡。小さい方はティナに違いない。もはや足跡すら愛いとしい。

　──ティナの足跡は歩ほ幅はばが普段よりもやや広く、およそ日頃の百五十パーセント程度大きく見て取れた。ということは、小走りでこの道を進んだということだろう。

　私はティナの可愛かわいらしい足跡をたどっていった。時折堆たい積せきした岩がん屑せつにより途と切ぎれたりしてはいるものの、この私が見み逃のがすはずもない。

　そして、雷に打たれた倒木を見つけた。すでに燃え尽き黒く炭化し、わずかに白い煙けむりを上げている。ティナの足跡は、その向こうへと続いているようだった。

「──ナ、────だから、もう────れ」

　音が、いや、人の声がした。私の視線の先の方だ。

　燃えた木の奥おくには、風雨がしのげそうな横穴があった。私の耳に届いた声は穴の中で反はん響きようし、なんと言っているのかは聞き取れない。しかし、男の声なのは確かだった。

「誰かいるのか!?」

　私は声を張った。そして穴を覗のぞくや否いなや、驚くべき光景が目に飛び込んできた。

「……おい、何をしている？」

　オオカミの頭部にヒトの体。全身はごわごわとした灰はい褐かつ色しよくの毛皮に覆われ、ヒトよりも大柄で筋きん肉にく質しつ。

　狼人間ライカンスロープだ。獣人の一種で、人間の姿にも狼の姿にも、またその二者の中間の姿にもなれる幻獣である。

「ヴィ、ヴィルヘルム博士っ」

　その生き物は、人間を腕うでに抱だいていた。

　黒くろ髪かみの、細い体の、私の妻──ティナ。

　彼女の顔はぐしゃぐしゃに乱された髪かみに隠れ、私からは一切見えない。だが、間ま違ちがえるはずもない。私の番なのだから。

　本人の意思とは無関係に着せつけられたのだろう派手なシャツからは、小さな傷が無数についた腕が覗いている。

「ティナ……？」

　どうしてこんな姿に？

　そのシャツは、君の趣しゆ味みではないね？　君を抱いているその男のものだね？

　……なぜ？

「は、博士、違うんだ、これは俺おれのせいじゃないっつーか！　……いや、俺のせいではあるんだけど──」

「ベオウルフ、貴様……」

　その女性は私の妻だ。

　すでに血の契けい約やくも済ませている、れっきとした私の妻だ。

　竜にとって番がどれだけの意味を持つ存在か、知らないとは言わせない。




　お前は、私の妻に、何をした？

　私のティナに、貴様は、何をした!?




　怒いかりのあまり擬態を解いてしまったが、そんなことはどうだっていい。

　轟ごう々ごうとうねる感情の塊かたまりが体の中で膨ぼう張ちようし、怒りのままに私は口から吐き捨てた。声なのか、音なのか、それとも単なる息なのか。

　木々は大きくしなり、倒木は吹き飛び、雨除けになっていた巌いわおは砕け散る。憤ふん怒ぬに任せた声にならない雄叫びは、衝しよう撃げき波はのように次々と周囲に襲いかかった。

　ベオウルフは身の危険を感じたのか、ティナを庇かばうように抱き寄せる。……愛いとしい番に私が危害を加えるとでも？　これ見よがしに密着するなど、どこまで私を怒らせるつもりだ。

「手を離せ。私の妻に触ふれるな。命が惜しくば、下がれ」

「わ、わかったっ！　わかったから、マジで……頼たのむ、落ち着いてくれ」

　ベオウルフはその場にティナを乱暴に下ろすと、私の様子を窺うかがいながらじりじり後方へと下がる。その一方で、私は少しずつティナに近づいていった。

「おい、ベオウルフ。あれだけ忠告したというのに……竜から番を奪うということが何を意味するかわかったうえで、貴様はティナに乱暴したのか」

「ちっ違う、乱暴なんかしてないっ！　それに、こんな怪け我がを負わせるつもりも──」

　怪我、という言葉を聞いて、私は改めて地面に転がされたティナを見た。顔がん面めん蒼そう白はく、左さ腕わんは赤く腫はれ、呼吸は浅く速い。

「腕が折れてるんスよ。……俺じゃない！　地下水脈があって、そこに落ちた時にっ」

「……お前がティナを落としたのか」

「ちちち違う！　お、俺はやってない！」

「それでは、ティナの自じ業ごう自じ得とくで、こうなったと!?」

　ベオウルフは獣人の姿を保っていられなくなり、狼の姿へと戻った。耳を倒たおし、尻しつ尾ぽを足の間に隠して、体を丸めて萎い縮しゆくしている。

「俺があんたの嫁よめに手を出すわけがない……信じてくれ……ガチでマジなんス……」

　そして、腹を地面にぺたりとつけ、両前まえ脚あしを前に差し出す獣特有の服従の姿勢を取った。しかし、私にはそれがかえって白々しく映る。

　聞こえのいい言葉で私を騙だます気なのだろう？　野外調査で二人っきりになったのにかこつけて、これ幸いと手を出そうとしていたのだろう？

　ティナが旅立ってから毎夜見た悪夢はきっと、潜せん在ざい意識からの警告だったのだ。こんなことになるのなら、理性などに囚われず、もっと直感で動けばよかった。危険だから野外調査には行かせられないと、無理矢理にでも理由を作って阻そ止ししてしまえばよかった。

　……いや、そもそも、ティナをベオウルフの研究室になど入れたことが間違いだったのかもしれない。

　ベオウルフに対する怒りと、己の不ふ甲が斐いなさに対する怒り。言い表せない激情が渦巻く。

「貴様が幻獣かヒトか、誰でどういう立場であるかなど、私にはなんの関係もない。同じ目に遭わせなければ気が済まない。……いや、それでもまだ、足りる気がしない」

　今の体格差があれば、ベオウルフなど簡単に殺せる。だが、それでは飽き足らない。

　竜から番を奪うことがどれだけの惨さん劇げきを招くのか、この男は身をもって知る必要がある。さて、どのようにいたぶってやろうか──

　私が考えを巡らしている中、視界の端に映るティナの指先がわずかに動いたように見えた。まさかと思ってベオウルフからティナに視線を改めると、今度は頭がかすかに揺れた。

「う……、う、痛い……」

「ティナっ！」

　私はヒトの姿に擬態し──竜体ではティナを抱えられないので──ティナに近づきその体を抱き起こした。……酷く冷たい。もしかしたら、低てい体たい温おん症しようになっているのかもしれない。

「ティナ、私だ！　わかるか？」

「ル、……ヴィル、はかせ……？」

　声がかすれている。とても痛々しい。こんな姿になっても必死で命を繫つないでいてくれたことに、私は感かん極きわまっていた。涙が溢あふれそうになるのをグッと堪こらえ、優やさしく声をかけ続ける。

「そうだ、私だ。君の夫だよ。迎むかえにきたからもう安心だ」

「違う」

「……ティナ？」

　こんな場面ですら私の発言を訂てい正せいしようというのだろうか。しかし、訂正も何も私はティナの夫であり、ティナも私の妻だというのに。

「……オウルフは、ベオウルフは悪くない……私が、転んで……彼が、助けて、くれて……」

　私の予想に反し、ティナはあの狼をかばおうとしたようだ。

　自分が転てん倒とうしたところを、ベオウルフが助けてくれた──ティナはそう言おうとしているのか？

「だから、ベオウルフを責めるのは……」

「──わかった。もうあの狼を咎めはしない」

　真相を究明したかったが、私だとて時と場合くらいは選べる。そして、今はその時ではない。そこでひとまずティナの主張を吞のむことにした。これ以上彼女を消しよう耗もうさせたくなかったのだ。

　真っ白な頰ほおをかすかにほころばせ、ティナは「よかった」と消え入るような声で言った。

　こんな状況になってまで他人の心配をするなど。事実がどうであれ、主任研究員であるベオウルフの監かん督とく不行き届きは事実だ。甘あまんじて罰ばつせられてもいいと思うのだが……。

　しかし、ティナがそれを嫌いやがるのなら、私が我が慢まんするしかない。

「はかせ」

　ティナが呟つぶやく。私は聞きき逃のがさぬように、その口元に耳を近づける。

「早く……」

「わかっている、早く帰ろう」

「早く、服を、着てください……」

「服？」

「そう、……あなた今、全ぜん裸ら──」
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　ティナはそこまで言い終えると、再び意識を失ってしまった。

　確かに私は全裸だった。竜の姿とヒトの姿では体積に違いがありすぎるため、擬態したり戻ったりする際には、どうしても全裸となってしまう。これは避けられない摂理なのに、ティナにはなんらかのこだわりがあるようだ。

　この肉体を見ることが、ティナにとっては恥はずべきことなのだろうか。確かにヒトには衣類を着用する習慣があるが、それは単に体毛が退化してしまった体を外的刺し激げきから守るために発達した文化であって──

「な、なんだ？　なんだこれは……？」

　ティナの指し摘てきを受け、改めて己おのれの裸体を見下ろした時、ようやく私は、周囲に起こっていた異変に気がついた。

　我々の周りに、たくさんの幻獣が集まっていたのである。

　ルドウェアケルド盆地に生息するクーシーを筆頭に、茸エサ妖ース精ロン、一角獣ユニコーン、水ウン精デイ霊ーネ……その他の幻獣ｅｔｃ……。理由がまったくわからない。

「……ベオウルフ、お前が何かしたのか？」

「はあ？　そ、それ、冗じよう談だんキツいっスね……？」

　ベオウルフは伏ふせたままの姿勢から、恐おそる恐おそる視線を上げた。

「何がだ」

「……まさか、ガチで気づいてないんすか？　今、竜りゆう王おうのあんたが、ご自分で呼び寄せたんでしょうが！」

　服従の姿勢を取っているとしても、私に向かってその口のきき方は生意気だ。

　とは思うものの、今はそれどころではない。

「……私が、呼んだ？」

「竜ってだけで他の幻獣を従えることができる、が、竜王となればさらにその力は強い。ひと吼ほえしただけで、簡単に幻獣を集めることができる。それが竜王の力っしょ？　自分のことなのに知らないんスか？」

　私が物心ついた頃、己について知っていたのは自分が竜であり竜王であることだけ。グライシスから聞けたこと、研究してわかったことを合わせても、竜の全ぜん貌ぼうをつかむにはまだまだ道のりは長いのだ。

　私より、ライカンスロープのベオウルフの方が竜王について詳しいのか？　詳しくなくても、私が持たない知識を得ているのだろうか？

　知っているのなら教えろと食ってかかりたかったが、今はティナを優先したい。彼女は負傷していたが、この様子なら命に別状はないだろう。ひとまず保護区を後にして、ティナを抱き拠きよ点てんのホテルへと連れ帰った。
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　犬妖精クーシーたちの光を反射し、きらきら輝かがやく鍾しよう乳にゆう石せき。

　冷たくて、体が凍こおりつくみたいに自由が失われていく中で、あのバレッタを拾えなかったことを私は強く後こう悔かいしていた。

　竜りゆうの瞳ひとみによく似た宝石。銀細工はまるであの日見た白い鱗うろこのよう。

　──最後にもう一度、会いたかったな。

　あのバレッタを気に入ったのは博士のことが好きだったからか、竜が好きだからあのバレッタを気に入ったのか。

　よく覚えていないけれど、考えるのは彼のことばかり。

　私は死んでしまったのか。なんてあっけない最さい期ごだろう。こんなはずじゃなかったのに。こんな、はずじゃ──

「──だから、これは致ち死し量りようなんですってば！　いくらティナでも食べきれません！」

「食べきれないなら、目で楽しむだけでもいい。ティナは甘あまいものが大好きなのだから、好きなものに囲まれていれば、きっと早く意識を取り戻せるはずだ」

「それにしたってホールケーキ五つはやりすぎです！　毎日毎日やりすぎだって言ってるのに、どうしてそうエスカレートさせていくんですか！」

　男女二人の口論が聞こえる。

　どちらもよく知っている声だ。誰だれだっけ、えっと……

「ヴィル博士？　それと、ミミ……？」

　鼻び腔こうをくすぐる愛すべき香かおりに、私は身じろいだ。長い眠ねむりから目覚めた時のように、視界がぼやけてうまく見えない。

　オレンジみたいな柑かん橘きつ系けいの爽さわやかな香りと、お砂糖の焦こげたにおい、バターの香こうばしい香り。芳かぐわしいにおいを嗅かぎながら何度か瞬まばたきを繰くり返かえしていると、次し第だいに視界の靄もやが開けてケーキや果物が所ところ狭せましと並べられているのが見えた。それと同時に、ここが病院だと気づく。

「ティナ！　起きたのね！」

　顔を確かく認にんする前に、その女性──おそらくミミ──は寝ねたままの私に強く抱だきついた。節々に痛みが走り、小さな苦く悶もんの声が出たが、彼かの女じよには届かなかったようだ。

「よかった……私、仕事で偶ぐう然ぜんホテルに来ていて、搬はん送そうされる前のティナの応急処置を手伝ったの。ヴィルヘルム博士があなたを抱かかえて戻ってきてくれたんだけど、腕うでは折れてるし身体からだ中じゆう傷だらけだし、低てい体たい温おん症しようまで進んでいて、一時期どうなるかと思ったわ」

　とてつもなくだるかった。ミミはすぐに離はなれてくれたけれど、それ以降も体を動かそうとするたびにあちこちが軋きしむみたいに痛くって、特に左腕は動かさなくてもずっとズキズキと鈍どん痛つうが響ひびいている状態。わずかに顔を上げ確認すると、頑がん丈じようにギプスが巻かれていた。

「ええと、私……」

　言葉の途と中ちゆう、何かの圧あつ迫ぱくを感じた。博士だった。ベッドの上に横たわる私に覆おおいかぶさるようにして、博士が私を抱きしめたのだ。ちなみに、ミミに続き本日二回目の抱ほう擁よう。

「ちょっとヴィルヘルム博士！　病人に何してるんですか！」

　ミミがたしなめる──自分のことは棚たなに上げて──けれど、博士は聞く耳を持たない。

「離れなさいってば！　ティナは怪け我が人にん──」

　正直、嫌な気持ちはみじんもなかった。私を気き遣づかい力を入れないようにしてくれているから、温ぬくもりは感じれど、痛みなどはあまりない。それどころか、ごく近くから香る彼のにおいが落ち着く香りだとさえ思えて、自分でも驚おどろくくらい、博士と再び会えたことになぜだか深い安あん堵どを覚えた。

　……いや、「なぜだか」じゃない。もう自分でもわかっている。

　点てん滴てきに繫つながれてはいるものの、動かせる右手を博士の背中へと回した。

「ティナ」

「大だい丈じよう夫ぶです。……ヴィル博士、だいじょうぶ」

　重たい瞼まぶたは今にも私を眠りへと誘いざないそうだったけれど、誘ゆう惑わくに負けるわけにはいかなかった。ミミに目配せをすると、彼女は肩かたをすくめ諦あきらめたように「用があったら呼んでね」とだけ言い残し、静かに退室していった。

　博士の重みを感じながら、私は回想する。

　一角獣ユニコーンから逃にげる途中、博士から貰もらったバレッタを落とした。拾おうとしたんだけど、それから……どうしたんだったっけ？　何かが光った？　あれは一体？　博士の全ぜん裸らを見たような記き憶おくがあるけど……バレッタは？　なぜ全裸？　せん妄もうによる幻げん覚かく？

「……博士、あんまりくっついていると、また鼻血が」

「まだだ。まだ出ていない」

「ギリギリを探さぐろうとしないでください」

　博士が私の首筋に頭を寄せ、深く息を吸すい込こむ。そして今度はゆっくり吐はく。

「ティナのにおいがする」

「そりゃしますよ」

「これが好きなんだ。世界で一番、落ち着く香りだ」

　ヴィル博士にとって、私のにおいは落ち着くのか。そして、私も彼のにおいはドキドキするのと同時に落ち着く。精神安定剤ざいみたいに、常備していたいとさえ思ったりして。

「マルコから君の所在が不明になったとの報しらせを受けて、生きた心ここ地ちがしなかった。……君にとっても初めての野外調査だったのに、散々な結果になってしまったな」

　博士がおもむろに顔を上げた。もう離れちゃうのか、と一いち抹まつの寂さびしさを感じたけれど、彼がポケットからハンカチを取り出すところを見て、そういうことなら仕方ないなと納なつ得とくした。鼻血を垂らす綺き麗れいな顔を見て、失しつ笑しようしながら私は迷いなく告げる。

「怪我しちゃいましたけど、問題ないです、また行きます」

　彼が動きを止めた。

「……正気か？」

「正気です」

「怖こわくないのか？」

「怖いです」

　私は素す直なおな気持ちをヴィル博士にぶつけることにした。彼は上司であると同時に、誰にも優まさる私の理解者。だからきっとわかってくれると思ったのだ。

「怖いですよ、当然。だって人間の支配が及およばない地へ行くんですもの。でも、楽しみの方が大きいんです。それくらいは覚かく悟ごしないと」

　今回のことは事故だった。私たちは予定の範はん囲い内で動いていたし、結果を求めるあまり、安全を無視した無茶な調査をしたわけでもない。偶然嵐あらしが来て、偶然馬が逃げて、偶然避ひ難なんした横穴が偶然落らく雷らいにより倒たおれた木で塞ふさがれて。そうして、いくつもの偶然が積み重なってこのような事態に陥おちいってしまっただけなのだ。

　私はみんなを信じているし、計画に無茶があったとも思わない。今回の調査で見直せるべきところは見直し、次回に繫つなげればいいだけだ。

　正直、眠くて仕方がなかった。眠ねむ気けの生じる鎮ちん痛つう剤ざいが点滴の中にでも入っているのか、目を閉じたらすぐに眠りに落ちそうだ。

　けれど、ヴィル博士に伝えるべきことは伝えておきたかった。だから彼に心配させないよう、口角をつり上げ笑え顔がおを作った。

　そんな私を見て、ヴィル博士は戸惑いつつも破は顔がんした。私の方に手を差さし伸のべて、ガラス細工でも触さわるように、そっと頰ほおに指先を添そわせていく。私が拒こばまないのを確認してから、手のひら全体で頰を包んだ。

「今回の件の一いち部ぶ始し終じゆうは、君を助けてすぐにベオウルフから聞いた。君を危険な目に遭あわせたくないのが本音だが、それと同じくらい、君の願いを叶かなえてあげたいんだ。……なかなか、自分の中でも折り合いをつけるのが難しくて困る」

　そう、やっぱりあの時博士は全裸だった。あれはせん妄などではない、彼が全裸で助けにきてくれたのだ。全裸だった。そう、全裸──何度も言うけれど──。

　記憶が途と切ぎれ途と切ぎれで、夢なのか現実なのかよくわからない、というより「全裸」という部分は特に信じたくないのだけれど。あの時の博士はやたら怒おこっていて、やたら全裸で私を抱えてくれていたような……そうか、博士ときたら、あんな場でも変態ポテンシャルを遺い憾かん無なく発揮していたのか……。

　でも、助けにきてくれたことには違ちがいない。

　喋しやべるのが辛つらくなってきた。眠気に逆らうのが難しくなってくる。完全に回復していないからか、薬の影えい響きようかはわからない。頰に触ふれる博士の手に私は自分の手を重ねる。

「あなたならきっと、助けにきてくれるって、思ってました。でも、どうして全裸で？」

「急いでいたから、竜の姿で飛んできたんだよ。捜そう索さくには小回りのきく人間の姿であたったというだけだ」

「竜の……？　そういえば、お仕事は？　いつも忙いそがしいって──」

　いつだって、博士の後ろをメルジーナさんが「仕事しろ」と追いかけてきていた。本来、彼にはこんな風に私に付つき添そっている時間はないのではなかろうか。

「心配ご無用。私は優ゆう秀しゆうな所長だからね、あんなもの本気を出せば一いつ瞬しゆんで終わるさ」

　鼻血に染まったハンカチをポケットに押おし込みながら、博士はニッコリと笑って言った。……これは、心配しかない。

　しかし、私が苦言を呈ていする前に、博士が「さあ」と話題を切きり替かえる。

「ティナ、見るからに辛つらそうだ。体もきついだろうから、もう少し眠りなさい。何も気にせず、体を休ませることだけを考えて──」

　そこまでは覚えている。

　けれどその先、ヴィル博士がなんと言ったのか、聞き終わる前に私は眠りに落ちていた。
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　再び私が目覚めたのは、さらにその翌日。

　お見み舞まいに来てくれたミミによると、どうやら私は博士によって助け出されたあと二日間、ずっと眠り続けていたらしい。そののち少しだけ目覚めて、再び眠りに落ちて今日。

　野外調査の日程は終しゆう了りようし、チームは一足先に鉄道で引ひき揚あげたそうだ。置いていかれたのは残念だけれど、彼らも暇ひまではないだろうからしょうがない。

　退院許可が出るまで、私はここで大人しく回復を待つことにした。腕の骨折以外は大したこともなさそうで、あと数日か早ければ明日には、ひとまず退院できそうだった。

　午後にはミミと入いれ替かわるようにベオウルフがお見舞いに来てくれた。ついでに、ヴィル博士も一いつ緒しよだ。博士はまるでベオウルフを監かん視しでもしているかのように、鋭い眼まな差ざしを彼の背中に送っている。

「みんなと一緒には帰らなかったんですか？　ていうか……ベオウルフ、大丈夫ですか？」

　彼の目の下にはクマができ、どう見ても酷ひどく憔しよう悴すいしている。おまけに顔や腕は擦すり傷きずだらけで、私だけ入院していることが、なんだか申し訳ないくらいだった。

「ティナ、本当に申し訳ないっス。俺おれがもっとうまくやれていれば」

　ベオウルフはすっかり萎い縮しゆくし、平へい身しん低てい頭とうで何度も私に謝罪をする。

「どうしてあなたが謝あやまるんですか。あなたは私を助けようとしてくれたじゃないですか」

　ベオウルフを責める気持ちなど、私には欠片かけらもなかった。むしろ、私がユニコーンから逃げられたのは彼のおかげだとすら思っている。

　しかし、彼はそれでは納得しない。

「いいや。擬ぎ態たいなんかしていなかったら、もっとあんたを迅じん速そくに助けられた。地下を歩き回る必要もなかった。バレたところであんたが俺を売るなんて真ま似ねはしないとわかってたんスけど……判断が遅おくれちまった」

「……擬態？　なんのこと？」

「それに……髪かみ飾かざりも」

　私はあの日、バレッタを取ろうとして体勢を崩くずし、地ち下か川せんの中に落ちた。バレッタも一緒だったと思うが、結局行方はわからない。たぶん水みな底そこに人知れず沈しずんでしまったのだろう。

　ベオウルフは私のベッドに近寄ると、おもむろに何かを差し出した。

「あんたを助けてから、再び拾いに戻ったんだ。不思議なことに、地下への雨水流入もほとんどなかったんで、においをたどってなんとか見つけることができたんスけど……申し訳ない」

　彼が差し出してくれたのは、もう見つからないと思っていた、博士に貰ったバレッタだった。でも、銀細工はグニャリと変形してしまっていて、とても身につけられる状態ではない。

　私は傷ついたバレッタを、ベオウルフから受け取った。残念だけれど、仕方ない。捜してくれただけでも、十分ありがたいことだ。それに、見た目は多少変わってしまったものの、今こうして、再び手にすることができたのは、彼のおかげなのだ。

　手のひらに乗せてぎゅっと握にぎり、胸にそっと当てる。

「ベオウルフは悪くない。捜してくれてありがとう。いいの、私のところに戻ってきたってだけで。大切に保管しておき、ま…………ん？　ま、待って、擬態？　って、どういうことですか？」

　聞き捨てならない言葉があった気がする。しかも一度は流されかけた。

　博士が「おや？」とか呟きながら、ベオウルフと顔を見合わせている。

　まさか。……いや、そんなハズはない。何匹びきも何頭も何人も──どう数えたらいいのかわからないけれど──、一度にいていいはずがない。しかも、同じ研究所に何人もいるなんておかしい。

「ティナ、この男の正体はライカンスロープだ」

　ライカンスロープ、通つう称しよう「狼おおかみ男おとこ」。実在する幻げん獣じゆうだけど、希少種。普ふ段だんは人に紛まぎれて暮らしており、満月の夜にだけ獣人の姿に変身するとかなんとか。おとぎ話として広く語られているだけで、実際の生態とどれだけ実情が合がつ致ちしているかは、まだ研究が進んでいない。

　そのライカンスロープが、目の前に!?

　あまりの驚きに声すら出ない私を前に、博士が首を傾かしげる。

「私は何度かティナに言ったはずだが？　『ベオウルフは狼だから気をつけなさい』と。……まさか、伝わっていなかったのか？」

「だ、だって、狼って、違う意味かと！」

　彼は狼だ、というのは、操みさおを守るために男性には常に用心せよ、という教訓の意かと勝手に思い込んでいた。というか、まず、こんな身近に竜と狼男がいると思う人の方が少ないはず。今こうしてネタバラシをされてみれば、そういえば森の中で一瞬狼に見えた気がしたとか、博士と同じでカフェインも甘いものも苦手だったし、やたら鼻がきくし、水の中から見たあの光は変身するときの光だったのかもとか、思い当たる節は多い。

　だからといって、気づけと言われても無理だ。

　愕がく然ぜんとしている私をよそに、「どうしてそう簡単にバラしちゃうんスか」とか「言いふらすような妻じゃない」とか、博士とベオウルフはいつもの調子で言い合っている。

　抜ぬけている。あなたたち、どこか抜けている。やっぱりチョット人間とは違う！

「とりま、俺の人間に溶とけ込こむ業わざっての？　優すぐれてたってことっスよね！　博士みたいに堅かた苦くるしくなく、その辺にいそうな青年を装よそおって言葉も勉強したんスけど、その甲か斐いあったってわけっスよね！」

「ああ、それで」

　今時あんな時じ代だい遅おくれの死語をたくさん使っていたわけか。

「言っときますけどあなたの言葉、死語が多いですからね……」

　これは私の推測だけど、言葉の流は行やり廃すたりというのを、彼は正確に追えていないのだ。人間でも、特定の若者の間で日々更新され使われている言葉は、よほど流行に敏感でない限り正確に使用するのは難しい。人間でないならなおさらだろう。ベオウルフほどチャラい青年はそうそういないし、見た目など特にチャラいというよりチンピラに近いくらいである。




　結局、ベオウルフは私に謝罪をするためだけに、ルドウェアケルドに残っていたらしい。博士に連れられ面会にきてくれたけど、自分の正体を明かしたあとは、博士によってあっさり追い出されていた。研究所に戻ったら、また改めてお礼を伝えることにしよう。

　そして、ヴィル博士も数日私についてくれていたけれど、彼は彼で所長として超ちよう多た忙ぼうな日々を送っている。だからここでしばしのお別れ。一足先に戻るという。

「ティナ、バレッタは残念だが仕方のないことだ。また一緒に代わりのものを探しにいこう。次は指輪がいいかな。指輪ならば簡単に指から落ちたりしないだろうし」

　これまでの私だったなら、「冗じよう談だんがきつすぎて頓とん死ししそうです」と返していただろう。

　でも、すでに私はヴィル博士が好きなのだと自覚してしまっているし、それを受け入れつつあるのもまた真実。

　かといって、「楽しみにしています」なんて言えるほどの度ど胸きようもない。

　真っ赤になって目を泳がす私を前に、博士は何かを感じたらしい。いつもの反発が感じられない。ならばこの機に押してみようと、そう思ったのかもしれない。

「まずは十分に休養を取って、腕を治すこと。ギプスが外れたら、一緒に指輪を見にいこう」

「…………はい」

　そして私には、この答えしか見つからなかった。

　悩なやみに悩んだ末に出てきた答えが、たったのこれだけ。

　博士が息を吞のんだのはわかったものの、どんな顔をしているかとか、恥はずかしさに負けて直視できなかった。

「よし、ついに受け入れてくれたね！　ああ、どれだけこの日を待ち望んだことだろう……！　私たちの大切な婚こん約やく指輪だ、じっくり時間をかけて選ぼう。そうだ、まずはどの店で買い求めるか探さがさなくては。煌きらびやかな宝石がふんだんにあしらわれた高価な指輪もいいだろうが、シンプルなデザインのものも普段使いには適している。あるいは、一点ものや完全オートクチュールを有名デザイナーに依い頼らいしてもいいかもしれない。ティナはどれが好みかな？　その前に選せん択たく肢しが増えるよう、あらかじめ私の方でカタログなど収集しておく必要があるか」

　扉とびらに手をかけ退室しようとしていたにもかかわらず、彼は再びツカツカと近寄ってきて、ベッド脇わきの椅い子すにどっかりと腰こしを下ろしてしまった。この博士の張り切りようを見てしまえば、「困ります、嫌です」とはかわいそうで言えない。……実際、そこまで嫌でもなかったし。

　しかし、かえって私は心配にならざるを得なかった。

「……あの、本当に私でいいんですか？」

　私は博士に問いかけた。

　博士と私は寿じゆ命みようが違う。いくら血の契けい約やくをしたとはいえ、博士は竜で不老不死、私は人間で、どんなに長く生きられても、せいぜい百年程度が限界。私が生きている間は一緒にいられるけれど、死んでしまったら博士を独ひとりにすることになる。また寂しい思いを味わわせてしまうなんて、できることならしたくない。博士だってきっと辛いはず。

「今は私がいるから、博士も楽しいかもしれない。でも、私といることで、余計に寂しい思いをすることになるかもしれないんですよ？」

　私の心配などよそに、博士は目を細めて笑った。伸のばした手で私の頰を撫なでながら、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「ティナは優やさしいね。でも、君と一緒にいられることが、どうして寂しくなることに繫がる？　これまで独りだった私も、これから君と共に生きる未来の私も、全ての私は君によって救われるんだ」

　血の契約はなかったことにできない。

　寿命の差はどうしようもないけれど、私との思い出があれば、博士はこの先寂しいをしなくても済むのかもしれない。それならば、私にできるのは、彼に楽しい思い出をたくさん残してあげることなのだろう。

　私が死んでしまったあと、博士がさみしくないように。両手で抱かかえきれないくらいの、たくさんの楽しい思い出を残してあげたい。

　私はもう、自覚している。私はヴィル博士のことが好きなのだと。

　だったら、私の限りある時間を、彼のために使いたい。彼を受け入れ、彼を満たしてあげたい。

　そしてあわよくば、私の自己満足なんかじゃなく、私といることで彼の寂しさが少しでも和やわらぐのであれば、これ以上嬉しいことはない。

　ヴィル博士の指が、私の顎あごにかかった。

「ティナ」

「はい」

「この先ずっと、私と共に生きてほしい」

　彼の顔が近づいてくる。拒む理由は何一つない。強しいて言うなら、胸がドキドキするくらい。でも、これはきっと嫌なのではなく、緊きん張ちようと期待による胸の高まり。

「……はい。もちろん」

　ヴィル博士の身に起こる生理現象の都合上、私たちの触ふれ合あいはほんの一瞬で終わってしまった。けれど、柔やわらかな感かん触しよくは幻ではなかったし、胸の痛みも恥ずかしさも、全て現実のものだった。

　伏ふせた目を再び上げると、私を見つめる彼の姿。

　頰をやや上気させ、幸せそうに鼻血を垂らすその顔を、私は一生忘れないだろう。

　……ほんとうに、せっかくのロマンチックな一場面が台無しだ。

[image: ]







[image: ]







　ルルイエ幻げん獣じゆう研究所近くに借りた、小さな古いアパートの一部屋。数週間ぶりに、私はそこへ帰ってきた。

　片かた腕うでが使えない私の代わりに、キャリッジの運転手に荷物を運んでもらってから、慣れ親しんだ椅い子すに腰こし掛かけ荷物の山をぼうっと眺ながめる。

「溶とけたチョコレート、どうしよう……」

　初めてのフィールドワークに、初めて出くわした一角獣ユニコーン、そして負傷、入院。怒ど濤とうのような日々の疲つかれがここにきてどっと溢あふれたみたいだ。動く元気が湧わかなくて、座すわったまま放心していたけれど、部屋の扉とびらがノックされてようやく私は我に返った。

　やってきたのはミミだった。

「数日ぶりね！」

「ミミ？　……え、どうしたの？　アイスクリーム屋さんは……えええ？」

　ミミも大きなトランクを抱かかえている。そして、私が扉を開けるや否いなや、彼かの女じよはどかどかと私の部屋へ入ってきた。

「研修なの。こっちのアイスクリームやお菓か子しを研究して商品に生かそうと思って、一週間だけ滞たい在ざいすることにしたわ。その間、あなたの部屋に居い候そうろうさせてよ。部屋代として食事の世話や洗せん濯たく、片付けなんかは引き受けてあげるから」

「えっ!?　い、いや、助かるけど……」

「ほら、まずトランク開いて。汚よごれてる衣類は洗っちゃおう」

「ままま待って、待ってミミ」

「これ、チョコレート？　見事に溶けてるじゃないの……いいわ、私が他のお菓子に生まれ変わらせてあげる。本はテーブルの上に置いておくわね」

「あ、えっと、……うん」

　ミミときたら有う無むを言わさず、テキパキと私の荷ほどきをしてくれる。左手ががっちりギプスで固められて動かせないから、正直とても助かるけれど……

　そんな中、再び扉を叩く音が響ひびいた。

「はい、どちらさまで──」

「やあ、ティナ。手紙は出していないけど、会いにきたよ」

「に、兄さん!?」

　扉の前に立っていたのは、先日ヴィル博士にけちょんけちょんに言い負かされた兄だった。もしかして、今いま頃ごろになって反論でも思いついたのだろうか。

　それにしたってこのタイミングは勘かん弁べんしてほしい。体はまだ本調子じゃないし、ルドウェアケルドからまさに帰ってきたところ。おまけにミミの来訪に、とどめが……兄？

　これ以上私を疲れさせて、どうしようというのだろうか。

「先日君の婚こん約やく者しやに言われたことを僕はずっと考えていた。やっとその結論が出たから、こうして伝えにきたんだけど……腕うで、どうしたんだい？」

「ちょっと事故に巻まき込こまれて……大だい丈じよう夫ぶ、すぐ治るから」

　今、部屋の中にはミミがいる。兄への気持ちはもう吹ふっ切きれたとは言っていたけど、そう単純なものではないだろう。まだ二人を会わせない方がいいかもしれない。私はそう思っていたのに、兄が目ざとく感づいた。

「……誰だれかいるのかい？　もしかして、婚約者か？」

「ティナ？　どうし──フレッド……？」

　残念ながら、ここは狭せまいアパートだ。私たちの話し声に、ミミが顔を出してきた。そうして二人は鉢はち合あわせてしまった。

　ミミは凍こおりつき、柔やわらかかった表情が一いつ瞬しゆんにして固まった。それに対して兄の方は、ミミに会えて嬉うれしいとばかりに、笑え顔がおで入室しようとする。……さすがに動く方の手で制止したら、足を止めてくれたけど。

「ミミ、ちょうどよかった！　また会えて嬉しいよ」

「……あら、久しぶりね、フレッド。私と会えて嬉しいなんて、あんたの口から聞けるとは思ってもみなかったわ」

　明らかな皮肉だが、兄はちっとも気にしていない。

「僕もあれから色々考えたんだ。その結果、君と結婚することにした。君なら僕の理想の女性像に近づく努力ができるはずだ。僕が君を愛せるかどうかは今後の君次第だけど、取り急ぎ先に籍だけは入れてあげてもいいよ。ね、ミミ」

　こ、この人は一体何を言い出すのだろう？　ボロ雑ぞう巾きんのように振ふった相手が、今でも自分との結婚を望んでいるとでも？　しかも、愛が欲しければ努力しろと、上から目線のプロポーズ？

　私は兄の方が異常だと思うのに、兄があまりにも堂々と言ってのけるので、自分がおかしいのだろうかと錯さつ覚かくしてしまう。こういうことは昔からよくあったが、今日もまた、同じ感覚に陥おちいった。

　隣となりに立つミミを窺うかがうと、ちょうど彼女も私を窺うところだった。それも、目を見開き、眉み間けんにしわを寄せて。

　直接確かめたわけではないけれど、多分、ミミも同じことを考えている。そして、二人して顔を見合わせてようやく、「私は正常で、おかしいのはこの男だ」との確証を得る。

「そうと決めたら今すぐにでも婚こん姻いん届とどけを出しにいこう。グズグズしていたら僕の気が変わってしまうかもしれないよ。ミミはそれでもいいのかい？」

「あの……フレッド？」

「君はバロウズ家に嫁よめ入いりする立場だから、僕の両親の言うことには素す直なおに従うようにね。母さんは優やさしいから、君の間ま違ちがっていることを手取り足取り教えてくれるはずだ。だから従順に。それと、僕の妻となっても、仕事には口を出さないこと。夜の外出も、時には朝帰りをすることもあるだろうが、夫のすることに妻は決して干かん渉しようしてはいけないよ。君の暮らしには不自由がないよう取り計らうが、もしも欲ほしいものがあってお金が必要になったなら、事前に申しん請せいするように。それを許すかどうかは、また別途僕が判断する。ただし、朝と仕事帰りの疲れている時に言い出すのは禁止──」

「誰が」

　息をつく間もないくらいに兄がとうとうと話している。ミミも私も呆あつ気けに取られてただ聞き手に回っていたけれど、あまりにもばかげた要求が続き、先にしびれを切らしたミミがここでついに口を挟はさんだ。

「ミミ？　今は僕が話しているんだよ。途中で遮さえぎるのは常識が──」

「聞きたくもない話を勝手にベラベラと喋しやべられて、こっちは迷めい惑わくしているのよ！　常識云うん々ぬん言う前に、まずあんたの方が非常識よ」

　ミミにたしなめられた兄がまずしたことは、笑うことだった。かすかな嘲ちよう笑しよう。ミミを見下した笑いだ。

「もしかして、すでに僕の妻にでもなったつもりかい？　ミミはわかっていないようだから言うけど、花嫁候補は君以外にも大勢いるんだ。あまりにも出過ぎた真ま似ねをするようなら、結婚の話、なかったことにしてもいいんだよ？」

「わかってないのはフレッド、あんたの方よ！　客観的に見て初めて、あんたの異常さがよくわかった。私の中であんたのことはもう二度と思い出したくない過去よ。あれ以上私の若さを無む駄だに消費しないでよかったと、本気で思っているわ」

　そういえば、ミミに養よう子し縁えん組ぐみを解消するつもりだということを、まだ話していなかった。そんなことを唐とう突とつに思い出す。

「あんたは私と結婚してやるって、上から目線で言っているようだけど、仮に下から丁てい重ちように頼たのまれたとしても、私は絶対にごめんだわ」

「ミミ？　ちょっと、……ははは、言ってる意味がわからないし、そもそも言葉選びを間違っていないかな？　僕とは結婚したくないと言ってるように聞こえるんだよね」

「いいえ、間違ってないわ。私はフレッドとは結婚しない、したくない、するくらいなら死んだほうがマシ！　って言ってるの！」

「君はばかだなあ。こんなに条件のいい僕からの申し出を断るなんて、どれだけ理想が高いんだい？　このままじゃ、結婚できないまま嫁いき遅おくれ──」

「嫁き遅れ上等！　とにかく、フレッド、今後一いつ切さい私の前に現れないで！」

　……この調子なら、私が養子縁組を解消することにしたと打ち明けても、諸もろ手てをあげて賛成してくれそうだ。あの異常者と縁えんが切れるなら是ぜが非ひでもそうしたほうがいい、血が繫つながってなくて本当によかったわね。──そんなことを、親友のミミなら言ってくれる気がした。

　私一人では太た刀ち打うちできなかったけれど、ヴィル博士とさらにミミまで味方になってくれるなら、これほど心強いことはない。

　まさかミミにあそこまで拒きよ絶ぜつされるとは思っていなかったようで、兄は、言葉も色も失って、逃にげるように帰っていった。




「ミミからも謝罪は受けているし、彼女が君のよき友となってくれるなら、私は何も言わないよ。私にとって一番重要なことは、ティナが心ここ地ちよく過ごせることだから」

　先日の一連のことをヴィル博士に話したけれど、その反応は実にあっさりとしたものだった。彼は兄のこともミミのことも、必要以上に悪く言わない。根に持たないというか、無関心というか……彼が人間ではないからなのかもしれないけれど、そういうさっぱりとした性格は、一いつ緒しよにいて悪くない。

　今回のフィールドワークでは、なかなかに十分なデータを集めることができた。加えて、日程ぎりぎりのところで見つけた自然法則の影響を受けない地下洞窟の謎なぞとユニコーンのことなど、次回の野外調査の対象とすべき課題もたくさん発見できた。トリスタン研究室の記念すべき野外調査報告第一回目は、それなりに厚みのあるものになりそうだ。

「仕事も充じゆう実じつしているし、腕もあっという間に治っちゃったし、いいこと続きですよね、ほんと」

　私の腕は、完治までどんなに早くても一カ月はかかるといわれていた。しかし驚おどろいたことに三週間で全ぜん快かいしてしまったのである。もしかしたらもっと早く治っていたのかもしれないけれど、ずっとギプスをしていたから気づけなかった。

　裏庭に面したバックポーチの階段に二人仲良く並んで座り、指輪のカタログと笑顔でにらめっこをしながら、博士は上じよう機き嫌げんに答える。

「怪け我がをしないに越こしたことはないが、ティナなら怪我をしても普ふ通つうの人よりも早く治るはずだからね」

「……普通の人よりも早く？　どうしてですか？」

　若いからだろうか。

　私は何気なく聞いただけだった。ヴィル博士だって、単なる日常の、他た愛わいもない会話として言ったことだろうと思った。……のに。

「血の契約により、君も私と同じ不老不死になったのだから当然だろう？　そのおかげで洗剤を飲んでもピンピンしていられたのだし、骨折だって早く治った。斬ざん首しゆでもされたらさすがに死ぬが、多少の傷ならあっという間に癒いえるようになっているよ」

　……ちょっと、待って。

「わ、私が……ふろ……不老不死？」

　どういうこと？　ふろう、ふし？　ふわっと軽いお菓子の名前とか？

「そうだ。幼体から成体にはなするが、そこから先は永遠に老ふけないし寿命もない。私たちはずっと一緒だ。君に寂しい思いはさせないと、全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて誓ちかう。だからこれから、楽しい毎日を共に過ごそう」

　ティナ、愛している。

　そんなことを囁ささやきながら、博士が顔を近づけてくる。

　私たちのファーストキスは鼻血に穢けがされてしまったけれど、これもまた慣らしていけば、そのうち鼻血も出ないようになるだろうと……じゃなくて！　今はそんなことを吞のん気きに言っている場合じゃなくて！

　私は近づく博士の唇を拒んだ。

　私の両手に鼻を潰つぶされ、博士は「なぜ？」とかほざいていたが、そんなことどうだっていい、知るもんか。

　不老不死？

　私の寿じゆ命みよう、勝手に延のびちゃってたの!?

「どういうことですか！　そんな大事なこと聞いてない！　ちょっと頭を整理させ……いや、その前にやっぱりこの結婚は、なかったことにしてくださいっ！」





おしまい
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　本書を手に取ってくださり、どうもありがとうございます。二度目まして（二巻から読まれる方なんていらっしゃらないです……よ、ね……？）、葛かつら城ぎ阿あ高たかと申します。

　一巻をつい先日出したばかりだというのに、たったの四ヶ月で二巻の発売ということになり、大変驚おどろき大変喜び大変幸せな修しゆ羅ら場ばを味わっている今日この頃ごろでございます。それもこれも一巻を読んでくださった読者の皆みな様さまと、奔ほん走そうしてくださった担当様をはじめとする関係者の皆様のおかげです。しかも、一巻は平成、二巻は令れい和わ。時代を跨またいでいることに、なんだか感動しています。

　さて、一巻では憧あこがれの職場に入所するも、不ふ遇ぐうの半年間を過ごすことになったティナのチャンネエでしたが、二巻では様々なことが好転し始めます。仕事、人間関係、家族、恋れん愛あい……あれもこれも加速度的にリア充じゆう生活へとシフトしていくわけですね。

　作者としましては、二巻にしてようやくラブがコメコメしてきたぞ！　と思っているのですが、いかがでしたでしょうか。

　本作では、人間と竜りゆうとの異種族恋愛・異種族結けつ婚こんを描えがいています。恋こいする相手が異種族だからこそ生じてしまう葛かつ藤とうや、常識の違ちがいから来る誤解。この辺りに焦しよう点てんをあてれば、面おも白しろいエピソードが書けるんじゃないかな……と二巻まで進めてきましたが、ヒーローがこんなに鼻血を垂らし、物語のクライマックスではヒロインを全ぜん裸らで助けてしまうことになるなんて、本当に思いもしませんでした。挿さし絵えのイラストが届くたび、こんなものを描かせてしまって申し訳ありません、と喜ぶ私がそこにいました。どうもありがとうございました。

　当初の予定としましては、読者さまの胸をもっとトゥンクさせるようなストーリーにするつもりでした。ところが、ヴィル博士が変態の資質に恵めぐまれすぎていたために、ご覧の有あり様さまになってしまいました。大だい丈じよう夫ぶです、想定外ですがこれはこれでアリだと思います。

　ラブコメと言うよりラブコメコメ、或あるいはラブコメコメコメコメ？　そんな仕上がりの本作を、読者の皆様にもご笑しよう覧らんいただけていると幸いです。

　新登場のベオウルフについても、春はるが野の先生にはこれまた見事なチャラ系のビジュアルにしていただきました。もはやチャラ男おを通とおり越こしてチンピラ。マフィアの末まつ端たん構成員。真っ先に撃うたれて死ぬタイプです（大満足）。

　こんなに特とく徴ちよう的てきな言こと葉ば遣づかいのキャラクターは、私の作品では彼かれが初めてだったので、書いていてとても新しん鮮せんでした。「バイブス」「洒落シヤレ込こみマスカルポーネ（※別バージョンとしてマスカットもアリ）」「問題ナイトミュージアム」に快くゴーサインを出してくださった担当様、その懐ふところの深さに私は今にも溺おぼれそうです。

　余談ですが、私の脳内のベオウルフは「ちぇぁ～っスァ！　えいえいえいぃ、ティナのチャンネエィどしたどしてぃ～ぃ！　元気ねぇずぇ～ぃ！（訳：こんにちは。おや、ティナさんどうしたのですか？　元気がありませんよ？）」というような、流りゆう暢ちようなチャラ語で話しています。さすがにこのままをセリフとして書くわけにはいかなかったので、読み物としての体てい裁さいを整えているのですが、読者の皆様におかれましては、お読みの際にはパリピになりきって、ノリよく読んでいただくことを密ひそかに期待しております。

　そして、もしも続きを書かせていただく機会がありましたら、ベオウルフ、メルジーナはもちろんのこと、一巻での既き出しゆつキャラクターの再登場や、「ルルイエ」の謎なぞ、ティナの実じつ親しん、「竜王」の意味などについても、書いていきたいと思います。

　超ちようスペクタクル大ロマンの本作、ラストには全米が涙なみだに包まれる感動シーンが待ち構えている予定です。今後も皆様を退たい屈くつさせることはないと言うだけはタダ自負しておりますので、ティナとヴィル博士の二人のラブを、引き続き見守っていただけたら嬉うれしいです。

　一巻に引き続き二巻でも、作業中はとても楽しいひとときを過ごすことができました。この調子だと世界のみんなにマジ感謝イエア！　と下へ手たくそなラッパーみたいなことを言い出しそうですが、関係者の皆様と、本書を読んでくださった読者の皆様に、心より感謝を申し上げます。




　最後に、ご報告があります。

　本作「竜りゆう王おうサマ、この結けつ婚こんはなかったことにしてください！」、フロースコミック様にてコミカライズが決定いたしました！

　スイーツテロありイケメン（ただし変態）あり、時々ちょっとサイコパス？　の彼らが漫まん画がになるなんて、嬉しさと期待で今からワクワクが止まりません。

　連れん載さい開始時期や作画担当者など、詳しよう細さいについては決まり次し第だい、追ってお知らせしたいと思いますので、是ぜ非ひとも楽しみにしていてくださいね！

　ではでは、引き続きよろしくお願いいたします！







電子書籍特典　書き下ろし短編

『ティナの見舞いに』







『ティナ、腕の具合はどうかな？』

『えっ、ヴィル博士？　もしかして、わざわざお見舞いに来てくださったんですか？　嬉しい、大好き！』

『この花束は君へのプレゼントだ。受け取ってくれるね？』

『もちろんです！　ありがとうございます、愛してる！　ああ、なんて綺麗なの……新居に飾りたいわ』

『……新居？　ティナ、引っ越すのか？』

『実は、怪我の療養とはいえ家でじっとしているのは性に合わなくて……だから、街へ行って二人の新生活にピッタリの愛の巣を探していたんです。どうぞ、これが新居の鍵です』

『ティナ……！　そんなに私と一緒に暮らしたかったとは……。しかも、なんて行動力となんて愛の深さなんだ……！』

『えへへ。だってそうでしょう？　私はあなたの妻なんですから。ヴィル博士、新居に移って早くあなたと暮らしたいわ。ねえ、いいでしょう？　ダ・ア・リ・ン♡』




　……などという甘いやり取りも、現実になるのはもはや時間の問題だと、私は自信を持って言える。

　ルドウェアケルドへ調査に赴いたティナは、あと少しで帰還という調査日程終盤で、残念なことに重傷を負ってしまったのだった。

　低体温症、全身の打撲、そして、左腕の橈とう骨こつ骨折。

　幸いにも命に別状はなかったが、私が助けに行かなければ今頃どうなっていたことか。

　骨折部は現地の病院で手術を受け、ギプスで固定し骨がくっつくのを待っている状態だ。利き手の負傷ではないから、仕事ができないほどではない。

　しかし、受傷からまだ日も浅いうえ、長旅の疲れもあるだろう。だから私は施設長としてティナに一週間の自宅加療を命じている。

　妄想の中ではティナについ新居探しをさせてしまったが、実際のところゆっくり身体を休ませて欲しい。新居探しも指輪も式も、まずはティナが全快してから。彼女の身より優先すべきことなんて、今の私には思いつかない。

　血の契約を交わしている事実を頑なに拒んでいたティナだったが、受け入れてくれたののはつい先日のことである。

　愛の言葉を囁き続けたのがよかったのか、甘いもので釣っ……懐柔かいじゆう……その、動物で言うところの「給きゆう餌じ行動」にときめいてくれたのか、何がきっかけだったのかは私にはわからない。

　しかし、彼女の中の私に対する想いに変化が生じたことは確実。そうでなければ手を繫いだりハグをしたり、キスすることだって許してくれなかったはずだ。

　ああ、ティナ、早く快復してくれ。君の笑顔が見たい。君の可愛い声が聞きたい。もっと言えば早く抱きしめたいし、触れたいし、その柔らかな唇に……いや、妄想もほどほどにしておこう。ここのところ鼻血の出がよすぎる。

　私は一人、ティナの部屋の前に立った。

　左脇に抱えるのは、お見舞い品の花束とクッキー。メルジーナの目を盗んで仕事を抜けてきた身なので長居することはできないが、妻の心配をするのは夫の大切な仕事である。私の秘書は鬼のように厳しいが、きっと許してくれるはずだ──彼女の小言くらい甘んじて聞いてやろう──。

　小さくコホンと咳払いをして、私は扉をノックした。そしてしばし待つ。

　ティナは二日前、ルドウェアケルドから戻って来たばかり。片腕が使えない身だから、荷解きも終わっていないかもしれない。私が手伝いを買って出れば、ティナは喜んでくれるだろうか。一緒に過ごす口実にもなるし、ティナだって私と一緒にいたいはず──

「はい。どちらさまで…………ヴィルヘルム博士？」

　扉を開いて顔を覗かせたのは、想像とは違う人物だった。

「……ミミ？」

　そんなはずはない。

　私は一歩下がり、扉に貼られた部屋番号を確認した。

　……ティナの部屋で合っている。そもそもミミは救護員の職を辞し、ルドウェアケルドにてアイスクリーム屋の店員として働いていたはず。こんなところにいるはずがない。

「なぜ君が、ここに……？」

　私はもっともな質問を彼女に投げかけたが、その答えは返ってこなかった。それどころか、質問がミミの耳に届いたことすらあやしい。

　彼女は私を一瞥してすぐ扉を閉めてしまったのだ。……もしかして、私をティナに会わせない気か？　と多少の敵意を向けかけたところ、部屋の中から会話が漏れ聞こえてきた。

　ティナ、あなたにお客さんよ。──私に？　誰？

　そんなやりとりが聞こえたのち、再び扉が開かれて、今度こそ私の求める人物が現れた。

「ヴィル博士……？」

　顔にあった擦り傷も今ではすっかり消え、元どおりの滑らかな頰に戻っている。肩から白い布で腕を吊るしている姿は痛々しかったが、髪を垂らし部屋着をまとったティナに会えて、私はとても興こうふ……安心した。

「ティナ、腕の具合はどうかな？」

　予行練習で何度も頭に思い描いていたセリフだ。私はそれを口にする。

「えっ、ヴィル博士、もしかして、わざわざお見舞いに来てくださったんですか？」

　ティナの返答は想定通り。次に彼女は「嬉しい、大好き！」と言うはずだ。

　私は予知などできないが、ティナだって私を愛しているのだ、愛の言葉を欠かすとは到底思えない。何なら「大好き！」の後に抱きつきキスをねだってくれてもいいくらいだ。

「…………」

「……あ、あの、博士？　お見舞いじゃないんですか？　何か……仕事の用事でした？」

　私は「大好き」を待っていたが、ティナはその前に「見舞いに来たのか」に対する答えが欲しかったようだ。

「いいや、お見舞いで合っている。……この花束は君へのプレゼントなんだが、受け取ってくれるかな？」

　無駄な沈黙をティナに怪しまれてしまったが、まあしょうがない。私の読みも外れることだってあるのだ。

　私はティナに花束を差し出した。

「わぁ、綺麗……」

　ラナンキュラスをメインに、カラフルにアレンジしてもらった花束だ。ティナの元気が出るようにと、華やかで鮮やかで気分が上がるようなものをオーダーしたのだが、彼女は私が期待した通り、花束を受け取ると嬉しそうに微笑んだ。

「活発で生気あふれるいつもの君に、一日でも早く戻って欲しい。もちろん、焦らずに養生してくれればいいんだが、この花束はそんな願いを込めて君のために──」

「ありがとうございますヴィルヘルム博士。私が花瓶に生けておきますね。あと、こっちのお菓子もありがとうございます。午後のお茶の時間にでもいただきます」

　私はティナに花束を差し出したのに、彼女の手に渡ってすぐ、横からミミが手を伸ばしてヒョイと奪ってしまった。クッキーの包み紙も一緒に。

　よく言えば「テキパキ」、悪く言えば「ちゃっかり」と。私がティナのために持参した見舞いの品を抜け目なく手にしたミミは、雑な謝辞だけですぐに部屋の奥へと戻って行ってしまった。

　何が起こったのか理解できず、空っぽになった手を私は呆然と見つめた。

　花束もクッキーも、両方とも私はティナのために持って来たのに、彼女の手にあったのはほんの一瞬だった。クッキーに至っては、一秒たりともティナが触れていなかった。

　ミミはこんなにがめつい性格だっただろうか。私はティナ以外のヒトに対してはとんと興味が湧かないので、ミミのことも詳しくは知らない。しかし、それにしたって以前はもっと上品で落ち着いていた気がする。数ヶ月ぶりに会った彼女は見た目の印象がもはや別人だったし、以前はもしや猫をかぶっていたのだろうか。

「ヴィル博士、どうもありがとうございます。クッキーは後でいただきますね」

「あ、ああ……。そうだな、君が早く快復するのが一番、だし……」

　ティナに可愛くお礼を言われてしまったら、私はもう、何も言えない。

　だが……なんだろう、なんだか腑ふに落ちない。なんだか悔しい気がしてしまう。

「とりあえず、立ち話もなんですし……私の部屋に入ります？　とっても狭いんですけど」

　彼女の言葉に甘え、私はティナの部屋に初めて足を踏み入れた。

　ワンルームの小さな部屋だ。歩くたびにギシギシ音が鳴る床板もあり、いい環境とは言い難い。ティナが一年近く住んでいる部屋だ、至る所から香ってくる彼女の匂いに、私はとても興こうふ……感慨深いものがあったが、この狭さは深刻な問題だ。妄想を現実にする、というわけではないが、広い部屋への引っ越しは、我々の最優先検討事項なのかもしれない。

　私が椅子に腰掛けたのを確認して、ティナもベッドに腰を下ろした。ミミは花束を花瓶──がないのでコップに──生ける準備をしている。

「ところで、どうしてミミがここにいるんだ？　アイスクリーム屋は？」

「ミミは今、アイスクリーム屋の研修のためにこっちに来ているんです。短期間だからどこか部屋を借りるように職場の人から言われたらしいんですけど、私のことが心配だからって、泊まり込んでまでお世話をしてくれて」

「……なんだと？　それでは、君は今ミミと寝泊まりを共にしていると？」

　聞き捨てならない言葉である。

　だが、ティナはあまり気にしていない様子だ。

「はい。ミミったら寝袋があるから大丈夫だって聞かなくて」

　シングルベッドで肩身を寄せ合い寝ているわけではないのか。その点については安心したが、問題はそれだけではない。

「私というものがありながら……ミミと？」

「ミミは女性ですよ？　一緒にいたって、別にいいじゃありませんか」

　どうもティナにはこの深刻さが伝わらないらしい。へらっと笑っている彼女に、私はつい語調を強めてしまう。

「よくない！　よくないぞ、私は──」

「ティナ、ヴィルヘルム博士は私に妬いているのよ」

　コップに生けた花をテーブルに運びながら、ミミが口を挟んできた。

　彼女とティナが親友であることは、私だって知っている。だが、それと同時に私はティナの夫である。夫を差し置いて友人とばかり仲を深めるというのは、どうにもいい気がしないのだ。

　……そう、簡潔に言って、図星。ミミの言う通り、私は嫉妬しているのだ。

「博士が……妬いて？　でも、ミミは私と同性だし」

「普通はそうよね。私たちは友人であって恋人関係にはなり得ないんだから、ヤキモチを焼く必要なんてないわよね」

　そう言って、ミミはうふふと私に笑顔を向けるが、私には面白くもなんともなかった。

　さすがミミ、頭の回転が早い。私の正体にいち早く気づいただけのことはある。だが、その頭脳を私をおちょくるのに使うのは、遺憾いかんだとしか言いようがない。

「ミミ、君はいつルドウェアケルドに帰るんだ？」

「ちょっと、ヴィル博士！　帰って欲しいみたいな言い方、どうかと思いますよ！」

　率直な質問をミミにぶつけてみたところ、ティナから非難の声が上がった。

「君の世話なら私でもできる。そもそもミミは、自分の仕事の用事でこちらに滞在しているのだろう？　だからミミにはその本来の仕事に集中してもらえばいいではないか」

「そ、それはそう、ですけど……」

　ティナは真面目で優しいから、ミミの仕事のことを突けばきっと自ら身を引くだろう。ずるい手だが、この際かまうものか。

　その隙に、私は自分をティナに売り込む。

「君の日常生活の介助なら、この私に任せてくれ。問題ない、喜んで手伝おう。食事から下しもの世話まで何もかも、どんと私に任せてくれ！」

「下の世話なんてミミにも頼んでません！　自分でできます！」

　ここで私が退くわけがない。あと一押し！　……だと思う。

「風呂もその腕では入りにくかろう？　私が代わりに全身くまなく洗って──」

「くれなくていいです！」

「夜も一人で眠るのが寂しければ、私が添い寝を──」

「しなくていいです！　ヴィル博士、あなた一体何しに来たんですかっ！」




　結局、私は帰されることになってしまった。どちらにしろ、今は仕事を抜け出してきた身だったので、そろそろ戻らねばならなかった。名残なごり惜おしかったが、素直に退室することにした。

　扉の前で、見送りに出てくれたティナにひとときの別れの言葉を告げる。

「とにかく……今はゆっくり休んでくれ。元気になったらまた研究所で会おう。今のうちに美味しいクレープの店を探しておくよ」

　ぜひ！　と力強く頷くティナに、私も小さく頷いた。次のデートの約束が、果たされるのが楽しみだ。

「あの……お見舞いに来てくれて、どうもありがとうございました。お花も……嬉しかった、です」

　おや。

　つい先ほど、真っ赤になって「帰ってください」と訴えていたのに、やけにしおらしく言うではないか。

「君の夫として、これくらいのことしかできなくて申し訳ない」

「とんでもないです。久しぶりに博士の顔が見られたことも……その……えっと──」

　根気強く待っていたら、数秒の間を開けたのちに「すごく嬉しかったです」と呟くのが聞こえた。あまりのいじらしさに私はいてもたってもいられなくなり、気づけばティナにキスをしていた。

　身体を屈かがめて、やや俯うつむいたティナの唇に自分のそれを軽く押し付ける。

　私の身体的理由により、ほんのささやかなキスしかできない。

　けれど、今はこれだけでも天にも登るような気分になれる。

「ティナ、愛してる」

「……ヴィル博士、──」

　私も愛してます。そう続くに違いないと、私は確信していた。

「私にキスをしたいなら、せめて鼻血が出ないようにしてからにしてください……」

　まあ、私は予知などできないので、予想が外れることだってあるが。

「それは難しい。どうにも興奮が抑えきれなくて」

「興奮とか言わないでください！」

「では、性的欲求が高まっ──」

「もういいです、もう何も言わないでっ！」

　結局ティナはそそくさと部屋に入ってしまった。バタン！　と強く閉められた扉を、ポケットからハンカチを取り出しながら私はじっと見つめていた。

　ここから離れるのは後ろ髪を引かれる思いだが……しょうがない、仕事に戻るとしよう。




　……その後、メルジーナにこってり絞られた。



















竜りゆう王おうサマ、この結けつ婚こんはなかったことにしてください！２
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